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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰くり返される──。





『旧約星書』より








間話　再来のダークエルフ









　聖誕暦一三六六年。

　金牛宮タウルスの月、第二十五日。

　時刻は、既に正午を過ぎている。

　本来ならば、開催中だった第八回大陸会議〈エリュシオン〉が、最初の休憩時間を迎えていた頃合いである。

　あいにく、会議場に詰めていた各国首脳が、休息をとることは許されなかった。

　聖都エスパーダは、今や戦火に包まれている。

　轟ごう々ごうと燃え盛る炎は、市街地を舐なめるように蹂じゆう躙りんしていく。

　命からがら逃げだした市民に、消し炭と化した自宅を振り返る余裕はない。

　あたかも、伝説の火竜サラマンダーが暴れ狂っているかのような惨状であった。




　一方、聖都の上空を眺めれば──。

　地上の大惨事が噓うそのように思えるほど、空は抜けるように蒼あおい。

　そこには、超ちよう弩ど級きゆう魔導艦レクス＝ゴライアスの威容。

　神話に登場する乗り物が、そのまま顕現したかのような光景だった。

　事実、その巨艦は神の視点に立っているかのように、炎上を続ける聖都を冷然と見下ろしているのだ。

　もっとも、レクス＝ゴライアスが聖都上空に留とどまっていた時間は、それほど長くはなかった。

　アッシュたちが擁ようする魔導艦エスカヴァロンの鹵ろ獲かくが完了すると、レクス＝ゴライアスはゆっくりと発進したのである。

「ふっ。すべては、盟主殿の思い通りというわけか」

　去りゆくレクス＝ゴライアスを眺めつつ、ぼそりとつぶやいた者がいる。

　まるで魔術師を思わせる、奇妙な人影だった。

　その声音ときたら──少女のようでもあり、老婆のようでもあった。

　驚くべきは、彼女がたたずんでいる場所である。

　──実に、地上百五十メートル。

　そこは聖都エスパーダにおいて、最も大地から離れた場所だった。彼女は、聖ロサ・マリア大聖堂の尖せん塔とうを美しく彩る翼十字ウイング・クロスの頂点に、微動だにせず立ち続けているのだ。

　対照的に、彼女が羽織っている外套ローブの裾は、バサバサと突風に煽あおられている。

　彼女の身体からだがまったく揺らがないのは、もはや不思議を通り越して、不自然ですらあった。とても人間業とは思えない。

　そもそも、まともな神経の持ち主ならば、こんな場所に登ろうとは思わないだろう。それ以前に、一般人が立ち入れるような場所でもないのだ。

　──ばさっ！

　と、ひときわ強い風に煽あおられて、彼女の頭部を覆おおい隠していたフードがまくれ上がる。

　と同時に、その髪が、肌が、そして耳があらわとなる。

　その毛髪を一言で形容するなら──蛇だった。

　毛髪の一本一本が、白と赤の斑まだら模様の鱗うろこに覆われた蛇なのだ。

　各おの々おのの蛇は固有の意思を持ち、くねくねと蠢うごめいている。

　その肌は浅黒く、耳の先端は妖精エルフさながらピンと尖とがっている。

　彼女は忌いま々いましげに舌打ちすると、蛇と化した毛髪に手を触れた。

「ふん……マザー・ドラゴンめ。とんだ置き土産を遺のこしたものだ……」

　竜殺しドラゴン・スレイヤーが、その蛮行の代償として肉体に刻まれる呪いには、様々な種類があると伝えられている。

　そう、彼女もまた、竜殺しドラゴン・スレイヤーのひとりだった。

　しかも、彼女が殺害したのは、あのマザー・ドラゴンである。

　積年の怨うらみを晴らした代償だと思えば、この程度の呪いは安いものだと、彼女は思う。

　彼女の名は、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセン。

　──ダークエルフである。




　かつて、キーラはマザー・ドラゴンを魔薬〈ネクローマ〉を使って暗殺した。

　マザーの遺体は屍竜魔樹ネクロプランタと化し、暴虐の限りを尽くしたのだが、結局、キーラのもうひとつの宿願──「エクブラッドの里の壊滅」は叶かなわなかった。

　シルヴィアと聖竜皇エーコのコンビに敗れたキーラは、かろうじて逃げのびた。

　しばらくは裏社会に潜伏し、抜け殻のような日々を送っていたのだが……やがて、肉体に変化が生じた。

　日が経たつにつれ、髪の毛が蛇に変貌したのである。

　それが竜殺しドラゴン・スレイヤーの呪いだと気づいたとき、キーラは可お笑かしくて、あまりにも可笑しくて、腹を抱えて嗤わらった。

　なんという、醜い姿だろう。

　だが、今の自分にはぴったりだ。

　あたかも、神話に登場する「魔ま女じよ神しんモリガン」を彷ほう彿ふつとさせる姿ではないか……！

　新しい自分に生まれ変わった──とでも表現すればいいのだろうか。

　もはや、エクブラッドの里でのうのうと暮らしている連中に対する怨みなど、どうでもよくなった。

　無数の蛇たちは、キーラの生体エネルギーを吸収することで、生き存ながえている。

　そのせいで、キーラの肉体は一日五回の食事を要求するようになった。

　これではまるで、竜族だ。

　しかも、一度の食事量も圧倒的に増えた。

　食費は倍増どころか、三倍増しとなったのだ。当然、これまで以上の生活費を稼がねばならなくなった。

　掃はき溜だめのような裏社会において、キーラのような少女が生きていくためには、手段は限られる。

　幸いにも、キーラには薬師としての腕があった。

　それに、裏社会なら材料には事欠かない。

　キーラは多種多様な魔薬の劣化版を密売することで、生計を立てるようになった。

　劣化版とはいえ、魔薬には違いない。

　その効果はまたたく間に裏社会で話題を呼び、新時代の幻覚剤として取引されるようになった。

　ところが──間の悪いことに、商売相手がドジを踏んだ結果、エスパーダ聖翼騎士団に踏みこまれ、キーラは首謀者として呆あつ気けなく逮捕された。

　エスパーダ聖翼騎士団といえば、名うての戦闘集団である。物理的かつ魔導的に束縛されたキーラに、もはや逃亡手段はなかった。

　エスパーダ聖庁は「博愛主義」で知られているが、現実には「友愛主義」であることは、キーラも熟知していた。

　聖職者が愛情を与えるのは、あくまでも信者に対してのみだ。

　異教徒に対しては、苛烈なほどの迫害を加える。

　それこそが、教会の本質である。

　事実、エスパーダ聖翼騎士団の歴史は、異教徒に対する弾圧、略奪、そして虐殺を抜きにしては語れない。

　キーラもまた、異教徒であった。

　それどころか、教会はダークエルフの存在自体を認めていない。

　キーラの未来に待ち受けているのは、絞首台か、断頭台か、あるいは火刑台か……いずれにせよ、無慈悲な死が待ち受けているはずだった。

　ところが、不思議とキーラは達観していた。

　自分が死んだら、この頭を飾る蛇たちも死ぬのだろうか……そんなことを考える余裕さえあった。

　仄ほの暗ぐらい牢ろう獄ごくに幽閉されたキーラは、数日間にわたり、空腹にうめく日々を送った。

　いくら達観はしていても、頭部を飾る蛇たちは、容赦なく餌を要求したのだ。その忌いま々いましい現象については、さすがのキーラも閉口せざるを得なかった。

　そして、運命の日が訪れた。

　かつん、かつん……と、耳に刺さるような足音を響かせて、冷たい鉄格子の向こう側に姿を現したのは──ペネロペ・デル・モンテ枢すう機き卿きようであった。




　短い回想を終えたキーラは、ふと表情を和らげると、遠い目をした。

「ちっ。せっかく我われが出張ってやったというのにな──。ルッカよ、貴様とは……また、擦れ違う運命なのか……」

　いつしか、キーラの視線は眼下で燃え盛る聖都ではなく、はるか空の彼方かなた──淡い稜りよう線せんを描いている霊峰エル・スワリに向けられている。

　キーラがつかんだ情報によれば、ルッカはエーコたちとともに、聖地アルバレスに向かったという。

　おそらくは修行のためだろうが、聖地アルバレスの規則ルールなら、キーラも調査済みだ。

　ひとたび聖地に足を踏み入れれば、実に七日（＝聖地基準だと八十四日）もの間、完全に隔離されてしまうのだ。外部世界との接触は、完全に禁じられてしまう。

　仮にエーコたちが修行を成功させ、新たな力を手に入れたとしても──聖地アルバレスがエーコたちを解放するのは、大陸会議当日から二日後の夕方。

　そのときにはもう、聖都エスパーダは地図上から消えているのだ。

　もっとも、聖地に出かけてくれたおかげで、ルッカの安全は保証された。それは確かである。キーラは、心のどこかで、ホッと安あん堵どしている自分に気づいている。

　かつての親友、ルッカ・サーリネン。

　マザー・ドラゴンを暗殺したことで、別人のように生まれ変わったキーラだが、それでもなお、胸のいちばん奥深い部分には、ルッカの存在が棘とげのように突き刺さっていた。

　キーラにとって、ルッカは同じ夢を追いかける同志でもあった。

　だが、運命は残酷だった。

　──お互いに竜騎士ドラグナーとなり、一緒に騎竜演舞『双翼の誓雨オラトリオ』を舞う。

　その夢が脆もろくも崩れ去ったとき、ふたりの道は非情にも分かたれた。

　正直なところ、マザー・ドラゴン暗殺という悲願を達成した今、キーラは自分がルッカをどうしたいのか……よく解わからない。

　傷つけたいのか。

　服従させたいのか。

　殺したいのか。

　あるいは、絶望させてやりたいのか。かつて、自分がマザー・ドラゴンに拒絶されたときのように。

「……まあ、よい。我われが〈七翼将〉に昇格すれば、また相あい見まみえるときも来こよう。結論を出すのは、そのときで構うまい──」

　薄い唇の両端が、キュッ吊つり上あがる。

　その妖しげな笑みに呼応するかのように、肩先で蠢うごめく蛇たちが、不気味な鳴き声を漏らすのだった。





"Keira, Again ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十四話　戦場跡 ～聖ラファエラ広場～









　駐艦場のゲート前──アッシュたちは〝ゲーム開始の合図〟を、固唾かたずを吞のんで待ち受けていた。

〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉と呼ばれる四姉妹が散開してから、まだ数分しか経たっていない。アッシュは脳裏で、ボロディンが提案したデス・ゲームのルールを反はん芻すうする。

　アッシュたちが勝つためには、いくつもの関門を通過する必要がある。

　まずは、あの四姉妹をすべて倒し、彼女たちが担当する魔導工学式爆弾を解除せねばならない。

　各爆弾は、聖都の四方に建てられた塔に設置されているという。

　そして、爆弾の解除役として名のりをあげたのは──ミラベルだった。その提案を、ボロディンは愉快そうに受うけ容いれた。

　このゲームの序盤から中盤にかけて、アッシュはミラベルを各塔に運ぶという役目を負うことになる。

〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の対戦相手を務めるのは、シルヴィア、ルクレツィア、セレス、アーニャだ。彼女たちの誰かが敗れた場合、アッシュが代理として戦うことも許可されている。

　そして最後には、アッシュとボロディンの直接対決が待ち受けている。

　ボロディンもまた、爆弾を守護しているという。それは超ちよう弩ど級きゆう魔導工学式爆弾〈ゲフィオン〉と名づけられた、とんでもない代物らしい。

　たとえシルヴィアたち四騎が〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉を打ち倒し、ミラベルが各塔の爆弾を解除できたとしても、アッシュが大将戦で敗北を喫した場合、どうなるのか──ボロディンは容赦なく〈ゲフィオン〉を起爆させる。

　そうなれば、今なお大聖堂に囚とらわれている人質たちも、エスパーダ市民も、そして聖都そのものが消滅するのだ。

　さらに追い討ちをかけるように、ボロディンは竜族の介入を禁じた。そして、制限時間は一時間であると、きっぱり断言した。

　ボロディンはゲーム気分を満喫している様子だったが、アッシュの双肩にのしかかる重圧の、なんと大きいことか。

　アッシュは拳を握りしめると、自分にいい聞かせる。

　ここで自分たちが勝たない限り、決して護まもることはできないのだ──と。

「……あたしは機竜じゃなくて、この子に乗って戦うわ」

　と、アーニャが緊張気味に口を開くと、アヴドーチャから託されたバジリスクに飛び乗った。

「クーはバジリスクであって、竜族ではないもの。ルール違反にはならないはずよ」

「確かに、バジリスクなら問題ないか」

　アッシュはうなずいた。しばらく行動をともにしたことで、クーはすっかりアーニャに懐なついている。ろくに操縦したこともない装甲機竜マシーネンドラツヘよりは、よほど頼もしい相棒といえるだろう。

「そう固くなることはあるまい。必ずや、敵の首しゆ級きゆうをあげて戻ってこようぞ！」

　と、今度はルクレツィアが威勢よく拳を振り上げる。

「待て待て！　首まで獲とる必要はないからな!?」

　帝国の皇女様相手に、アッシュは思わずツッコミを入れてしまった。

「むっ。いちいち細かい奴やつだな、貴公は」

　むすっとして、膨れてしまうルクレツィア。意外にも、可愛かわいらしい表情だった。大人びて見えるが、実際はアッシュたちと同年代の少女なのだと、アッシュは思い出す。

「…………」

　一方、先ほどから口を閉ざしているセレスの横顔を、アッシュはさりげなく見やった。

　セレスは黙したまま、機竜の操そう縦じゆう桿かんを握ったり離したりしている。

　自分たちと〈デミウルゴス〉との戦いに、セレスまで巻きこんでしまった事実が、アッシュには辛い。

　と、セレスの隻せき眼がんが、じろりとアッシュを睨にらんだ。

「ごるぁ！　水臭いぞ、このクソ虫！」

「おわっ!?」

　セレスの迫力に、アッシュは思わず圧倒されてしまう。

「大方、〝巻きこんでしまってすまない〟とかなんとか、考えているんだろう？」

「うぐっ……」

　見事に図星を指されてしまい、アッシュは言葉を詰まらせる。どうやら、瞬時に読み取られてしまうほど、アッシュの内面は顔に出ていたらしい。

「いっておくが、あたしは女王陛下オスカーの専属メイドなんだ。主君を人質に取られたまま、黙って見てられっかよ！　べっ、別に、お前のために戦うわけじゃないんだからなっ！」

　そう叫ぶと、セレスはそっぽを向いてしまう。その横顔は、ほんのりと赤く染まっているようにも見えた。

　アッシュは心の中でセレスに礼を述べる。そして、シルヴィアの様子を窺うかがった。

「……右のペダルが発進、左のペダルがブレーキ……」

　シルヴィアはぶつぶつとつぶやきながら、装甲機竜マシーネンドラツヘの基本操作を復習している。全身から緊張感を漂わせているのが、一目で判わかった。さすがに、ランスロットに騎乗しているときのような凛り々りしさは感じられない。

「大丈夫。姫様なら、すぐにコツをつかめるさ」

　アッシュはあえて楽天的な口調で、シルヴィアに声をかけた。

　シルヴィアの対戦相手は、長女のメイリン。ボロディンの副官を務めているほどの戦士である。おそらくは、〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の中でも最強だろう。

　下手に「頑張れ」などと励ましたりしたら、余計なプレッシャーを与えることになりかねない。そう考えたアッシュは、シルヴィアの緊張を少しでもほぐせるよう、柔和な口調を心がけたのだった。

　そんなアッシュの気持ちが、少しは通じたのかもしれない。シルヴィアは大きく深呼吸をすると、アッシュに視線を向けた。

「……姫様？」

　シルヴィアの表情は、鋭利な刃物のように研ぎ澄まされている。先ほどのような気負いは感じられない。

　紛まぎれもなく、今のシルヴィアは「騎士」の顔をしていた。

「ありがとう、アッシュ。私なら、もう大丈夫だ」

　しっかりとした返事をもらえたので、アッシュは微笑で応じた。

　そのとき──アッシュは背中ごしに、ユニスの身体からだが小刻みに震えているのを感じとった。

　アッシュの機竜には、先ほどからユニスが相乗りしている。先刻、ミラベルが壮絶な覚悟を見せたことで、ユニスも決意を固めたのだ。自分もこの戦場ゲームに立ち会うという、悲ひ愴そうな決意を──。

「大丈夫ですか、ユニスさん……？」

　コゼットやセレスと違い、ユニスは純然たるメイドだ。戦闘経験を積んでいるわけではない。これから始まる戦いを前に、身体からだが震えてしまうのも無理はなかった。

「はい……ご心配をおかけして、申し訳ありません。その……もう少し、アッシュ様のお背中に寄り添っても……構いませんか？」

「そ、それは、もちろん……」

　ユニスとこんな風に接触するとは予想外で、アッシュはドギマギしてしまう。

「…………」

　ユニスは無言のまま、アッシュに身体を密着させてきた。見た目の印象よりも、はるかに量感と柔らかさをそなえた双丘が、アッシュの背中に触れる。

「むぅ～……」

　ふと気づけば、シルヴィアとアーニャとセレスが不満げに、ルクレツィアは呆あきれたように、アッシュを眺めているのだった。




　そのとき──狂気じみたデス・ゲームの開始を告げる鐘が、厳げん粛しゆくに鳴り響いた。

「行くわよ、クー！」

「おおおおおおおんっ！」

　真っ先にアーニャが叫ぶと、クーは全身に力をみなぎらせる。その太い四肢の筋肉が隆々と盛り上がったかと思うと、弾丸のごとく飛びだした。

　アーニャとクーが目指すのは、四女のマオが護まもる東塔──通称「黄の塔」。

「いざ往ゆかん！」

　アーニャに続いて、ルクレツィアが大だい音おん声じようを放つ。まるで将軍のような風格をまといつつ、颯さつ爽そうと機竜を走らせていった。

　ルクレツィアの行き先は、南塔──通称「白の塔」だ。そこでは次女のシャオメイが待ち受けている。

「んじゃ、あたしもちょっくら行ってくるか」

　と、セレスがくだけた口調でつぶやいた。ルクレツィアに負けず劣らず、鮮やかな機竜さばきを見せると、軽やかに駆け去っていく。

　セレスの隻せき眼がんが見据えているのは、聖都の西端──通称「黒の塔」。対戦相手のランファは三女だ。四姉妹の中でも、いちばん奇矯な言動が目立つ少女だった。

「必ずや吉報を持ち帰ってみせる！　ミラベル姉様にも、よろしく伝えてくれ！」

　最後にシルヴィアが凜りんとして叫ぶと、機竜を発進させる。駆動機関が轟ごう然ぜんと唸うなり、鋼鉄製の脚部が石畳を砕いた。まだ操縦には不慣れな様子だが、乗り始めたばかりの頃と比べたら、格段に上達している。

　長女メイリンが陣どっているのは、北塔──通称「赤の塔」だ。

　四騎の仲間を見送ったアッシュは、自分が鹵ろ獲かくした装甲機竜マシーネンドラツヘに語りかける。

「……本職の竜騎士ドラグナーとしては、なんだか釈然としないけど……俺の手足となって、働いてくれるか？」

　あいにく、機械仕掛けの竜が返事をするはずもない。アッシュは苦笑した。

「やっぱり味気ないなあ。だけど──お前がドラゴンである限り、俺は乗りこなしてみせるからな！」

　アッシュは力強く宣言すると、左右の操そう縦じゆう桿かんを握りしめる。そして、背後のユニスに注意をうながした。

「少し飛ばします。振り落とされないよう、しっかりとつかまってください。まずはミラベルさんと合流します！」

「はっ、はい……！」

　ユニスは慌てたように、アッシュの腰に手を回す。

　──どんっ！

　アッシュが右のペダルを限界まで踏みこむと、機竜は激しい震動を伝えつつ、猛然と最初の一歩を踏みだした。





　　　　◇






　聖ラファエラ広場は、聖ロサ・マリア大聖堂の正門に面している。

　たった今、ゲーム開始の鐘が鳴り終わったところだった。

「…………」

　ミラベルはボロディンに伴われ、広場に足を踏み入れたものの、そこは既に、生々しい戦場跡と化していた。

　広場のあちこちには、機竜のパーツが転がっている。無数の残骸に囲まれて、〈ゲシュペンスト〉の兵士たちも横たわっていた。

　広場の象徴ともいえる方尖柱オベリスクも無惨に折られ、もはや見る影もない。美しく敷き詰められていた石畳も、まるで空爆を受けたかのように、惨さん憺たんたる様相を呈ていしていた。

「怖おじ気けづいたか、お姫様？」

　ボロディンが、ミラベルのはるか頭上から訊たずねてくる。

　この巨漢が騎乗しているのは、深紅の隊長専用機──バハムート。

　他の装甲機竜マシーネンドラツヘと同じく地竜アーシア型だが、その機体が醸かもしだす迫力は圧倒的だ。魔導エンジンの出力も、他の機体とは段違いなのだろう。

「なんなら、今から大聖堂に引き返してもいいんだぜ？　あんたは見るからに可か憐れんなお姫様だ。俺基準だと、戦場には似つかわしくない。もっとも、その場合──爆弾の解除役はアッシュ・ブレイク自身が務める羽目になるがな」

「大丈夫です。問題ありません──」

　気丈に振る舞おうとしたミラベルだが、

「グレン殿……！」

　ヴェロニカ親衛隊の存在に気づいた途端、思わず駆けだしていた。

　隊長のグレンをはじめ、隊員たちも各おの々おのの相パ棒ルとともに倒れているのだった。

　ボロディンに制止されるかとも思ったが、

「…………」

　意外にも、ボロディンはミラベルの勝手な行動を黙認してくれた。

　広場の中央付近、グレンは聖騎甲アークを解除した状態で、聖竜マエストロフェルグスの背にもたれかかっている。どちらも満まん身しん創そう痍いだが、意識は保っていた。

　グレンの部下たち六騎もまた、なんとか落命は免まぬがれたようだ。

　彼らはミラベルの姿を認めるなり、ハッとして腰をあげようとしたが、どうやら身体からだが思うように動かないようだ。

「どうか楽にしてください。それに、わたくしはもう……第三王女の地位は返上した身です。臣下の礼をとる必要もありません」

「……いえ。ミラベル殿下がなんと仰おつしやろうと、御おん身みにロートレアモン騎士王家の血が流れている事実に変わりはないのです。それに、ミラベル殿下は……我が主あるじたる、ヴェロニカ殿下の妹君ですから」

「グレン殿……」

「それよりも、我ら一同、醜態をさらしてしまいました……。たかが機竜を相手に、面目次第もございません。一刻も早く大聖堂に突入し、ヴェロニカ殿下をはじめ、各国政府の首脳をお救いせねばならないというのに……」

　普段、あまり感情をあらわにしないグレンだが、今だけは無念の気持ちがひしひしと伝わってきた。

「いいえ。〈ゲシュペンスト〉の機竜兵は、恐るべき練度を誇っていました。撃退できただけでも、殊しゆ勲くんといえましょう」

「撃退というよりは、相討ちも同然ですが……」

　グレンが自嘲気味に応じたそのとき、

「お迎えが来たようだぜ、お姫様！」

　ボロディンがにやりと嗤わらい、ミラベルの注意をうながした。

　──ずぅん！

　鋼鉄が石畳を叩たたく音。そして地響き。

「ミラベルさん！」

　聖ラファエラ広場の入口に、アッシュを乗せた機竜が到着したのだった。





　　　　◇






「……酷ひどいな」

　聖ラファエラ広場の惨状を一いち瞥べつするなり、アッシュは呆ぼう然ぜんとなった。背後のユニスに至っては、声すら出せない様子である。

「ミラベルさん！」

　広場の中央付近、アッシュはミラベルの姿を発見した。

「アッシュ！」

　グレンの傍かたわらで両膝をついていたミラベルも、アッシュに気づいた。

　アッシュは操そう縦じゆう桿かんを小刻みに操作しつつ、機竜の残骸をかわしていく。そして、ミラベルとグレンの傍らで停止した。

「姫様！　よくぞご無事で……！」

　アッシュよりも先に、ユニスが動いた。機竜から転がり落ちるようにして、ミラベルに駆け寄ったのだ。

「ユニス……あなたのほうこそ、無事でなによりでした」

　ミラベルはユニスを優しく抱き締めると、ねぎらいの言葉をかけた。

　ユニスは感極まって、ぽろぽろと涙をこぼしてしまう。

　そんなふたりの再会に水を差すように、ボロディンが口を開いた。

「よぉ、アッシュ・ブレイク！」

　街角で昔なじみに再会したような口調である。どこまでも人を食った奴やつだと思った。と同時に、ボロディンがまとう闘気オーラに、改めて戦慄を覚えた。

　深紅の隊長専用機バハムートも、ボロディンの愛機にふさわしい威圧感を放っている。

　四つの塔の各爆弾を無事に解除したら、アッシュはバハムートを駆るボロディンと対戦せねばならないのだ。

　しかも、エーコの力は頼れない……。

「尻尾を巻いて逃げださなかったことは、誉ほめてやろう。お前がどこまで〝俺基準〟を超えることができるのか、楽しみだぜ！」

「お前の基準なんか、知ったことか。俺たち全員の力を合わせて、お前らの野望を食い止めてみせる！」

　気け圧おされてなるものかとばかりに、アッシュは叫び返す。

「ほう、いっぱしの口をきくじゃねぇか。なるほど、数々の修羅場をくぐってきただけのことはある。もっとも、お前が今の立場を手に入れたのは、ひとえに竜族の加護があったからだ。竜族に頼った時点で失格だというルール、忘れるんじゃねぇぞ？」

「……ああ、解わかっているさ」

　アッシュは真顔でうなずく。

　と、それまで黙っていたグレンが口を開いた。

「アッシュ・ブレイク……お前に、伝えねばならないことがある。アヴドーチャ殿が……連れ去られたのだ。今頃は、敵方の旗き艦かん……レクス＝ゴライアスの中……」

「……！」

　グレンの報告に、アッシュは愕がく然ぜんとして息を吞のんだ。

　ヴェロニカ王女の右腕がグレンなら、アヴドーチャは左腕の役割を果たしてきた。彼女ほどの手て練だれが連れ去られたなど、にわかには信じられない。

「おっと、そろそろ対戦が始まる頃合いだろう」

　と、ボロディンが愉たのしそうに独り言を漏らすと、機竜の操作盤に手を伸ばす。

　しばらくして、機竜の両眼に当たる部位──照明装置が起動し、空中に四つの仮想ディスプレイを同時に投影した。

　北塔ではシルヴィアと長女メイリンが、南塔ではルクレツィアと次女シャオメイが、東塔ではアーニャと四女マオが、西塔ではセレスと三女ランファが──既に、それぞれ対たい峙じしている。

「ふっ。最初に決着がつくのは、どの試合だろうな？」

　言外に含みをもたせるように、ボロディンが嗤わらう。その愉快そうな表情が意味するところは、明らかだ。

　どの試合が最初に終わるのかは、まだ解らない──が、その瞬間にこそ、アッシュは全力で動かねばならないのだ。

　アッシュ側が勝利した場合は、爆弾の解除役であるミラベルを連れて行くために。

〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉側が勝利した場合は、負けた選手の代理としてアッシュが戦うために。

　いや、負けた場合の可能性を考えるのは止よそう……と、アッシュは思い直す。

　今はただ、シルヴィアたちを信じるのみだ。

　──残り時間は、あと五十一分。





"Prelude to Game～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十五話　黄色の塔 ～タンタロスの誇り～









　──聖都エスパーダの東端。

　アーニャはクーを停止させると、煉れん瓦が造づくりの塔を見上げた。

　通称は「黄色の塔」。その外壁は、渋みのある黄土色だ。

　対戦相手のマオは見あたらない。塔の内部に潜んでいるのだろうか。

　塔の入場門は、これ見よがしに開け放たれている。

　まるで、アーニャを誘っているかのように見えるが──。

「逃げずに来たことだけは、誉ほめたるわ」

　と、独特の訛なまりを感じさせる言葉が、はるか頭上から降り注いだ。

　塔の物もの見み櫓やぐらから、四女のマオが顔を覗のぞかせたのだ。

　直後、マオの操縦する機竜が、アーニャの前方に着地した。その四肢は生物のようにしなやかで、着地時の衝撃音は予想以上に小さかった。

　装甲機竜マシーネンドラツヘとバジリスク。

　体格は機竜のほうが一回り大きい。それでもクーに臆した様子は見られない。さすがはアヴドーチャの調教を受けたバジリスクだと、アーニャは信頼感を深めた。

「ふぅん。そのバジリスクが、あんたの相棒ってわけか──シャマラ・キルツカヤ」

　アーニャは顔を強こわ張ばらせた。

「なっ！　あたしの本名を、どうして知っているの!?」

「うちは〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の中でも、情報収集が専門でな。アヴァロン聖竜皇騎士団に所属しとる連中のプロフィールは、すべて頭ん中に入っとるわ」

　そういって、マオは自分のこめかみに人さし指を添えた。

「あんたの経歴だけは妙に入り組んどって、調べるんが難儀やったけどなあ」

「情報収集が専門……ね」

　アーニャは脅威を覚えると同時に、ひとすじの希望も見いだしていた。情報収集の専門家であれば、戦士としては恐るるに足らないのではないか。

　見た目からして、マオは十代前半の少女である。まともな家庭に生まれていれば、初等学校に通っていても不思議ではない年頃だ。

　ただし、年齢不相応の落ち着きと、理知的な雰囲気を漂わせているので、やはり油断は禁物だろう。一見、ハムスターと同種の可愛かわいさを感じさせる少女なのだが、その双そう眸ぼうだけは異様に鋭いのだ。まるで狗鷲イヌワシのようだと、アーニャは思った。

「ほな──行くでぇええっ！」

　と、マオが嬉き々きとして突進してきた。

「クー、迎撃よ！」

　アーニャの命令に応じて、クーは口こう蓋がいを大きく開くと、炎の塊を連射。竜族の吐息ブレスには遠く及ばないが、アーニャにとっては貴重な飛び道具だ。

「甘い！」

　マオは軽やかに炎の塊を回避すると、あっという間にクーとの距離を詰めた。

　マオ機の頭部には鋼鉄の角が二本、これ見よがしに搭載されている。

　一見、単なる飾りのようだが、

「──！」

　間一髪、アーニャが命じるよりも早く、クーが危険を察知して飛とび退のいた。

「まだまだぁ！」

　そんなクーの反応も見越していたとばかりに、マオは機体の進行方向を転換させる。

　ついに避けきれず、クーの胴体にマオ機の角が接触した。

　──ががががががっ！

　クーの体表面をびっしりと覆おおう鱗うろこを削り取るように、鋼鉄の角が疾はしる。

「ぐぉおおおおおっ……！」

　クーが苦く悶もんの叫びを放つ。それでも、鱗を傷つけられただけですんだのは、幸運だったといえるだろう。あと少し反応が遅れていたら、横っ腹を無惨に割かれていたはずだ。

　──なんて奴やつなの！　情報収集が専門とかいってたけど、機竜の扱い方は抜群に上う手まいわ！　……近接戦闘は避けたほうが無難ね。

　アーニャが内心でつぶやいた直後、

「休む暇は与えへんでぇ！」

　マオはブレーキ・ペダルを踏みこむと、操そう縦じゆう桿かんを素早く操作。一瞬にして、機体をくるりと反転させた。黒光りする銃口が、こちらを狙い澄ます。機銃だ！

「回避して！」

　アーニャはクーの背に突っ伏しながら、鋭く命じた。

　激しい連射音が、アーニャの鼓膜を破らんばかりに響きわたる。

　──右へ、左へ。

　クーは小刻みに蛇行することで、弾雨を回避した。

　銃撃への対応に慣れているのは、アヴドーチャの愛獣なればこそだろう。とはいえ、マオ機の攻撃は激しさを増す一方だ。いつしかクーは塔の外壁にまで追いこまれている。

　そのとき、アーニャの視界を塔の入場門がよぎった。ちょうど開け放たれている。

「クー、塔に入るわよ！」

　アーニャの命令に従い、クーは塔の入口に滑りこむ。

　おかげで、すぐに弾雨は途切れた。

「……ふう」

　一息ついたのも束つかの間ま、屋内に素早く視線を巡らせたアーニャは、

「これって……!?」

　目の前の光景に啞あ然ぜんとした。

　塔の一階フロアには、五十余名の聖職者が集められていたのだ。司祭らしい老人もいれば、まだ幼い修道女もいる。誰もが、ひどく怯おびえた表情を浮かべていた。

「まさか……！」

　アーニャはハッとして、聖職者たちの背後に視線を留とめる。

　とてつもなく巨大な機械装置が、東塔の主ぬしのごとく鎮座していた。

　その全高は、天井まで届きそうなほど。外部装甲は見あたらず、複雑怪奇な機械群や配線が剝むきだしとなっている。

　魔導雷管。魔導構造式を描いた石版。計器類。コード類やパイプ群。そして、染色された化学溶液で満たされたカプセル……。

　機械の冷たさのみならず、あの屍灰竜ネクロマンシアのような不気味さをも併せ持つ、見るからに禍まが々まがしい装置だった。

「……あれが、ボロディンのいってた爆弾ってわけ!?」

　かつてはミルガウスの部下として、ゼファロス帝国軍の工作員を務めていたアーニャである。爆弾についても、基礎的な知識なら持ち合わせていた。

　ならばこそ、一目見て理解した。

　あの爆弾ひとつが起動しただけで、市街地の東部エリアは灰かい燼じんに帰するだろう。

　──ずん……！

　そのとき、マオ機が塔内に足を踏み入れた。

「どや！　その爆弾を見ても、まだ戦意は残っとるか？」

　その痛烈な言葉を聞いて、アーニャは悟った──マオは最初から、アーニャを塔内に誘いこむつもりだったのだ、と。

「当たり前よ！」

　負けじとばかりに、アーニャは自分を奮い立たせる。

　ところが、マオは予想外の話題を切りだした。

「なぁ。あんたらタンタロスの間では、山岳信仰ってのが主流らしいな？」

「そうだけど……それがどうしたの？」

　アーニャは素直に答えることにした。

　現状、卓たく越えつした機竜さばきを見せるマオのほうが、圧倒的に有利なのは否いなめない。ならば、この会話を糸口にして、なにか打開策を見いだせれば……と考えたのだ。

「もちろん、山ってのはただそこにあるだけや。しょせんは大地の盛りあがった部分にすぎん。そこに、神さんなんて宿ってるはずがあらへん」

「なっ！　タンタロスの神を否定しようっていうの!?」

　アーニャはついカッとなり、声を荒らげた。山を降りて以来、タンタロス族とは訣けつ別べつしたつもりだったが……自分でも不思議なくらい、腹が立ったのだ。

「おっと、勘違いせんといてや？　うちはな、そういう神さんは好きなんよ」

　アーニャは眉根を寄せた。マオの意図がさっぱりつかめない。

「確かに、そこに神さんはおらん。けどな、山という偉大な存在を前にして、タンタロス族は敬けい虔けんな気持ちで祈る。山がもたらす恵みに感謝もする。その結果、民族の心はひとつにまとまる。あんたらが祈る神は虚構かもしれへんけどな、それは〝優しい噓うそ〟や。ひとつの民族が前向きに、正しく進むためには、必要不可欠な概念ともいえる」

「…………」

「つまりは、とっても健康的な神さんやと思わへんか？」

　そう訊たずねると、マオは挑戦的ともいえる笑顔を向けてきた。

「それは……そうね」

　とても十代前半とは思えぬ分析力に、アーニャは内心で舌を巻いた。

　タンタロス族であれば、誰もが経験的に知っていることではある。それゆえに、わざわざ言語化するような必要もなかった。そうした民族の生活様式を、マオはずばりと解説してみせたのだ。

「せやけど、ロサ・マリア教は違う。あいつらが捏ねつ造ぞうした聖女は、実在したロサ・マリアとはあまりにも乖かい離りしとるんや。ロサ・マリアは竜飼い人ブリーダーの始祖……そこだけがクローズアップされとるけど、盟主はんが先ほど講義してくれた通り、実は悲劇のヒロインや」

「それは……門外漢のあたしには、なんともいえないわね」

「ほんなら、うちが教えたる。ええか？　ロサ・マリアの立場っちゅうのは、苛酷な人体実験の結果にすぎへんかったんや。結局、ロサ・マリアは『人間』という種族から大きく逸脱した、魔導合成人間とでも呼ぶべき存在にされてしもうた。それでも彼女は、自分の相パ棒ルに『エーコ』と名づけ、家族として慈いつくしんだ。エーコとは、超古代語で〝我が愛いとしき半身〟を意味するらしいで」

「エーコという名前に、そんな意味が……？」

「ま、無理やり押しつけられたエーコに愛情を注いだ結果、聖騎甲アークの献けん呈ていまで受けたわけやから、まさしく聖女的ではあるな」

「だったら、どうしてロサ・マリアの聖女性を否定するのよ!?」

「少しは想像力を働かせたらどうや？　仮に、うちがロサ・マリアの立場やったら、そんなふざけた事情で押しつけられたドラゴンなんて、憎らしくてたまらんかったやろう。ドラゴンとの契約に最適な肉体に、無理やり造り替えられたんやからな。はっきりいえば、初代エーコは疫病神や！」

「くっ！　だけど、ロサ・マリアが自分の立場を受けいれて、エーコを慈いつくしんでいたのなら、それで問題はないんじゃないの？」

「まあ、そういう考え方も有りっちゃあ、有りや。けどな、問題は別のところにある。ロサ・マリアは決して、純潔の乙女なんかとはちゃうってことや！」

「えっ……？」

「教会は絶対に認めへんやろうけどな。ロサ・マリアにはなぁ……恋人かて、ちゃんとおったんやで！」

「なんですって!?」

　アーニャが驚くと同時に、背後の人質たちがいっせいにざわめいた。

　無理もない。聖女ロサ・マリアに恋人がいたなどとは、信心深いロサ・マリア教徒であれば、絶対に許せない暴言であろう。ロサ・マリアは清らかな身体からだのまま、その生涯を閉じた──『新約星書』にだって、そう記されているのだから。

「……と、ここまで長々と喋しやべったのは、別にうちがお喋り好きやからやないで？　ま、女同士でお喋りするのは、三度の飯より好きやけどな」

　そういって、マオはぺろりと舌を出してみせた。

「……じゃあ、どういうつもり？」

「無論、あんた自身に興味があるからや。ボロディン様もあんたと同じく、かつてはタンタロス族の戦士やった御ご仁じんや。どや？　アッシュ・ブレイクみたいなひよっこよりも、よっぽど魅力的な戦士やと思わんか？」

「……なにがいいたいの？」

「できれば、あんたを五番目の〝薔ば薇ら〟として迎えたろうと思ってな。もちろん、あんたのほうが〝妹〟やけどな！　うちとしても、末っ子という立場に飽き飽きしとったところやし」

「……似たような勧誘なら、先ほどヴィットーリアからも受けたわ」

　アーニャは深い溜ため息いきを漏らした。

　つい先刻、エスカヴァロンを鹵ろ獲かくされる直前のことだ。

　──もし我々の配下になるのであれば、命だけは助けてさしあげますよ？　あなたほどの逸材なら、即戦力として使えそうですから。

　思い出したくもなかったが、アーニャの脳裏をヴィットーリアの言葉がよぎる。

「へえ～。あんた、そりゃ誇ってええで。〝屍し山ざん血けつ河がの魔女〟に興味を持たれるなんて、よっぽどのことや。で、あんたはなんて答えたんや？」

「もちろん──『アッシュを裏切るくらいなら、死んだほうがマシよ！』ってね」

「へぇ～。つまり、あんたはアッシュ・ブレイクに惚ほれとると……つまりは、そういうわけか？　ん？」

　唐突な切り返しに、アーニャは顔のみならず、全身をカッと火照らせた。

「そこんとこ、どーなんや？　あんたは今、自分の命を賭としてまで戦っとるんや。あんたが戦う理由とやらを、ここらでひとつ、うちに教えてはくれへんか？」

「……解わかったわ」

　アーニャはあえて、敵の誘いに乗った。

「ご想像の通りよ。あたしはアッシュが好き！　大好き！」

　──ああ……こんなときに、あたしはなにをいっているんだろう？

　そんな風に思いつつも、アーニャの言葉は止まらなかった。

「最初の出会いは、最悪だったわ。あたしは帝国軍の工作員で、アッシュは騎竜学院の学生で……森の中で遭遇した時点で、あたしはアッシュを殺す必要に迫られた。帝国の軍人が、あんな場所に潜伏されているって事実を、報告されるわけにはいかなかったから。だけど、アッシュは……そんなあたしを、身体からだを張って助けてくれた」

　──でもね、こんなときだからこそ……自分が戦う理由をはっきりと宣言するのも悪くないわ。

　言葉を続けているうちに、アーニャは少しずつ自信を深めていった。自分でもびっくりするほど、秘めた想おもいの乗った言葉は滔とう々とうと流れていく。

「あたしの身代わりになって、崖の下に転落して……あんたに信じられる？　アッシュはね、エーコが誕生する以前から、そういうバカな真ま似ねをしてしまう男の子で……本当に、特別な人なのよ。そんなアッシュだからこそ──」

　今こそアーニャは全身全霊をこめて、思いの丈を叫ぶ。

「あたしは好きになった！　それこそが、あたしが命を賭けて戦う理由よ！」

「たは～っ！」

　まるで銃弾を浴びたように、マオは機竜の上でのけ反った。ただし、その表情は恍こう惚こつとして、まるで酒にでも酔ったように赤らんでいる。

「ええなぁ！　できればあんたとは、もっと違う立場で会いたかったわ。最高に楽しいお喋しやべりができたと思うで？」

「……あんたが大人しく敗れてくれたら、いくらでも話し相手になってあげるわよ」

「残念ながら、それは無理や。ああ、それと──今のあんたの〝告白〟な、うちの機竜が積んどる通信機を介して、アッシュ・ブレイクにも伝わったはずやで。ついでにいえば、このあたりには録画用のカメラも仰ぎよう山さん設置しとるから、映像つきでな」

「なっ、なななっ、なんですってっ！」

　ぼふっと顔から火が出そうになった。

　心の奥から、灼しやく熱ねつの熔よう岩がんさながらの羞しゆう恥ち心しんがあふれてくる。

　全身が熱くて、熱すぎるほど熱くて、無性にむずむずしてしまう。

「…………」

　アーニャをちらりと振り返ったクーの眼まな差ざしさえもが、なにやら同情的な色を帯びているように映ったのは、果たして気のせいだろうか。

「あっ、あわわわわっ……！」

　恥ずかしくてたまらない。

　今の言葉は、誰がどう聞いても〝愛の告白〟だ。

　本当に、本当にアッシュがあの言葉を聞いていたというのなら、一体全体、次にどんな顔をして再会すればいいのだろう……？

「隙ありぃ！」

　その瞬間、マオが叫ぶと同時に、機竜がアーニャの視界から姿を消した。

「なっ！　速い!?」

　アーニャが愕がく然ぜんとしたときにはもう、真横から衝撃を食らっていた。

「きゃあああああっ！」

　不覚にも、いたいけな少女のような悲鳴が漏れた。クーと一緒に、左方向に弾はじき飛とばされてしまったのだ。

　それでも、アヴドーチャの調教を受けたクーはさすがだった。負けじとばかりに咆ほう哮こうすると、かろうじて踏ん張ったのだ。












「ぐるるるるっ……！」

　壁に激突する寸前、クーはぴたりと停止した。その鋭利な爪が滑った分だけ、石造りの床には擦さつ過か痕こんが刻まれている。

「ふっ。油断大敵やで？」

　そんなクーに称賛の眼まな差ざしを送りつつも、マオは底意地の悪そうな笑みをこぼした。

　どうやら、アーニャに愛の告白をさせ、それをアッシュに聞かせる──そこまでが、マオの計略だったらしい。

「まだまだよ！」

　アーニャは戦士の顔に戻ると、キッとしてマオを睨にらみすえる。

「せいぜい、愉たのしませてやぁ！」

　マオは喜悦の表情を浮かべつつ、機竜を突進させてきた。

　野性の勘を頼りに、クーは紙一重でマオ機の双角を回避する。

　──あの子……機銃を使わなくなった？

　何度か接近するうちに、ふとアーニャは気づいた。

　おそらく、屋内戦闘に切り替わったからだろう。跳ちよう弾だんの危険性もあるし、流れ弾が背後の爆弾に当たったりしたら、マオ自身も助からない。

　見た目は幼い少女だが、やはり中身は戦士だ。ふざけているように見えて、脳裏では冷静に状況を判断し、戦術を組み立てている。

　アーニャは次第に、全身から血の気が引いていくような気分に襲われていた。

　──四女のマオですら、これほどの戦士だなんて。見た目だけなら、年端もゆかない女の子だっていうのに……！

「はぁ、はぁ……」

　──このままじゃ、あたしたちは消耗するだけだわ。なんとかしないと……。

　アーニャが唇を嚙かんでいると、マオが高笑いを響かせた。

「あーはっは！　タンタロスの戦士も、その程度ってわけやな。〝断罪のアヴドーチャ〟の妹っていうから、割と期待してたんやけどなあ──そろそろ、終わりにしよか」

　その瞬間、アーニャは耳を疑った。

「ちょっと待って！　あんた、今……なんていったの!?」

「ん？　そろそろ終わりにしよかって──」

「その前よ！　〝断罪のアヴドーチャ〟の妹って！」

「はあ!?」

　マオは心の底から呆あきれたようだ。

「なんや、あんた……知らんかったんか!?　うちの調査結果によるとやなぁ、確かにあんたらの家系は部族間の風習とかで複雑に入り組んどるけど、アヴドーチャとあんたは間違いなく、血の繫つながった姉妹や。〈断罪のアヴドーチャ〉の本名は、〝アヴドーチャ・キルツカヤ〟やで！　あんた、一緒に行動しとったくせに……知らされてなかったんか？」

「そんな……」

　その瞬間、アーニャの記憶に甦よみがえったのは──およそ一年前のこと。

　ヴェロニカの策謀で、アヴドーチャがアンサリヴァン市内の教会を占拠したときのことだった。

　確かあのとき、アヴドーチャはアッシュに対して、生き別れになった妹がいることをほのめかしてはいなかったか。

　もしマオの言葉が真実なら、アヴドーチャはどうして名のり出なかったのだろう？

　あのエーコ覚醒事件が終息した直後、アーニャは呆あつ気けなく逮捕された。アーニャを捕らえたのは、アヴドーチャが率いる外人部隊。

　あのとき、アーニャは死を覚悟した。

　だが、騎士国政府の対応は、予想以上に紳士的だった。

　思い起こせば──逮捕されたあと、アーニャのそばには常にアヴドーチャの存在があった。てっきり、アーニャが妙な真ま似ねをしないよう、見張っているのかと思っていたが……。

　アヴドーチャは、不思議なくらい優しかった。ただ単に、同じタンタロス族だからというだけなら、あれほど親切にしてくれただろうか？

「あぁ、なるほどなあ！　解わかったわ！」

　突然、マオが大声を張りあげたので、アーニャはビクッとした。

「なにが……あんたに、あたしたちのなにが解るっていうのよ!?」

「まあ、聞きぃや。これはあくまでも、うちの憶測やけどな。実は、あんたとアヴドーチャが聖都で一緒に行動しているところを、遠目に観察させてもろてたんやけど」

「……！」

　アーニャは戦慄した。あのアヴドーチャにすら悟られることなく、こちらの動向を探っていたとは。

「あの女傑があんたに向ける視線だけは、なんちゅーか、妙に優しかった気がするわ。あの女のほうは、あんたが実の妹だと気づいとるはずやで」

「……………………」

　それは事実だろうと、アーニャも思う。

　アーニャは逮捕された際、すべての所持品を押収された。その中には、アーニャの本名が刺し繡しゆうされたマフラーも含まれていた。

　今もアーニャが首に巻いている、タンタロス族の証ともいえるマフラーだ。

　アヴドーチャは間違いなく、このマフラーを見たはずだから──。

「それでも、あの女はたぶん……あんたには、普通の女の子として生きてほしかったんとちゃうやろか？」

　珍しく、マオは神妙な表情で告げた。

「だからこそ、あえて自分が姉だとは名のり出なかった。もし名のり出てしまったら、あんたも騎士国の外人部隊に志願するかもしれんと警戒したわけやな。大正解とまではいかんでも、的外れでもないと思うで？」

　思いあたる節なら、いくらでもあった。

　たとえば、つい先日、アヴドーチャが告げた言葉を思い出す。

　──身辺には気をつけるのじゃぞ、アーニャ。欲をいえば、アーニャにはアンサリヴァンで平和に暮らしてほしかったのじゃが……やはり戦闘民族タンタロスの血が、それを許さんのかもしれんな。

　そう、アヴドーチャの意図は明らかだった。

　マオが指摘した通り、アヴドーチャはアーニャに対し、平凡な町娘として生きていくことを望んでいたのだ……。

「ま、なんにせよ──あんたはここでくたばる。残念やなあ……あんたがアヴドーチャを〝お姉ちゃん〟と呼ぶ機会は、永遠に失われたってわけや！」

「……いいえ」

　アーニャは全身の血が滾たぎるような感覚を思い出しつつ、マオを睥へい睨げいした。




　アーニャに睨にらまれた刹那、マオは激しい悪寒に襲われていた。

　──なんや、この感覚は!?

　アーニャの全身から強烈な闘気オーラが立ち上り、ゆらゆらと漂っているのを、マオは確かに知覚していた。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　アーニャの覇気に呼応して、クーも一歩を踏みだす。

　一介のバジリスクでしかないくせに、地竜アーシアに匹敵しそうなほどの迫力だった。

　異様なまでにあたりの空気が緊張し、塔全体がビリビリと振動する。

　五十余名の人質たちが、思わず恐怖の相を浮かべたほどだ。

「──噓うそやろ!?　こいつは一体……！」

　これまでとは、明らかに雰囲気が違う。過去、マオをここまでゾッとさせた相手といえば、ボロディンと姉のメイリンくらいであった。

　マオの立場は〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の末っ子ではあるが、それは決して「最弱」を意味するわけではない。

　初めて傭よう兵へいとして、東方世界の戦場に立ったとき、マオはわずか七歳だった。マオが畏敬の念を抱いているメイリンですら、初陣は十二歳の頃だと聞いている。

　──いや、おそらくはアーニャも……山岳地方の民族紛争とかを経験しとるはず。初陣を飾った齢としは、うちと大差ないか……。

　マオが戦々恐々としていると、

「あたしは絶対にあんたを絶対に倒す！　そして人質も聖都も救って、そしてアヴドーチャさん自身の口から、本当のことを聞かせてもらうわ！」

　アーニャは熾し烈れつな眼光とともに、堂々と宣言してみせた。

「いわせておけば……！」

「行くわよ、クー！」

　その瞬間、アーニャは鋭く命じると、クーを疾走させる。

「いくら気合を入れたところで、うちの愛機とバジリスクでは勝負にならへんで！」

　己を鼓こ舞ぶするように叫ぶと、マオもペダルを限界まで踏みこんだ。鋼鉄製の双角を振りかざし、怒ど濤とうのごとく猛進する。

　互いに正面から激突！　鋼鉄の装甲と、鎧よろいのような鱗うろこが火花を散らす。

「なっ……！」

　マオは啞あ然ぜんとした。

「ぐるるるるる……」

　クーは頭部をマオ機の肩部装甲に押しつけ、後あと肢あしだけで立っている。地面を踏みしめていたはずの前まえ肢あしは、マオ機の双角をがっしりと握りしめていた。たかがバジリスクが、この短時間で装甲機竜マシーネンドラツヘの挙動を見切ったというのか──。

「鬱うつ陶とうしい！」

　マオは操そう縦じゆう桿かんを握りしめると、機体を激しく左右に揺り動かす。それでもクーは離れない。むしろ、より密着度を高めてくる。

「いくらしがみついたところで、悪あがきにすぎへんで！」

　マオは手もとのパネルを操作すると、銃身の向きを調整する。

　塔内に踏みこんで以来、安全のため射撃は控えていたが、この距離なら別だ。

　零距離射撃であれば、跳ちよう弾だんを気にすることなく撃ちこむことができる！

「これで仕し舞まいや！」

　トリガーを引く。

　──ずだだだだっ！

　マズルフラッシュと同時に、銃声が炸さく裂れつ。無駄なあがきを続けていたクーも、これにはたまらず飛び離れる。

　硬い鱗のおかげで致命傷は免まぬがれたようだが、何発かは肉に達していた。ぽたぽたと、地面に紅あかい雫しずくが散っている。

「ぐるるる……」

　それでもクーは、膝を屈しながらも、マオを睨にらみすえた。

「……ん？」

　ふと、マオは妙な違和感を覚えた。

　クーの頭部のあたりで、ひらひらと揺れているマフラーが目に留とまる。

　赤と黄色の、とても目立つカラーリング。

　アーニャがずっと首に巻いていたものだ。

　そのマフラーのせいで、マオはずっとアーニャがクーに騎乗しているものとばかり思っていたのだが──よく見ると、マフラーはクーの角の片方に結ばれているだけだ！

「なんやて!?」

　マオがハッとして叫んだときにはもう、背後から蛇のようななにかが出現し、マオの首に巻きついた。

「……！」

　気道がキュッとふさがれる。と同時に、操縦席から問答無用で引きずり下ろされた。そのまま、床の石畳に背中を打ちつける。

「かはっ！」

　呼吸困難と打撲。双方の苦痛に耐えながら、マオはようやく気づいた。

　実は、マオ機とクーが接触した瞬間──。

　アーニャは偽装のため、素早くマフラーをクーの角に結びつけると、マオ機の腹部に潜りこんだのだ。そしてマオが油断した隙を突き、革鞭を奔はしらせた……。

　ようやく姿を現したアーニャは、ゆらり……と、マオの脇に歩み寄った。

「──ひぐっ……！」

　マオは総毛立つ思いで、アーニャの眼光を浴びた。

　怖い。目の前の小柄な女が、なぜだか、とてつもなく怖い。それはまるで、戦場を駆ける猛将ボロディンの姿を、初めて目の当たりにしたときのような恐怖だった。

「……ありがとう、マオ」

　そんな怖さとは裏腹に、アーニャは静かな口調で語る。

「ずっと〝騎乗戦〟という枠に囚とらわれていたせいで、すっかり忘れていたわ。だけど、あんたがお喋しやべりだったおかげで、ちゃんと思いだせた──あたしが、根っからのタンタロス族だって事実をね」

　アーニャはさらに鞭を締めると、威風堂々、宣言してみせた。

「これこそが、タンタロス族の戦い方よ！」




　アーニャが鞭を緩めたとき、マオは完全に気を失っていた。さらに絞めたら息の根を止めてしまうので、その寸前で許してやったのだ。

　敵とはいえ、年端もゆかぬ少女を殺すのは、やはり寝覚めが悪い。

　アッシュが同じ立場だったとしても、やはり命までは奪わないだろうと確信できた。

　それに、マオのおかげで重要な真実の一端に触れることもできた。

　もちろん、アヴドーチャのことだ。

「すべての戦いが終わったら、アヴドーチャさんの口から本当のことを聞かないとね」

　アーニャはつぶやくと、鞭を左腕の籠こ手てに収納した。

　そして、スッと息を吸いこむと、大声を張りあげた。

「あたしの勝利よ！」





"Take an Oath ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十六話　黒の塔 ～冥星石プルートウの脈動～









　アーニャの勝利宣言は、魔導通信装置を介して、アッシュのもとにも届いていた。

「やった！　さすがアーニャだ！」

　序盤は劣勢だったアーニャ。だが、タンタロス本来の戦い方を思い出したことで、見事に勝利を収めた。

　その一方で、アヴドーチャとアーニャが姉妹だったという事実が判明したり、アーニャがアッシュへの秘めた想おもいを告白したり……と、戦闘以外の面でも心臓に悪い試合だったのは確かだ。

「ふっ。俺基準だと、砂糖菓子のように甘ったるい試合だったぜ」

　と、ボロディンが愉快そうに声をかけてきた。言葉だけを聞くと負け惜しみのように響くが、その表情は晴れ晴れとしている。

　事実、ボロディンは心の底から観戦を愉たのしんでいる様子だった。

「──行きましょう、アッシュ」

　と、ミラベルが毅き然ぜんとしてアッシュをうながす。

　アッシュが応えようとした矢先、ミラベルは信じがたい行動をとった。

　自らの手で、スカートの裾を一気に引き裂いたのである。

「ミラベルさん!?」「姫様っ!?」

　アッシュもユニスも目をみはったまま、二の句が継げない。

　ミラベルが穿はいていた膝丈スカートは、今やミニスカートに変貌していた。まばゆいほどの太ももがあらわとなっている。

「なにをうろたえているのです？　これから、わたくしは各塔に仕掛けられた爆弾の起爆装置を解除せねばならないのです。ひらひらとした裾なんて、邪魔なだけだわ」

　凜りんとして宣言すると、ミラベルはアッシュに向けて手を伸ばした。その手を握りしめると、アッシュはミラベルを引き寄せる。

　細剣レイピアの名手だけあって、ミラベルは軽やかに大地を蹴ると、機竜の操縦席──アッシュの背後に着座していた。

「わたくしも、ご一緒しますわ！」

　すかさずユニスも機竜にすがりつく。

「だけど……」

　言葉を詰まらせるミラベル。ユニスまで巻きこみたくないという意思は、明白だった。

　それでも、ユニスは必死な顔で主張する。

「姫様にお仕えするようになって以来、ずっと研究助手を務めてきたのが誰だったか、お忘れですか？　わたくしが助手を務めさせていただきます」












「普段の研究とはわけが違うのよ？　一歩間違えれば……」

「構いませんわ、姫様。わたくしは、姫様と運命を共にする所存ですから」

「……解わかったわ」

　ついにミラベルは折れた。アッシュとミラベル──ふたりがかりでユニスの身体からだを引き上げると、操縦席の最後尾に座らせる。

「ま、せいぜい足あ搔がくことだ」

　ボロディンがニヒルな笑みを向けてきたが、アッシュはあえて黙殺した。

「振り落とされないよう、しっかりつかまっていてください！」

　背後のふたりに声をかけると、アッシュは右のペダルをグッと踏みこむ。

　アッシュ機は豪快なエンジン音とともに、アーニャが待つ東塔を目指して駆けだした。

　残り時間は──あと四十三分。





　　　　◇






　──聖都の西端に屹きつ立りつする「黒の塔」。

　その名の通り、西塔の建築材に使われている煉れん瓦がは炭のように黒い。他の三つの塔と比べると、不気味な雰囲気を醸かもしだしている。

　セレスとランファ──既に戦端の火蓋は切って落とされていた。

「にゃ～ん♪」

「……ったく、イラつく女だな！　チョコマカと動きやがって！」

　忌いま々いましげに吐き捨てるセレス。

　三女のランファは、末子のマオより身体は発育しているものの、マオの表情から窺うかがわれた知性とは無縁だった。はっきりいえば小動物的なのだ。独特な形に結いあげた黒髪は、猫の両耳に見えなくもない。そして、常に笑顔を絶やさない。

　無邪気という概念を擬人化したら、ランファになるのかもしれない……と、セレスは頭の片隅で思った。

　そんなランファだが、いったん装甲機竜マシーネンドラツヘに跨またがれば、卓たく越えつした操縦技術を披露してみせた。生命を吹きこまれたかのように、ランファ機はぴょんぴょんと飛び跳ねる。

「ほらほら～！　捕まえられるものにゃら、捕まえてみるにゃんっ！」

　たとえるならば、無邪気に戯れる仔こ猫ねこだろう。その跳ちよう躍やく力ときたら、セレスの理解の範はん疇ちゆうを軽く超えていた。

　当初、セレスはランファ機が着地する瞬間を狙うつもりだった。人間だろうが機竜だろうが、着地の瞬間には隙が生じるものだ。

　ところが、ランファ機は違った。

　その脚部が大地に触れるのは、ごく一瞬のこと。セレスが「今だ！」と思ったときにはもう、再び跳ちよう躍やくしているのだ。接地の時間が異様に短い。むしろ滞空している時間のほうが、よほど長いと感じられた。

　いつしか、西塔での戦闘は〝鬼ごっこ〟の様相を呈ていしつつあった。

　変幻自在の跳躍を見せるランファ。

　必死で捕まえようとするセレス。

「畜生……！」

　もちろん、セレスとて単なるメイドではない。あのコゼットと同じように、戦闘技術も習得している。

　ボロディン隊が聖都エスパーダを蹂じゆう躙りんしていた際も、セレスは迅速に反撃を開始した。単独で偵察をしていた機竜兵の隙をつき、見事に撃退。そして、この装甲機竜マシーネンドラツヘを鹵ろ獲かくしてみせたのだ。ユニスが無傷でミラベルの許もとに帰ることができたのも、ひとえにセレスの功績といえる。

　その後は戦況を探りつつ、セレスは機竜の操作法を独自に研究した。量産型だから、だろうか。複雑そうな見た目とは裏腹に、基本操作は意外と単純で、セレスはあっという間に基本操作を覚えた。

　ならばこそ、この機竜戦にはそれなりの自信をもって臨のぞんだのだが──

　今のところ、手も足も出ないのが実状だった。

「行くにゃ～ん！　ずだだだだっ！　ずだだだだっ！」

　と、それまで遊んでいたランファが、いよいよ攻撃に転じた。西塔の物もの見み櫓やぐらに着地するなり、機銃をぶっ放してきたのだ。いちいち自分の口で銃声を叫ぶところが、セレスの神経を逆さか撫なでする。性格的にも、セレスとランファの相性は最悪といえるだろう。

「ちっ！」

　高所からの機銃掃射は、まさに脅威の一言に尽きた。セレスは無理をせず、回避に移る。なるべく塔から離れると、市街地に飛びこんだ。

　セレスが楯たて代わりに選んだのは、石造りで五階建ての、見るからに頑丈そうな集合住宅だった。

　だだだだだっ！　と、建物の外壁に機銃弾が突き刺さる。あと一瞬、セレス機の跳躍が遅れていたら──そう考えて、セレスはゾッとした。

　間違いなく、自分は挽ひき肉にくにされていただろう。大口径の機銃弾には、人体など軽く吹き飛ばすほどの威力があるのだから。

　だが、臆している場合ではない。セレスは手もとのパネルを操作すると、建物の陰に潜む。そして、じっと「そのとき」待ち受ける。

　あと数秒もすれば、ランファ機には弾倉交換のため隙が生じるはずだ。

　──三、二、一……！

　セレスのカウントダウンは見事に的中した。実はランファが連射を始めた瞬間から、胸のうちで数えていたのである。

　ランファ機の銃撃がぷつりと途絶える。弾倉交換に要する時間が約五秒であることを、セレスはアッシュたちに合流する以前に、自機で確認していた。

　沈黙の五秒間。ここが勝負の分かれ道──。

「今だ！」

　セレスは廃屋の陰から機竜の半身を覗のぞかせると、逆襲の始まりだとばかりに、トリガーを引いた。

　──ずだだだだだっ！

　だが、セレス機が放った弾丸はすべて、西塔の黒い壁面に突き刺さるだけだった。

　物もの見み櫓やぐらの上に、既にランファ機の姿はなかったのだ。

「どこに隠れやがった!?」

「ここだにゃ～んっ♪」

「んなっ!?」

　いつの間にか、ランファ機はセレスの頭上にいた。

　セレスが楯たて代わりとした建築物の外壁に、蜘く蛛ものごとく張りついているのだ。そんな芸当が物理的に可能なのか──それを考える余裕は、セレスにはない。

「ずだだだだっ！」

　実際の銃声とランファの口くち真ま似ねが、セレスの頭上でぴたりと一致する──。





　　　　◇






　砂さ塵じんと瓦が礫れき。火柱と黒煙。

　市街地の光景を痛ましく思いつつも、アッシュは機竜を全速力で走らせる。ボロディンが課した時間制限を思えば、一分一秒たりとも無駄にはできない。

　不幸中の幸いは、市内各地で交戦中の敵機に遭遇しなかったことだろう。

　あるいは、ボロディンが事前に手配して、アッシュ機の進路から味方機を撤退させたのかもしれない。このゲームを心から愉たのしむために……ボロディンの性格を考えれば、あり得そうな気がした。

　やがて、アッシュ機は東塔の正面に到着。

　残り時間は──あと三十六分。移動に要した時間は、約七分だった。

「とんでもない兵器だな……」

　アッシュは改めて機体を見下ろすと、感嘆のつぶやきを漏らした。

　瓦が礫れきや廃材の散在する悪路をものともせず、機竜は地竜アーシアの成体に匹敵する機動力を披露したのだ。アッシュの操縦技術が上がれば、さらなる高速機動も可能だろう。

「──早く逃げるんだ！　まだ爆弾は仕掛けられたままなんだぞっ！」

　そのとき、東塔の門が荒々しく開放されたかと思うと、何十人という聖職者が一挙にあふれだした。試合が終了したことで、アーニャが解放したのだろう。

「アッシュ！　ミラベルさんとユニスさんも！」

　すべての人質が脱だつ兎とのごとく逃げた直後、アーニャがこちらに駆け寄ってきた。笑顔でぶんぶんと手を振っている。

「アーニャ！」

　アッシュも思わず笑みを浮かべたのだが、アーニャの顔を見た途端、試合中の一幕を思い出した。

　──あたしはアッシュが好き！　大好き！

　そう、アーニャは試合の真っ最中、胸に秘めていた想おもいを言葉にしたのだ。

　アッシュとしては嬉うれしいやら恥ずかしいやら、思わず頰ほおが熱を帯びてしまう。

　次の瞬間、予想外の出来事が起きた。

　ちょうど機竜から降りたアッシュを目がけて、アーニャが飛びついてきたのだ。

　──アーニャ!?

　アッシュは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　アーニャはアッシュの首に手を回し、唇を重ねてきたのだ。

「……！」

　悩ましげな熱を帯びて、しっとりと濡ぬれた唇の感触に、アッシュはくらくらとした。

　しかも、タンタロス族の戦闘服は、かなり露出が高い。事実、アッシュの指先が触れているのは、アーニャの素肌に他ならない。とても戦闘直後とは思えないほど滑らかで、すべすべとして、肌き理めの細かさが伝わってくる。

　そして、その肌は熱いくらいに火照っていた。

「んっ……」

　やがて、アーニャはアッシュから唇を離すと、

「アッシュの唇……奪っちゃった」

　ぼそりと、照れ臭そうにつぶやいた。

「え、えっと……その…………」

　あたふたと慌てるアッシュ。そんなアッシュを見つめながら、アーニャは寂しげな微笑を浮かべた。

「大丈夫。あくまでも、あたしの一方通行的な気持ちだってことは解わかってるわ。だから……さっきの告白も、今のキスも……犬にでも嚙かまれたと思って、忘れてくれれば──」












「いやいや！　忘れるなんて無理だし、なによりアーニャに対して失礼だろう！」

「えっ？」

「その……と、とても……嬉うれしかったし」

「──！」

　ぼふっと音をたてんばかりに、赤面するアーニャ。

　百戦錬磨の戦士のはずが、今は可か憐れんな少女そのもので、見るからに初うい々ういしい。

「それに、そんな風に自分を卑下する必要なんてないんだ。アーニャだって、とても魅力的な女の子なんだからさ」

「アッシュ……！」

　感極まったのか、アーニャは目に涙を浮かべると、アッシュを見つめる。

　アッシュもまた、アーニャの可憐な表情から目が離せなくなってしまう。

　もはや互いに言葉を忘れ……否いな、言葉など、もはや必要ないとばかりに、じっと見つめ合っていたのだが──。

「……こほん。アッシュ？　そろそろ、わたくしたちの任務を思い出してくれると助かるのだけれど？」

　いつの間にか、ミラベルがアッシュの背後に立っていた。

　あのミラベルにしては珍しく、にっこりと、満面の笑みを浮かべている。が、その笑顔は妙な迫力を醸かもしだしていた。いわば〝怖い笑顔〟だった。

「わわっ！　すっ、すみません！」

「も、申し訳ありません……！」

　アッシュもアーニャも、すっかりミラベルの笑顔に気け圧おされてしまった。

「……それでは、姫様。アーニャ様が人質を解放してくださったことですし、これで心置きなく、爆弾の解除作業に取りかかれますね」

　と、ミラベルの背後に控えていたユニスが粛しゆく然ぜんと告げた。その手には、いつの間に準備していたのか、金属製の工具箱を提さげている。

「そうね。参りましょう」

　ミラベルはユニスを従えると、東塔の入場門に向けて一歩を踏みだした。





　　　　◇






　一匹の蜘く蛛ものごとく、ランファ機はぴたりと壁に張りついている。どうやら重力をものともせずに、壁面を移動できるらしい。どうやって機体を支えているのか、セレスには想像もつかなかった。

　このゲームに臨のぞむ直前、セレスは機竜兵たちの戦いぶりを密ひそかに観察していた。おかげで、彼らの戦術行動パターンなら、ほぼ把握していたつもりだった。が、セレスが観察した機竜兵の誰ひとりとして、壁面を駆けるような者はいなかった。

　──ランファの操縦技術が卓たく越えつしているのか？　それとも、ランファ機に特殊なカスタマイズが施されているのか!?　ぱっと見た感じ、他の機竜と大差ないように見えるが……。

「ずだだだだっ！」

　セレスが思考を巡らせていると、ランファは容赦なく銃弾の雨を降らしてきた。

　まるで遊戯にふける子どものように無邪気だが、その射撃は的確にセレス機を狙い澄ましてくる。

「くそっ！」

　セレス機がたたらを踏んでいる間に、ランファ機は壁面を駆け下りてきた。

「にゃ～ん！」

　まるで隕いん石せきだ。セレスは突発的に、操そう縦じゆう桿かんを右側に倒す。機体が右方向にぐるりと回転し、砂さ塵じんを朦もう々もうと巻き上げる。

　そこにランファ機が着地を決めた。轟ごう音おんとともに地面が揺れる。砂煙に紛まぎれつつ、セレス機はなんとか回避した。が、ホッとしたのも束つかの間ま、ランファ機はすかさず跳ちよう躍やくしている。そう、接地時間が異様に短いのが、ランファ機の特徴なのだ。

「ほらほら、遅いにゃん！　あんたの動き、丸見えだにゃ～ん！」

　既に砂すな埃ぼこりの大半は晴れて、ランファが嬉き々きとして指摘した通り、上空からだとセレス機は丸見えだ。

　市街地に移動したのは失敗だったことを、セレスは早くも悟っていた。

　ランファ機は、壁面を自在に伝うことができるのだ。

　セレス機の周囲には、様々な高さの民家や集会所、教会などが建ち並んでいる。それらすべての外壁は、ランファ機にとっては足場に他ならない。

　このまま建物の密集地に留とどまるのは、自殺行為だろう。セレスは右のペダルを限界まで踏みこむと、最寄りの広場を目指して駆けだそうとしたのだが、

「うにゃにゃっ！　そうは問屋が卸さないにゃんっ！」

　すかさずランファは牽けん制せい射撃。

「ちいっ！」

　思わず舌打ちを漏らすセレス。

　もはやランファは、セレスを市街地から出すつもりはないようだ。

「畜生！　このあたしが、ここまで追い詰められるとはな……」

　ランファ機の猛攻をギリギリでかわしつつ、セレスは自嘲する。

　今のセレスは、蜘く蛛もの巣に自ら飛びこんだ羽虫も同然だった。

　そんな動揺は、セレスにさらなる災いをもたらした。

　──ごっ！

　セレス機の脚部が、足もとの瓦が礫れきにつまずいたのだ。

　ぐらりと機体が揺れる。かろうじて転倒は免まぬがれたが、その一瞬において、セレス機は完全に無防備となった。

「いただきだにゃ～んっ！」

　その隙を、ランファが見逃すはずもなく──。

　ランファ機の口こう蓋がいが大きく開いたかと思うと、リトラクタブル式の砲身が現れる。

　──魔導砲!?

　セレスが隻せき眼がんを大きく見ひらいたときにはもう、ランファ機は大口径の魔導砲を盛大にぶっ放していた。

「……くっそぉおおおおおおおおっ！」

　セレスは思わず、無念の叫びを放っていた。

　視界が真っ白に染まる。

　今、セレス機は横っ腹に魔導砲の直撃を受け──

　すさまじい轟ごう音おんとともに、大爆発を起こした。





　　　　◇






「セレス……!?　セレスっ！」

　セレス機が被弾した瞬間を、アッシュも仮想ディスプレイを通じて目撃した。

　現在、ミラベルとユニスは起爆装置を解除すべく、東塔の内部に詰めている。

　ミラベルの作業が終わるまでの間、ただ漫然と待機しているのでは、時間がもったいない。そこでアッシュは、まずは現在の戦況を知りたいと思った。

　聖ラファエラ広場では、ボロディン専用機が仮想ディスプレイを投影し、全試合を中継してくれていたのだが、今は違う。

　──もしかしたら、この機体にもボロディン機と同じ機能があるかもしれない。

　そんな思いつきから、アッシュは試してみることにした。自機に積載された魔導通信機器のスイッチ類を、あれこれといじってみたのである。

　果たして──奇跡は起きた。

　アッシュが駆る機竜もまた、空中に四つの仮想ディスプレイを投影すると、各塔の戦況の中継映像を流し始めたのである。

　実際には〝奇跡〟というほど大おお袈げ裟さな現象ではなく、単に〈ゲシュペンスト〉の公開チャンネルを受信できただけのことなのだが──こうして戦況を確認できるようになったのは、大きな進歩といえた。

　が、それから五分と経たたないうちに、セレス機が最大の危機に陥ったのである。

「そんな！　セレスさん!?」

　アーニャも啞あ然ぜんとして、声を失ってしまう。

「お願いだ……無事でいてくれ、セレス……！」

　アッシュは祈るような気持ちで、先ほどまで「セレス対ランファ」の試合を中継していた仮想ディスプレイを見つめ続ける。

　その画面は、今では黒煙に埋めつくされていた。





　　　　◇






「にゃにゃ～ん！　勝負あり、にゃ～ん！」

　やがて黒煙と砂さ塵じんが晴れたが、ランファはあくまでも陽気にはしゃいでいた。

　前方には、セレス機の残骸が無惨にも転がって、今も黒煙を噴きあげている。

「む～？」

　正直、木こっ端ぱ微み塵じんになっているのを期待したのだが……意外にも、セレス機はちゃんと原形を保っていた。

　無論、魔導砲の直撃を受けたのだから、もはや操縦は不可能に決まっている。それ以前に、操縦者のほうが影も形もない。

　どうやら、あの眼帯少女のほうは人としての原形を保つことさえできなかったようだ。あの豪ごう奢しやなメイド服の切れ端すら、見あたらない。

「う～ん。ちょっと可哀かわい想そうだったかも？　悪い奴やつではにゃさそうだったし～」

　残念そうにつぶやいたランファだったが、すぐさま思考を切り換える。

「ま、いっか！　次はアッシュ・ブレイクとの対戦が待ってるにゃ～ん！　あたいにとっては、そっちのほうが本番にゃのだっ♪」

　ランファは意気揚々と宣言すると、西塔周辺のあちこちに仕掛けられた魔導式カメラの一台に向けて、満面の笑みを向けた。今も全試合を鑑賞しているであろう、ボロディンに向けてメッセージを送ろうと思ったのだ。

「ボロディン様～！　あたい、勝利したにゃ～ん！」

　直後、ランファ機の魔導通信機が反応し、ザザッとノイズを走らせる。

『……油断はするな、ランファ。死体を確認しない限り、勝利とは認めんぜ？』

　意外にも、ボロディンは冷静な指示をよこしてきた。

「え～っ？　どうせ肉片すら残ってにゃいのに～！　ぷんすか！」

　ランファは唇を尖とがらせたが、ボロディンの命令は絶対だ。ペダルと操そう縦じゆう桿かんを器用に操作すると、今も炎に包まれているセレス機のそばに近寄った。

　操縦席も丸焦げになっていて、セレスの痕跡は見あたらない。

　これでは遺体回収は不可能だ。肉片、あるいは骨片のひとつでも残っていればよいのだが、その可能性も薄い。

「んも～！　どうすればいいにゃ～ん！」

　ランファが頭を抱えて叫んだ、まさにそのときだった。

　──ヴーン……。

　突とつ如じよ、丸焦げになった機体が奇妙な兆候を示したのだ。

「にゃにゃっ!?」

　警戒心もあらわに、ランファはサッと身構える。

　明らかに、今のは魔導エンジンの駆動音だった。しかし、ここまで大破した機竜が再起動できるとは、とても思えない。

　一体、セレス機の内部でなにが起こっているのか……。

　その途端、ランファは信じがたい光景を目の当たりにした。

　もはや再起不能と思われていたセレス機が、ゆらり……と立ち上がったのだ。

　その「ゆらり」とした挙動は、どう見ても機械的ではなかった。

　手負いの獣を思わせる生々しさが、確かに感じられたのだ。

「んにゃ～っ!?　そっ、そそっ、そんにゃはずが！　どうして動けるんだにゃん!?」

　さすがのランファも、これには度肝を抜かれた。

　いつしか、セレス機は全身に漆黒の闇をまとっている。それは決して、幻影ではなかった。あふれんばかりの魔力が顕現しているのだ……と、ランファは気づいた。

「まるで……悪鬼の翼だにゃん……」

　今やセレス機は、東方神話に登場する悪鬼さながら暴走している。

　操縦者は不在。にもかかわらず、セレス機は漆黒の翼をはためかせると、怒ど濤とうのごとく進撃を開始。一瞬で距離を詰めると、ランファ機に猛然と襲いかかった。

「はにゃっ!?」

　得意の跳ちよう躍やくで、なんとか逃れようとするランファ機。

　だが、追尾式の魔弾さながら、セレス機も素早く反応する。その〝闇の翼〟を使って、ランファ機以上に素早く飛んだのだ。

　それは「跳躍」ではない。明らかに「飛行」だった。

　セレス機の〝闇の翼〟が変形し、触手のごとくランファ機に絡みつく。

　そのまま、両機は絡みあったまま着地した。

「!?」

　空中戦には絶対の自負を抱いていたランファだが、すっかり窮きゆう地ちに陥っていた。

　操そう縦じゆう桿かんを押しても引いても、びくともしない。

　セレス機が発生させている〝闇の翼〟は、恐ろしいまでの強制力を秘めていた。

「にゃにゃっ！　システムを侵しん蝕しよくされてるのかにゃっ!?　──うぷっ！」

　と、今度はランファ自身の身体からだに異変が生じた。

　強烈な吐き気に襲われたのである。

「うにゅにゅにゅ～……気持ち悪いにゃん……」

　どうやらセレス機が発生させている〝闇の翼〟は、ランファが想像していた以上に、濃密な魔力が凝縮されているらしい。

　その不気味な威容を横目で窺うかがいつつ、ランファはひとつの仮説に思い至った。

「魔導エンジンの暴走!?　でもでも、どうやったらそんにゃことが……はっ！　そういえば確か、あいつの左ひだり眼めは冥星石プルートウだっけ……。その力で魔導エンジンに干渉して……無理やり暴走させたのかにゃっ!?　滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつだにゃ～ん！」

　もはや耐えきれず、ランファは転がり落ちるようにしてマシンを降りた。

　少しでもセレス機から離れなければ、肉体を蝕むしばまれてしまうだろう。

　それに、今の仮説が正しければ、セレスは確実に生きている。

　あの大爆発を逃れただけでも驚異的だが、冥星石プルートウが秘めた力ときたら、ランファの想像力を軽く凌りよう駕がしていた。

　次の瞬間、ランファの無防備な後ろ姿に向けて──。

「この……クソ虫がぁああああああああああああああああああああああっ！」

　痛烈な叫び声とともに、殺人的な跳び蹴りが突き刺さった。




「きゅう～……」

　セレス渾こん身しんの跳び蹴りを後頭部に食らったランファは、すっかり目を回している。

「ふぅ」

　ランファの状態を確認すると、セレスはようやく安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

　左ひだり眼めを覆おおっていた眼帯が、外れている。

　その左眼は、漆黒の水晶になっていて──爛らん々らんと、禍まが々まがしい魔力を帯びていた。

　その魔力を抑えこむように、セレスは再び眼帯を装着する。

　ようやく勝利の実感が湧いた頃、いつもの調子で悪態が口をついて出た。

「ちっ。特注のメイド服が黒焦げじゃねーか！」

　自分の服装を見下ろして、セレスは忌いま々いましげに舌打ちする。お気に入りのメイド服は、先ほどの爆発の余波を受け、あちこちが炭化しているのだった。

「それはともかく──冥星石プルートウがなかったら、確実にやられていたな……」

　セレスは改めて、自分の機竜を眺めやった。












　先ほどまで魔導エンジンを暴走させていたセレス機は、セレスが眼帯を再装着すると同時に、ぴたりと停止した。あの禍まが々まがしい〝闇の翼〟も、綺き麗れいに霧む消しようする。

　あの〝闇の翼〟は、いわば闇属性の魔力が具象化したものだ。〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉であるセレスにとってはなんでもないが、常人には強烈な〝毒〟として作用する。

　先刻、自機を大破させられたセレスは、しかし、その爆風の勢いを利用して、民家の屋根に着地した。と同時に、冥星石プルートウの使用を決意したのである。

　冥星石プルートウを発動させることで、自機の魔導エンジンに干渉する。うまく暴走させることができれば、ランファ機を捕らえることができるだろう──。

　それは一いちか八ばちかの賭けだったのだが、セレスは見事に勝利をもぎ取ってみせた。

「あたしの勝ちだぁああああああああああああああっ！」

　天に拳を突き上げて、セレスは雄叫おたけびのように宣言する。

　──残り時間は、あと三十二分。





"Mysterion of Pluto ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十七話　霊れい湯とうアルハンブラ









　エーコたちが聖地アルバレスに上陸してから、二ヵ月弱が過ぎた頃。

　外界では、今まさに聖都エスパーダが機竜部隊の襲撃を受け、燃え盛る炎に包まれていたのだが──。

　当のエーコたちは、まさかそんな事態になっているとは知る由もなく、各おの々おのの修行に明け暮れていた。




「……うにゅ」

　その日の朝、エーコは天幕テントの中で、ゆっくりと目蓋を開いた。

　アスクレピオスの指導の賜たま物ものだろうか。聖地で修行に励むうちに、エーコはすっかり早寝早起きの習慣を身につけていた。

　朝陽の加減から察するに、まだ六時台だと思われた。

「むふふふふ……愛うい奴やつめ」

　もっとも、当のアスクレピオスときたら、エーコの寝床の半分を占拠して、よこしまな寝言を漏らしている。まだまだ夢の世界にどっぷりと浸つかっているようだ。

「本当にブレないわね……」

　エーコは思わず、呆あきれ声を漏らしてしまう。修行を始めた頃は、確か別々のテントで寝ていたはずなのだが……。

「ほれほれ、もっと近う寄るがいい……！」

　と、アスクレピオスが国境を侵犯するかのように、エーコにガバッと抱きついてくる。

「ちょっ、どこ触ってるのよ！　やっ……はぁん！」

　まるで吸盤のように吸いついてくるアスクレピオスを引きはがすべく、躍起になるエーコ。こんな朝も、今ではすっかり日常茶飯事となった感がある。

　なんとかアスクレピオスを寝床に強制送還したあと、エーコは枕元に置いてあったノートとスケッチブックを手に取った。

　エーコの修行には、肉体を鍛えるためのプログラムだけでなく、アスクレピオスとナヴィーが講師を務める座学も含まれている。

　このノートとスケッチブックは、エーコが座学の際に使っているものだ。

　ノートのほうは、これが七冊目。

　スケッチブックに至っては、十五冊を超えたあたりで数えるのをやめた。

　聖地に来てからというもの、エーコは座学にも真剣に取り組んでいる。

　魔導蛇ウロボロスの呪縛を解き、再び竜化ドラグナイズできるようになるために。

　そのために必要なのは、竜族専用の魔導装甲。

　竜種の記憶ドラグワースには、「聖竜鎧アルマダ」という正式名称が記されている。

　そして──人間の姿で誕生したエーコの場合、聖竜鎧アルマダは〝人間〟仕様と〝聖竜皇〟仕様、双方の形態を取ることになるだろう……というのが、アスクレピオスの見解だ。

　エーコが晴れて聖竜鎧アルマダを完成させたときこそ、魔導蛇ウロボロスを打ち払う好機となるだろう。

「よし！　今日も全力全開よ！」

　エーコは気合を入れると、ガバッと起き上がる。寝間着をぽんぽんと脱ぎ捨てると、手早く巫み女こ装しよう束ぞくに着替えた。

　当初は着付けに手間取っていたが、今では慣れっこだ。肌にもぴたりと馴な染じんでいる。生地がやたらと薄く、透け透けなのが唯一の欠点だが。

　まだ起きる気配のないアスクレピオスを寝床に残し、エーコはテントを抜け出した。

　かくして、エーコの一日が始まる。




「──おはようございます、エーコ様」

　修道院とおぼしき古代遺跡の正面玄関前で、エーコはファナに声をかけられた。今朝も朝食の準備に余念がないようだ。

「おはよ、ファナ」

　ファナは、アスクレピオスが開発した自動人形である。炊事に洗濯、掃除……など、家事の一切を完璧にこなすことができる万能選手なので、なにかと世話になっている。

「う～ん。いい香りね」

　ふと、エーコは気がついた。周囲には、ハーブの香りがふんわりと漂っているのだ。

　火にかけられた鉄鍋の中身は、おそらくポタージュだろう。

　聖地で獲とれる食材はどれも美味だし、星精アストラルをたっぷりと含んでいる。どんな具が入っているのか、エーコは楽しみで仕方がない。

「おはよう、エーコちゃん。今朝は格別に早いなあ」

　鍋の前で火加減を見ているのは、レイモンだった。ここ最近、レイモンは少しでもファナの好感度を上げるべく、料理や洗濯を手伝っている。レイモンの背後では、相パ棒ルのブリギットが眠たげにあくびを漏らしていた。

　──レイモンはファナにぞっこんみたいね……自動人形だけど。そういえば、マックスは〝アシュリー〟に惚ほれこんでいるわけで……ふたりとも大丈夫なのかしら？

　少しばかり、アッシュの親友たちを心配してしまうエーコだった。

「あのう、エーコ様？　たいへん恐縮なのですが、そろそろ皆様を呼んで来てはいただけないでしょうか？　あと少しで、お食事の準備がととのいますので」

　と、ファナにしては珍しく、エーコに頼み事をしてきた。

　もちろんエーコに断る理由はない。

「解わかったわ。その代わり、アスクレピオスはファナが起こすのよ？　あいつをまともに扱えるのは、あんただけなんだから」

「かしこまりました、エーコ様。マスターは、わたくしが責任をもって起こしますので」

　ファナの返事にうなずくと、エーコはパタパタと駆けだした。




　とりあえず、エーコはナヴィーから捜すことにした。

　実体化した状態で聖地入りしたナヴィーは、本拠地である遣けん竜りゆう工こう房ぼうに戻ることができなくなった。そのため、ナヴィーも聖地での生活を余儀なくされている。

　元々、遣竜工房を本拠地として、まるで神のように世界を俯ふ瞰かんしていたナヴィーにとっては、不便なことだらけだろう。

　今のナヴィーは、世界各地の状況を「視みる」こともできないのだから。

　とはいえ、本人の口から不満を聞いたことはない。むしろ、この特殊な環境を面白がっているようにも見受けられた。

　睡眠をとる必要がないナヴィーは、日の高いうちはエーコたちの修行に付き合い、夜になると、聖地の情報を記録する。そして、日の出が最も綺き麗れいに見える岬に陣取って、翌朝を迎えるのだった。

　案の定、ナヴィーは今朝も、お気に入りの岬に安楽椅子を置いて、そこに悠然と腰かけていた。

　朝陽を全身に浴びて、燦さん然ぜんと輝く姿は、聖地から見下ろすことのできる雄大な景色と相まって、絵になると思った。

「おはよう、エーコ」

　と、ナヴィーのほうからエーコの存在に気づいた。その手には、銀色の懐中時計が握られている。

　エーコが一歳の誕生日を迎えたとき、アッシュから贈られた想おもい出の一品なのだが、今は教官役のナヴィーが預かっている。指導時間を厳格に管理するためだ。

「あら。少しはマシな顔つきになったじゃない？」

　ナヴィーの口から誉ほめ言葉が聞けたので、エーコは意外に思った。

「ふふ～ん。いっておくけど、まだまだ絶賛進化中よ」

　ついつい得意満面になって、胸を張ってしまったが──半分は虚勢である。

　この一ヵ月間、アスクレピオスとナヴィーの指導は予想以上に厳しく、自分の未熟さを痛感しない日はなかった。

　アンサリヴァンの学生寮で、アッシュと暮らした日々を恋しく思うあまり、枕を涙で濡ぬらした夜は数え切れない。

　だからこそ、ナヴィーがかけてくれた言葉は、素直に嬉うれしかった。

「ふふっ、その意気よ。もしかしたら……そろそろ、かもしれないわね」

「〝そろそろ〟って、なにが？」

　エーコがきょとんとして訊たずねると、しかし、ナヴィーは微笑を浮かべただけで、なにも答えてはくれなかった。

　どうやら、ナヴィーはなにかを企たくらんでいるらしい。素直に教えてくれるとは思えなかったので、エーコは大人しく本題を切り出すことにした。

「とりあえず、もうすぐ朝ご飯の時間だから。あんたも来るといいわ」

「いただくわ。この身体からだに食事は必要ないのだけど、ファナの料理は美お味いしくて、癖になるのよね」

　ナヴィーはにこりと微笑ほほえむと、腰をあげた。

「じゃあ、先に行ってて。あたしはルッカたちを起こしてくるから！」

　エーコはきびすを返すと、駆けだそうとしたのだが、

「その懐中時計、修行が終わったらちゃんと返してよね！」

　しっかりと釘くぎを刺すのも忘れなかった。




　エーコが次に向かったのは、森林地帯だった。

「ふう～」

　木漏れ日が肌に心地よい。

　森の涼気に包まれていると、まるで大自然の息吹を感じているかのようだ。

　ちちち……と、どこからともなく野鳥の囀さえずりが聞こえてくるのも微笑ほほえましかった。

　この森は、ガウェイン、リアンノン、そしてブリギットが寝場所として利用している。ちょうど湖もあるので、水竜ハイドラのリアンノンにとっても最適な保養所といえた。

　実は修行を始めた当時、ルッカとジェシカとレイモンは、アスクレピオスからひとつの提案を受けていた。

　各おの々おのの相パ棒ルと、なるべく一緒に過ごすようにしろ──と。

　当然、睡眠中も一緒ということになる。

　浮き立つ気分で森の中を歩きつつ、エーコはこっそりと祈った。

　──あたしも修行期間が終わったら、アッシュと一緒に……！

　そこまで考えて、エーコは全身が火照っていることを自覚した。

　アッシュを想おもうだけで、こんなにも身体からだが熱くなる。

　胸は早鐘のように高鳴って、トクトクと自分の心音が聞き取れるほどだ。

　エーコは熱を冷ますように、手のひらでぱたぱたと顔を扇あおぎながら、目的地を目指す。

　やがて、鬱うつ蒼そうと生い茂る樹木の隙間から、湖こ畔はんが見えてきた。

　まるで一枚の鏡面のように、水面は静かだ。朝陽を浴びて、銀色に輝いている。

　真っ先に目に留とまったのは、ガウェインとルッカだ。

　ルッカは毛布にくるまって、相パ棒ルに寄り添うような体勢で眠っている。その寝顔の可か憐れんさときたら、まさしく森の妖精そのものだった。

　一方、ジェシカは湖上にて、リアンノンの背中をベッド代わりにしていた。寝相の悪いエーコなどは、「よく落ちないものだわ……」と感心してしまう。

「ほら、さっさと起きて！　もうすぐ朝ご飯よー！」

　エーコは意気揚々として、大声を張りあげた。

「ぐるるっ!?」

　まずは、二体のドラゴンがビクッとして、目を覚ました。エーコの姿を認めるなり、慌てた顔つきになる。アヴァロン聖竜皇から直々に声がかけられたせいで、恐縮しているのかもしれない。そう思うと、なんだか可お笑かしかった。

「まあ！　エーコさんが起こしに来るなんて。雨どころか、槍やりが降りそうですわ！」

　竜族に続いて、まずはジェシカが起き上がった。

「開口一番、失礼なことを抜かしてんじゃないわよっ！」

　エーコがゴゴゴゴゴッ……と真っ黒な怒気を漂わせていたら、

「ん……。エーコ、なの？　わたしより……早起き……」

　ようやくルッカが目を覚ました。まだ寝ね惚ぼけているのか、ぽや～んとした表情を浮かべている。

「ほらほら、あんたたち！　さっさと着替えて、顔を洗うのよ！」

　エーコは会心の笑みを浮かべると、寝惚け眼まなこの二人を追い立てるのだった。




　なお──現時点ではまだ、エーコもルッカもジェシカもレイモンも、修行の目的を達成できてはいない。
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　聖地に入って以来、食事は外で摂とるのが習慣となっていた。

　当初は草原に敷物を敷いて座っていたのだが、今では食卓と人数分の椅子が設置されている。修道院の倉庫で見つけた廃品を、再利用したものだった。

　やや強度に不安はあるものの、今のところ問題なく使えている。アンティークならではの雰囲気も感じられ、このテーブル・セットは皆の愛用品となっていた。

　今朝の食卓に並んだメニューは、次の通り。

　石窯で焼かれたパン。湖で釣れた白身魚のムニエル。厚切りベーコンと野菜をたっぷりと煮こんだポタージュ。さらには自家製ヨーグルトに、森で獲とれた果物もあった。

　飲み物は、聖都から三ヵ月分の茶葉や珈琲コーヒー豆を持参している。おかげで不自由はしていないが、エーコのお気に入りは、なんといっても搾りたてのミルクだった。

　ファナが毎日、聖地に棲せい息そくしている哺乳類から採取しているのだ。

　搾りたてのミルクは濃厚で、ほのかな甘あま味みも感じられ、エーコが街で飲んでいた牛乳とは雲泥の差だった。

　聖女への祈りをすませるなり、エーコはまん丸なパンにカプッとかぶりつく。

「もぐもぐ……ファナが焼いたパンって、どうしてこんなに美お味いしいのかしら？」

　皮のパリパリ感とは対照的に、内側はもっちりとしている。生地にはバターが練りこまれているため、見た目は素朴だが、味わいと香りは芳ほう醇じゆんそのものだった。

「考えてみれば、食材の大半をファナさんが調達してくださっているわけで……ファナさんにばかり働かせてしまって、なんだか申し訳ありませんわ」

　と、ジェシカが申し訳なさそうに声をかける。

「……いえ。皆様が修行に専念できるよう、最大限にバックアップするのが、わたくしの務めですから。お気遣いは無用です」

　給仕役を務めていたファナは、無感情に応じると、ぺこりと一礼してみせた。

「このポタージュ、わたしも……作れるようになりたい」

　ぼそりとつぶやいたのは、ルッカだ。まだ眠たげな表情ながらも、その眼まな差ざしは真剣そのもの。ポタージュを舌の上で転がすようにして、じっくり味わっている。

「くう～っ！　この厚切りベーコンも絶品だよなあ。脂の部分が、舌の上でトロトロと蕩とろけるようでさ。ファナさんなら、きっといいお嫁さんになれると思うよ！」

　今度はレイモンが調子に乗って、はしゃいだ声をあげる。

　その途端、ファナの身に異変が生じた。

「わたくしが……お嫁さん……すなわち、殿方の、配偶者……理解不能……未知のシステム・エラー、発生……」

　──ぷしゅーっ！

　ファナは両耳から蒸気を噴いて、ぴたりと硬直フリーズしてしまった。

「こらこら、レイモン。ファナはあくまでも自動人形なのだ……。あんまり人間扱いしてしまうと、演算処理が追いつかなくなってしまうだろうが」

　アスクレピオスが、杖つえの先端でレイモンの頭をぴしりと叩たたく。

「すっ、すみません……」

　平身低頭して謝るレイモンを見て、エーコたちはくすくすと微笑ほほえむ。

　幸いにも、ファナは数分後には平常運転に戻り、再び甲か斐い甲が斐いしく給仕役を務めるのだった。












「──ところで、ナヴィーよ」

　と、アスクレピオスが急に真顔になって、隣席のナヴィーをちらりと見やった。

「奇遇ね、博士。ちょうど、あたしも声をかけようかと思っていたところよ」

「むふふ。さすがは竜種の記憶ドラグワースを司つかさどる者だ。気が合うな」

　アスクレピオスは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、一同の顔をぐるりと見わたした。

「聞くがよい！　今日はお主らを、温泉に連れて行ってやろう」

「……は？　どういうこと？」

　エーコはアスクレピオスをまじまじと見つめた。

　ルッカとジェシカとレイモンも、きょとんと首をかしげている。

「つべこべいわずに、儂わしについてこい！　朝食後、ただちに出発する！」

　突拍子のない提案に、エーコはあんぐりと口を開けてしまったが、

「ひゃっほう！」

「素晴らしいですわ！」

「温泉、好き……」

　レイモンもジェシカもルッカも、すっかり乗り気になっていた。

　エーコとしては、なんだか釈然としないが──聖地に入って以来、苛酷な鍛錬を続けてきたのは事実である。たまには骨休みも必要、ということだろうか。

　もっとも、アスクレピオスとナヴィーが意味深に目配せしているのを見ると、なにやら悪巧みをしているように思えなくもなかった。
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　修道院の遺跡から、竜族の足で一時間ほど歩いた地点。

　そこに、小高い丘きゆう陵りよう地帯があった。かれこれ二ヵ月の間、聖地で修行に励んできたエーコだが、ここまで遠出したのは初めてだった。

「わあ……！」

　目の前の光景に、エーコは歓声をあげた。

　はるか頭上から、水が綺き麗れいな弧を描きつつ降り注いでいる。しかも周囲には朦もう々もうと白い湯気が立ち上っていた。

「もしかして……！」

　ようやくエーコは悟った。

　そう、滔とう々とうと流れ落ちているのは温泉水なのだ。

　滝たき壺つぼに相当する一帯には、湯が良い具合に溜たまっていた。

「ふふっ、なるほどね。この丘の頂上付近に源泉があって、そこから温泉水が丘陵を伝って流れ落ちているわけね」

　ナヴィーが感心した様子でつぶやくと、

「その通りだ。むっふっふ。相変わらず、良い景色だのう～！」

　アスクレピオスは破顔した。そして「う～ん」と深呼吸をすると、一同を振り返った。

「では、入るとするか！」
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「はふぅ……」

　エーコは肩まで湯に浸つかると、手足の力を抜いた。

　湯はほんのりと乳白色を帯びて、エーコの身体からだを芯から温めてくれる。

　天国のような気分とは、まさにこのことだろう。

　しかも、絶景ときている。

　湯は丘きゆう陵りように沿って、今も途切れることなく流れ落ちている。

　こうして湯に浸かった状態で眺めてみると、その迫力は増すばかり。

　一方、湯の周囲は雄大な自然に囲まれている。

　初夏の花々が繚りよう乱らんと咲き、新緑に覆おおわれた大地を彩っている様子は、ただただ圧巻といえた。春風がそよそよと吹いて、エーコの頰ほおを優しく撫なでていく。

「気持ちいい……」

　柔らかな微風は、熱い湯とは対照的にひんやりとして、爽快だった。この感覚は、まさしく露天ならではだろう。

　次の機会があるならば、アッシュと一緒に……──そこまで考えて、エーコは頰に熱を覚えた。それはつまり、アッシュと裸の付き合いをするということだ。

　──はわわわわっ！　あたしってば、なんてことを考えてるのよっ!?

　エーコがひとりで恥ずかしがっていると、

「お肌がツヤツヤですわ～♪」

「ふぅ……。お空に、浮かんでるみたい……」

　ジェシカとルッカも恍こう惚こつとした表情を浮かべている。

「ふふっ。情報としては知っていても、実際に浸かってみると、想像以上の気持ちよさだわ。竜種の記憶ドラグワースを更新しておかないとね」

　ナヴィーは天国気分を味わいながらも、温泉に対する分析を試みている。

　一方、ただひとりの男子であるレイモンは、丘の向こうにあるという「竜族専用温泉」に向かった。今頃は、ブリギットたちと一緒に和んでいることだろう。その名が示す通り、竜族でも入浴可能なほど巨大な天然温泉らしい。

　と、そのとき──。

「むふっ。エーコの肌は、まるで赤ん坊のようにすべすべしておるなあ」

　背後から腰のあたりを撫なでられて、エーコは跳びあがりそうになった。

「ひゃんっ！　ちょっ、どこを触ってるのよ!?」

　鬼の形相で振り返ると、案の定、アスクレピオスが悪戯いたずらっぽく笑っている。

　一糸まとわぬ姿となったアスクレピオスは、普段よりもさらに幼く見えた。が、騙だまされてはいけない。彼女は、かれこれ数百年を生きているのだから……。

「ほっほっ。良いではないか。女同士、なにを恥ずかしがる必要がある？」

「あんたの手つきは、なんだかヨコシマな感じがするのよ！」

「それはもう、エロスが目的だからな！」

「いっそ清すが々すがしい!?」

　エーコは呆あきれ果はててしまい、もはや怒る気にもなれない。

「それにしても、ここは天国か？　アヴァロン聖竜皇に、エクブラッドの娘。ジェシカとナヴィーも良い身体からだをしておるし……はぁはぁ……」

「──マスター。あまり興奮なさいますと、鼻血を噴いてしまいますよ？」

　と、岩場に控えていたファナが、主人に気遣わしげに声をかける。

「そういえば……ねぇ、アスクレピオス？　これは真面目な質問なんだけど」

「むっ、なんだ？」

　エーコが真面目に訊たずねると、アスクレピオスも鋭い目をした。

「聖地のシステムについてなんだけど。もしもよ？　あたしたちが、聖地に定められた八十四日間を超えて滞在しようとしたら、どうなるのかしら？」

「ふむ。もっともな疑問だな」

「実際のところ、あたしたちが自分の目的を達成するためには、それ以上の期間が必要になるかもしれないし……」

「一応、エスパーダ聖庁の古文書に、そうした実験が行われたという記録は残っておる。だがな、被験者は強制的に、転移させられたそうだ」

「──!?」

　エーコだけではなく、ジェシカやルッカもサッと顔色を変えた。

「ああ……。被験者がどこに飛ばされ、どのような余生を過ごしたのかは……結局、解わからず仕じ舞まいだった。それゆえに、聖地のシステムは絶対に遵守せねばならぬ」

　どうやら聖地に張り巡らされている魔導結界のルールは、エーコが想像していた以上に物騒らしい。

「ついでにいえば、聖地に足を踏み入れてよい回数は、生涯において三回までと決まっておる。儂わしも今回で三回目だから、これが最後というわけだな」

「じゃあ、その貴重な機会を……あたしたちのために使わせてしまったの？」

「まあ、そうなるな。とはいえ、後悔はしておらぬ。元々、聖地には二度と入らぬつもりだったし、儂わしも愉たのしませてもらっておるからな。むっふっふ」

　アスクレピオスは愉悦の笑みをこぼすと、改めて一同の顔を眺めやった。

「ところで、お主らは既に──アッシュの寵ちよう愛あいを受けておるのか？」

「なっ、ななっ、なにを訊きいちゃってるわけ!?」

　突然の不意打ちに、エーコは面食らった。

「あら。わたくしでしたら、いつでも準備万端なのですわ！」

　エーコとは対照的に、ジェシカは自分の腕で自分を抱き締めるような仕草をする。豊満な乳房が、ぷるんと水面で揺れていた。

「……………………」

　一方、ルッカは顔の半分を湯に浸つけたまま、ぷくぷくと水面に泡を浮かべるばかり。ぴんと尖とがった耳が、真っ赤に染まっていた。

「ふふっ。寵愛を受けるのもいいけど、わたしはむしろ、無抵抗なアッシュにあんなことやこんなことをしてあげたいわ」

　と、ナヴィーもすっかり女の顔になって、妖しい笑みをこぼす。

「なんだ、お主ら……」

　そんなエーコたちの様子を見て、アスクレピオスは大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。




　それから数十分が過ぎ──そろそろ湯を出ようかという頃合いになって、エーコは今さらながら疑問を覚えた。

「ねぇ、アスクレピオス？　こんなに素晴らしい温泉があるのに、どうしてもっと早く教えてくれなかったのよ？　聖地に入ってから、もう二ヵ月近くになるのに」

「なにをいうか。我々は旅行に来たわけではないのだぞ？　それに、この温泉の正式名称は『霊れい湯とうアルハンブラ』。このアルバレスにおいて、特に神聖な場所のひとつなのだ。なにか特別なことでもない限り、軽々しく入浴するわけにはいかん」

「ということは、今日はなにか特別なことがあるってわけ？」

　エーコは期待と不安を同時に覚えつつ、アスクレピオスを見つめる。

「無論だ。エーコよ、お主が日々、描き溜ためてきた聖竜鎧アルマダの設計図だがな──」

「う……どうせ、まだまだ未熟だっていいたいんでしょ？」

　エーコは悔しさをにじませつつ、視線を逸そらしたのだが。

「否いな。見事なり！」

　意外にも、アスクレピオスの口から出たのは、称賛の言葉だった。

「へっ？」

「もはや儂わしが教えることは、なにもない。お主は努力した。お主の座学用ノートが七冊目に及んでいることを、儂は知っておる」

　思いがけない言葉に、エーコは胸を熱くした。

「聖竜鎧アルマダの設計図にしても、お主は毎日自分の手を動かして、数えきれぬほどの枚数を描いてきた。そんなお主の成果を、決して〝アヴァロン聖竜皇ゆえの才能〟などという言葉で、片づけるつもりはないぞ」

　アスクレピオスに師事して以来、ここまで誉ほめられたのは初めてだった。不覚にも涙腺が緩んでしまう。

「あとは聖竜鎧アルマダを完成させるに足るほどの魔力を、お主が出し切れるか否いなか──だな」

　その言葉で、ようやくエーコはアスクレピオスの意図を察した。

「じゃあ、もしかして……？」

「うむ。この湯ゆ浴あみは、いわば儀式の前の禊みそぎなのだ」

　アスクレピオスはザバッと水音をたてると、仁王立ちになった。幼女のような裸身があらわとなる。対照的に、その眼まな差ざしは数百歳を生きる大賢者のものだ。

「エーコよ。今日こそ聖竜鎧アルマダを完成させ、その腕輪を呪縛から解き放つのだ！」

「解わかったわ！　やってやろうじゃないの！」

　エーコもザバッと水しぶきをあげて立ち上がると、決意の表情で応えた。そして、右手首に嵌はまったまま、ビクともしなくなった〈アヴァロンの腕輪〉に手を触れる。

　今も、腕輪は禍まが々まがしい漆黒に染まりきっている。あの白銀の輝きとは無縁だった。

　この腕輪を元に戻すことさえできれば、エーコは再びドラゴンの姿となって、空を羽ばたくことができる。

　アッシュを乗せて、一緒に闘うことができる──。

「必ず成功させてみせるわ！」
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　湯浴みを終えたあと、エーコたちは修道院遺跡の最奥部──礼拝堂に集結していた。

　洗い立ての巫み女こ装しよう束ぞくを着用したエーコは、祭壇の前に立ち、呼吸を整える。

　──目の前には、胎はらに子を宿していると思われる聖女像。

　儀式を行う場所については、いくつか候補があったのだが、最終的に、エーコはこの聖女像が祀まつられた礼拝堂に決めた。

　彼女が聖女ロサ・マリアなのか、それとも別人なのかは不明だが、その慈愛に満ちた表情を見ていると、心が安らぐのを覚えたからである。

　礼拝堂の壁際には、アスクレピオスを筆頭に、ナヴィー、ルッカとジェシカ、レイモンとファナが控えている。

「エーコよ。最後に、儂わしから助言を与えよう」

　と、アスクレピオスがエーコの背に声をかけてきた。

　エーコは神妙な気持ちで振り返ると、師と向かい合う。

「高雅であれ！　高潔であれ！　そして、高貴であれ！」

「その言葉、胸に刻んだわ！」

　エーコは胸の前で、ギュッと拳を握りしめた。

　かくして、聖竜鎧アルマダを創つ成くるための儀式が始まる──。





"Be Noble!!! ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十八話　白の塔 ～閃光の〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉～









　黄土色の外壁が特徴的な、東塔の門前にて──。

　ミラベルが塔内の爆弾を解除している間、アッシュはアーニャとともに、機竜が投影する映像に釘くぎ付づけとなっていた。

　一時は生存すら絶望的かと思われたセレスだったが、冥星石プルートウの力を使うことで、起死回生の逆転劇を果たしてみせたのだった。

　仮想ディスプレイには、セレスが勝利した直後の映像が流れている。

　東塔に続き、西塔にも数十名の聖職者が囚とらわれていた。

『おら、さっさと避難しろ！』

　ちょうど今、セレスは彼らを解放しているところだった。言葉は乱暴だが、年寄りに手を貸したり、転んだ子どもを起こしてやったりと、お人ひと好よしな部分を発揮している。

　彼らの背後には、今も大型爆弾が置かれている。

　人質たちは、その物騒な爆発物に見下ろされた状態で、ずっと拘束されていたのだ。自由を得た途端、脱だつ兎とのごとく塔から逃げだしていく──。

　そのとき、アッシュたちの背後で扉が開いた。

　ミラベルとユニスが、東塔から出てきたのである。

「ミラベルさん！　起爆装置は……？」

　アッシュが恐る恐る訊たずねると、ミラベルは厳げん粛しゆくな表情でうなずいた。

「震動探知センサーに魔導センサー、さらには冷却系竜媒魔法オラクルに対するシールド処理……かなり複雑な仕掛けだったけれど、なんとか解除できたわ。ユニスも助手として、よく働いてくれました。わたくしひとりでは、とても手が足りなかったわ……」

「もったいないお言葉です、姫様」

　ユニスは重たげな工具箱を提さげながら、恭うやうやしく一礼する。

「セレスが勝ったのね？」

　ミラベルは仮想ディスプレイに目を留とめると、瞬時に状況を察したようだ。

「はい。一時はどうなることかと思いましたが、見事に勝ちました」

　アッシュは力強くうなずいてみせた。

「では、次は西塔に向かいましょう。こうしている間にも、時間は刻一刻と過ぎ去っているのだから」

　ミラベルは笑顔ひとつ見せることなく、冷静に告げた。

　たった今まで、命を賭けて起爆装置の解除作業に没頭し、成功に導いたばかりだというのに──その眼まな差ざしは、もう「次」を見据えている。

「了解です、ミラベルさん」

　残り時間は──あと二十九分。





　　　　◇






　──聖都の南端に位置する塔。

　通称は「白の塔」である。建築材に使われている煉れん瓦がは白はく亜あで、四つの塔の中では最も壮麗な印象を感じさせる。

　ルクレツィアと次女シャオメイは、互いの力量を計るように、一定の距離を保っている。派手な動きこそ見られないが、しかし、見る者が見れば、両者の間に吹き荒れる闘気オーラを知覚できるだろう。

　と、均衡を崩すためか、それとも単に退屈したのか、シャオメイのほうから話しかけてきた。

「……ふふ。わたくし、自分でいうのもなんですけど──ドＳですのよ」

　ルクレツィアは眉をひそめる。藪やぶから棒ぼうに、この女はなにをいっているのだろう？　こちらを攪かく乱らんさせるのが狙いなのだろうか。あまり意味があるとは思えないが。

「わたくし、他人の顔が苦痛で歪ゆがむところをみると……辛抱たまらないのですわ。特に、相手が高貴な人物であればあるほど……はうぅうん、ゾクゾクするのですわ！」

　どうやら、シャオメイは自分の性癖を明かしたいだけのようだ。

　ルクレツィアは幻滅した気持ちで、言葉を返す。

「……ほう。つまり貴様は、他人に苦痛を与えることで快楽を覚えてしまう、ド変態というわけか。ついでにいえば、相手が高貴だと興奮度が増すというのは、それは貴様が王侯貴族や富裕層に対し、重度の妬みの感情ルサンチマンを抱いていることを意味する。シャオメイとやら……貴様の性根は卑屈だな」

「ふっ。さすがは皇女殿下。腸はらわたが煮えくり返るような切り返しですが、わたくしを甘く見ないことですわ。そんな安い挑発に、乗ると思って？」

「いや、別に挑発という意図はない。ただ単に、事実を口にしただけなのだが──まあ、いい。そろそろ睨にらみ合あいにも飽きたところだ。こんな茶番は、さっさと終わらせるぞ！」

　ルクレツィアは右ペダルを一気に踏みこむと、機竜を発進させた。

　咆ほう哮こうする魔導エンジン。シャオメイ機を目がけて、一直線に駆けだす。

「お生あい憎にく様さま。〝終わらせる〟のは、このわたくし！　皇女殿下は、ただ単に〝終わる〟だけですわよ！」

　泰然と構えたまま、迎え撃つシャオメイ。意外にも、その場を動く気はないようだ。

　シャオメイ機は、他の機竜よりも多数の兵装を積んでいるのが特徴的だった。

　機体の各部から突きだしている銃身は、ざっと見たところ八本。

　どれも大口径の機関銃だと思われる。

　一体、どれだけの弾丸を装そう塡てんしているのか……想像すると、さすがのルクレツィアも冷や汗を覚えずにはいられない。

　装甲にしても、一般機よりもはるかに厚みを感じさせる。わざわざ両肩には楯たてを装備しているほどだ。

　武装を積めば積むほど、当然ながら機体の重量は増す。必然的に機動性は落ちる。それでも、シャオメイは機動性を犠牲にしてまで、過剰なほどの武装を積載した。

　自らを不動の砲台に見立て、圧倒的な火力で敵部隊を鎮圧する──おそらく、それがシャオメイの戦闘スタイルなのだろう。

「なるほど、確かにドＳだな」

　ニッと冷笑を浮かべるルクレツィア。

「行きますわよっ！」

　その甲高い掛け声と同時に、八挺の機銃が一斉に火を噴いた。





　　　　◇






「遅いぞ、アッシュ！」

　アッシュたちが西塔に到着すると、セレスは腕組みをして待ち受けていた。

「人質はすべて解放済みだ。あとはあんたの手に掛かっているぞ……ミラベル殿下」

　セレスはぶっきらぼうな口調で、ミラベルに声をかけた。

　まだユリエル王子の密偵だった頃、セレスはミラベルと剣を交えたことがあった。そんなほろ苦い記憶もあって、つい素っ気ない態度になったのだろう。

「任されました」

　ミラベルのほうは、過去など気にした様子もなく、ユニスを連れて西塔の入場門へと向かった。

「そうだ、北塔と南塔の試合を観みておかないと！」

　アッシュはハッとして、機竜の魔導通信機を起動させる。移動中は、安全のために電源を切っていたのだ。

　最初に投影されたのは、南塔──ルクレツィアと次女シャオメイの戦いのほうだった。

　しばらく会話を続けている様子だったが、ついにルクレツィアのほうが動いた。

　だが──。

　シャオメイ機の圧倒的な火力がルクレツィアに襲いかかったかと思うと、砂さ塵じんが朦もう々もうと舞い上がり、戦況がどうなってしまったのか、映像からは判断できなくなった。

「ルクレツィア!?」

　アッシュは祈るような心境で、灰色に染まった仮想ディスプレイを食い入るように見つめるばかりだった。





　　　　◇






「おーほっほっほっ！　どうやら、あなたがいちばん機竜の扱いに長たけているご様子でしたけど、わたくしの集中砲火からは逃れられませんわよっ！」

　──撃って撃って撃ちまくる。

　それがシャオメイの常勝戦法だ。姉妹たちと比べると、シャオメイの操縦技術が劣るのは否いなめない。その事実は、昔からシャオメイの前に、厳然として立ちふさがっていた。

　決してシャオメイの技量がまずいわけではない。姉妹たちの才能が突出するあまり、周囲にはシャオメイが平凡に映ってしまったのだ。

　そんな自分の弱点を補うために、シャオメイが出した結論が、この戦法だった。

　あえて重装備で戦場に立ち、自らを砲台と化して戦う。

　今ではもう、ボロディンや姉妹たちもシャオメイに一目置いている。シャオメイの援護射撃が加わったことで、〈ゲシュペンスト〉の戦術パターンも一気に増えたのだ。

　なによりも、この戦闘スタイルはシャオメイの性格にぴったりだった。

　大口径の弾丸を容赦なく撃ちまくり、敵兵を薙なぎ払はらう。敵方の戦略拠点を破壊する。

　その結果、戦場で付けられた二つ名が──〈鉄壁の令嬢インプレグナブル・ドーター〉。

「うふふふふ……うふふふふ！」

　戦場における大量殺さつ戮りくと大量破壊は、シャオメイの嗜し虐ぎやく心しんをいつも満たしてきた。

　撃てば撃つほど、シャオメイの笑顔は妖しさを増していく。

　戦場の中心で咲き誇る、一輪の薔ば薇らのように──。

「はぁ、はぁ……帝国の姫様にして、〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉の異名を持つルクレツィア殿下……実はわたくし、あなたのファンでしたのよ。だって、あなたときたら……単に美しいだけでなく、凜りんとした強さも兼ねそなえているのですもの。うふふふふ……！」

　その顔を喜悦に歪ゆがませながら、シャオメイはさらに撃ちまくる。

　石畳が破砕され、四方に吹き飛んだ。

　周囲の民家は屋根も壁も吹き飛んで、もはや住宅としての原形すら失っている。

　それでも、爆弾を仕掛けた南塔だけは巧妙に避けているあたり、シャオメイは決して理性を失っているわけではなかった。

　いや、シャオメイが南塔に弾を当てない理由は、それだけではなかったのである。

「ねぇ、皇女殿下？　実は先ほど、南塔の倉庫で素晴らしいアイテムを発見したのです。うふふふふ、なんだと思います？　ねぇ、なんだと思います？」

　返事はなかったが、シャオメイは構わず続ける。

「それは、大量の処刑器具や拷問器具ですわ！　ああっ！　早く満まん身しん創そう痍いの皇女殿下を素っ裸に剝むいて、鎖につないで、めくるめく拷問を始めたいですわ！」

　さらに乱射を続け、ようやく満足すると──シャオメイは発砲を停止した。

　先ほどとは一転して、南塔の周辺は静かになった。

　それは死を連想させる、暗い静寂だった。

「うふふふふ……お願いですから、この程度で死なないでくださいましね？」

　いまだ晴れない砂さ塵じんのむこう側に向けて、シャオメイが声をかけると──




「なかなかの曲芸だったぞ、シャオメイとやら」




　砂塵を左右に斬り分けて、ルクレツィアが姿を現した。

　その魔剣ユングフラウは、強固な魔導障壁を構築している。

　と同時に、機竜に標準装備されている魔導障壁も展開されている。

　障壁を二重とすることで、シャオメイ機の大口径機銃弾はすべて防がれ、大地に散乱していたのだ。












　普通、あれほどの猛攻を喰くらえば、大抵の兵士は狼ろう狽ばいして、逃げまどう。そして、背中から撃たれて死ぬのだ。

　だが、ルクレツィアは違った。決してシャオメイに背中を見せることなく、物理的にも精神的にも、耐えきってみせたのだ。

「うふふ。それでこそ、わたくしが見こんだ相手ですわ。ますます嗜し虐ぎやく心しんをそそられますわね」

　無論、ルクレツィアが無傷であることを知っても、シャオメイはなんら動揺を覚えなかった。むしろ、戦闘後に待ち受けている「お楽しみ拷問」への期待度が高まったほどだ。

「いっておきますが、こちらの弾切れを狙っているのでしたら、無駄ですわよ？」

　シャオメイは自信たっぷりに宣告した。はったりではない。シャオメイの機竜は火力に特化した特注品である。弾丸の装そう塡てん数なら、他のどの機体にも負けないのだ。

「なにを勘違いしている？　私は将来、帝国を背負う女なのだぞ？　そのような姑こ息そくな手段、思いつきもしなかった」

　ルクレツィアは魔導障壁を解除すると、意外な行動に出た。

「えっ……!?」

　あろうことか、ルクレツィアは──機竜の操縦席から飛び降りたのだ。

「ちょっ!?　どういうつもりですの？　自ら機竜を降りるなんて！」

　この試合が始まって以来、シャオメイは初めて感情を乱されていた。

　ルクレツィア機を観察したところ、装甲の一部は被弾しているようだが、損傷自体は軽微だ。乗り捨てるには早すぎる。

　さては窮きゆう地ちに追いこまれたせいで、自暴自棄になったのだろうか……シャオメイはそんな疑念すら覚えた。だが──。

「なにを驚いているのだ？　確かボロディンは『機竜の使用を許可する』と明言しただけであって、『機竜を降りたら負け』とはいわなかったはずだが？」

　あくまでも、ルクレツィア自身は冷静だった。

「そ、それでは……あなたはまさか、本気で……〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の次女である、このわたくしに……歩兵として挑むつもりですの!?」

　いつしか、シャオメイは沸々とした怒りを覚えていた。

「貴様のように歴史を知らん輩やからに、ひとつ教えてやる。一見、騎兵の前では歩兵部隊など烏う合ごうの衆しゆうにすぎんと思われがちだが、事実は異なる。戦場で歩兵に殺された騎兵は数知れぬのだ」

「なんですって!?」

「昨今、帝国では戦車や装甲車といった陸戦兵器も実用化されている。だがな、見るからに堅けん牢ろうな機動兵器にとっても、やはり歩兵は脅威なのだ。ましてや、搭乗者の身が剝むきだしの機竜においては、いうまでもあるまい！」

「……ふん。確かに一理はありますわね。ですが、わたくしは例外であることを、あなたに教えてさしあげますわ！」

「それは無理だ。なぜなら、私が勝つからだ！」





　　　　◇






「おいおい！　帝国の姫さん……本当に大丈夫なのか？」

　西塔の門前──アッシュ機が投影している中継映像を見つめていたセレスが、不安げな声をあげた。

「なにか考えがあるみたいだけど……」

　アーニャも固唾かたずを吞のんで、仮想ディスプレイに釘くぎ付づけとなっている。

「大丈夫さ。ルクレツィアの目は死んじゃいない。それに──」

　アッシュは自信をもって、断言してみせた。

「ルクレツィアは、いずれ皇帝になる人だからな」

　アッシュの言葉に、セレスとアーニャがうなずいたそのときだった。

「──作業は完了よ、アッシュ」

　西塔の扉が開くと、ミラベルが姿を現したのだ。その背後には、工具箱を提さげたユニスが付き従っている。

「もう終わったんですか!?」

　アッシュは意外に思い、懐中時計を確認した。

　ミラベルとユニスが西塔にこもってから、まだ五分ほどしか経たっていない。

　こんな短時間で、解除に成功したというのだろうか。

「なにを驚いているのかしら？　西塔の爆弾は、東塔の爆弾とまったく同じ構造だったのよ。いちど理解した装置なら、たとえ目を閉じていても分解できるわ」

　涼しい顔で応じるミラベルを前にして、

「天才すぎます、ミラベルさん……！」

　アッシュもアーニャもセレスも、ただただ尊敬の眼まな差ざしを向けるのだった。





　　　　◇






「行くぞ、シャオメイとやら！」

　自らの意志で機竜を降りたルクレツィアは、魔剣ユングフラウを颯さつ爽そうと構えた。

　シャオメイから見れば、正気の沙汰とは思えない。

　だが、ルクレツィアの眼光は熾し烈れつなほどに輝いていた。

「帝国ゼフアロスの次期皇帝に倒されるという栄誉、その身でしかと受けるがよい！」

　ルクレツィアの声が、冷たい大気を凜りんと震わせる。

　魔剣が爛らん々らんと発光し、魔力の波動がルクレツィアの全身を包みこんだ。

「本気ですの？　あんな剣一本で、機竜に乗ったわたくしを倒せると……本気で思っていますの？　うふふふふ、うふふふふふ……！」

　視界が真っ赤に染まりそうなほど、シャオメイは激烈な憤怒に駆られていた。

「わたくし、これほどの侮ぶ辱じよくを受けたのは初めてです！　〈鉄壁の令嬢インプレグナブル・ドーター〉の二つ名にかけて、あなたを絶対に……絶対にぶち殺してさしあげますわあああっ！」

　シャオメイは絶叫すると、手もとのパネルを操作する。

　瞬時にして、シャオメイ機は「集中砲火モード」に移行した。

　重厚な金属音とともに、計八本の銃身が一斉に起動する。黒光りする銃口が、ルクレツィアを狙い澄ました。

　もはやシャオメイは、戦闘後の〝お楽しみ拷問〟を完全に放棄していた。

　一刻も早く、あのふざけた女を八つ裂きにしてやりたい。髪の毛の一本に至るまで。肉の一片に至るまで。衣服の切れ端に至るまで。あの憎たらしい皇女を地上から消滅させてやらねば、気がすまない……！

「挽ひき肉にくにおなりなさいっ！」

　絶叫するシャオメイ。だが、照準器の中央にいるべきルクレツィアの姿が──忽こつ然ぜんと消えている！

「なっ!?」

　シャオメイは本能的に、はるか頭上に視線を飛ばす。

　それは戦士としての勘であり、見事に的中した。

　ルクレツィアは鷹たかのごとく、宙を舞っていた。

　シャオメイが操作盤に視線を落とした、一瞬の隙をついたのだ。

　だが、それ自体は想定の範囲内である。ルクレツィアの身体からだが、南塔の頂点に匹敵する高さに達しているのも、魔剣効果の一種だと思えば納得がいく。

　問題なのは──十二人のルクレツィアが円環のごとく連なって、十二の剣けん尖せんをシャオメイに突きつけていることだった。

「分身!?　いいえ、あれも魔剣効果──どうせ幻術の類に決まっていますわ！　本物さえつぶしてしまえば……！」

　瞬時に状況を判断するシャオメイ。

　確かに、視覚的なインパクトは大したものだ。

　十二人となったルクレツィアが上空を待っている光景には、さすがのシャオメイも度肝を抜かれた。

　だが、上空に身を躍らせた時点で、ルクレツィアの死は確定事項となった。

　魔剣効果を利用して、多少の浮力を得ることはできるだろうし、姿勢制御もできるかもしれない。だが、それがどうしたというのだ？

「わたくしの集中砲火を──舐なめるなぁあああっ！」

　もはやお嬢様口調も忘れ、シャオメイは絶叫する。素早く手もとの操作パネルに手を伸ばすと、すべての銃口を頭上に向ける。一体の本物と、残る十一体の分身──それらすべてを殲せん滅めつしてやるつもりだった。だが──。

「痛つうっ！」

　次の瞬間、信じがたいことが起こった。シャオメイの視界で金色の光輝が弾はじけたかと思うと、両手首と両足首に、それぞれ光の輪が嵌はまっていたのだ。

「うっ、動けない……!?」

　これもルクレツィアの魔剣効果だというのだろうか。

　だが、ルクレツィアが呪文を唱えていた様子はなかった。

　ということは、跳ちよう躍やくする前に……いや、ルクレツィアが機竜を降りたときにはもう、準備はととのっていた──!?

「この程度の拘束魔法に……負けてなるものかぁああああああああああっ！」

　それでもシャオメイは足あ搔がく。

　たとえ両手両足を束縛されたとしても、まだ勝負が決まったわけではない。

　──どごっ！

　シャオメイは渾こん身しんの頭突きで、操作ボタンのひとつを押した。

　ボタンは衝撃のあまり壊れたし、シャオメイの額からは血潮があふれたが、それでも機竜は狙い通りに動いた。

　瞬時にして、機体の周囲に魔導障壁を展開したのである。

　だが、そんなシャオメイの悪あがきを憐あわれむように──まるで雲を割って降臨した天使のごとく、十二人のルクレツィアが次々と言葉を降らしてきた。

「東方より来たりし戦士よ！」

「高慢の罪に囚とらわれし俗人よ！」

「嗜し虐ぎやくの欲望に身を委ねし魔女よ！」

「過去、貴様が他人に与えてきた苦痛……」

「それに匹敵する──」

「否いな！　百倍の誅ちゆう戮りくを！」

「その腐りきった身と心に！」

「叩たたきこんでくれる！」

「吼ほえよ、魔剣！」

「その銘はユングフラウ！」

「さあ、今こそ──」

「我が不敗神話の一節となるがいい！」

　そして──最後に十二の声が、ひとつの言葉を唱和する。




「「「「「「「「「「「「神々の黄昏ラグナロク」」」」」」」」」」」」




　暴風と雷らい鳴めいと竜巻が、同時に発生したかのごとく。

　四方八方より、無数の斬撃がシャオメイ機に襲いかかった。

　怒ど濤とうのごとき連撃を浴びて、

「こっ、このままでは……障壁が保もちませんわ……！」

　もはやシャオメイ機は立ち往生するばかり。

　と、シャオメイが絶望のつぶやきを漏らしたそばから、魔導障壁が消きえ失うせた。

「せいやああああああっ！」

　そして、総勢十二人のルクレツィアが、いっせいに巨剣を振りかぶる。

「きゃああああああああああああっ！」

　ついにシャオメイの口から町娘のような悲鳴が漏れた。

　すさまじい轟ごう音おんとともに──機体の頭部、前ぜん肢しと後こう肢し、そして尾部が、次々と斬り飛ばされていく。支えを失った胴体部は重力に従い、腹から大地に叩たたきつけられた。

「あぐうっ！」

　すさまじい衝撃に身を打たれ、シャオメイは息を詰まらせる。

「その首、討ち取ったり！」

　死神が振るう大鎌のごとく。

　無慈悲な鋼刃やいばの円環が、シャオメイの頸けい部ぶに迫る。

　──カッ！

　自分の首が斬り落とされるという、生々しい感触とともに、シャオメイの意識は闇に吞のみこまれていった。




「……ふん。他た愛あいもないな」

　綺き麗れいに着地を決めたルクレツィア。と同時に分身は解除され、単身に戻る。

「……」

　シャオメイは、今や胴体しか残っていない機竜に突っ伏したまま、泡を吹いている。もちろん、その首と胴体はちゃんとつながっていた。

　ひと思いに殺しても良かったのだが、ルクレツィアは寸止めに留とどめておいた。

　その理由は、自分でもよく解わからない。

　帝国の第五皇女として、幼少の頃から厳格な帝王学を学んできたルクレツィアだ。

　悪逆非道の傭よう兵へいに与えるような慈悲は、一片たりとも持ち合わせてはいない。

　ただ確かなのは、必殺の斬撃を放った瞬間、アッシュ・ブレイクの顔が脳裏をよぎったことである。

「……ふん。アッシュの甘さが、私にも移ったか？」

　ルクレツィアは不本意そうにつぶやくと、帝国製の懐中時計を取りだした。

　──残り時間は、あと二十七分。





"Schwertleite ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十九話　エーコの聖竜鎧アルマダ









　──聖地アルバレス、修道院。

　聖母像が見下ろす祭壇の前で、いよいよエーコは儀式に臨のぞんでいた。

「始めるわ」

　東方に伝わる結けつ跏か趺ふ坐ざという姿勢になると、目蓋を閉ざす。

　心を穏やかに保ちつつ、瞑めい想そうに入る。

　やがて雑念が綺き麗れいに払われて、エーコは明鏡止水とでも形容すべき境地に至る。

　今ではもう、エーコの脳裏には真っ白な闇が延々と広がっていた。

　その中央に、エーコは聖竜鎧アルマダのパーツをひとつずつ、思い描いていく。

『兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート…………背当エスパルダール…………腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ……』

　創そう成せいの手順自体は、アッシュに聖騎甲アークを献けん呈ていしたときと同じだ。

　今度は、献呈の相手が自分自身になったといえるだろう。

『草摺エスカルセーラ……冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール……肘当コダル……前膊当アンテブラーソ…………手甲マノーポラ…………』

　ただしエーコ専用の聖竜鎧アルマダは、過去に祖先が創つ成くった作品よりも、はるかに複雑だ。

　以前、アスクレピオスに指摘された通り、〝人間仕様〟と〝聖竜皇仕様〟──双方の形態を必要とするからだ。

　今のエーコは魔導蛇ウロボロスの影響により竜化ドラグナイズはできない状態なので、最初に顕現させるべきは〝人間仕様〟となる。

　そのため、エーコが唱える呪文は、必然的に聖騎甲アーク献呈のときと類似してくる。

　しかし、ひとつのパーツを脳裏で構築するたび、莫ばく大だいな魔力を消耗していく。

　すべての装甲を物質化マテリアライズしたとき、己の魔力が枯渇してしまわないか──エーコは若干の不安を覚えた。

「股当キホーテ……膝当グアルダ……脛当グレーバ…………鉄靴エスカルペ……………………」

　それでも、もはやエーコに踏ふみ留とどまる気はない。

　──ここまで来たら、なにがなんでも完成に導いてやるわ！

　鋼の意志を胸に秘め、エーコは最後の呪文を叫ぶ。

「拍車エスポラーソ！」

　その刹那、祭壇にまばゆいばかりの閃せん光こうが弾はじけ、烈風が生じた。




「ぬおっ!?　なんという魔力反応だ！」

　目を開けていられないほどの閃光と、轟ごう々ごうと吹き荒れる風に耐えきれず、アスクレピオスは愛用の杖つえをふりかざす。

　瞬時に竜媒魔法オラクルが発動し、魔導障壁シールドを構築した。自分だけでなく、レイモンとファナの身も同時に護まもる。

「大丈夫なのか、エーコちゃん!?」

　アスクレピオスの背後で、レイモンは啞あ然ぜんとしてつぶやいた。

「エーコ様の魔力反応値、急速に上昇中──っ！」

　と、ファナの義眼がボシュッと音をあげた。

「測定不能……測定不能……」

　と繰くり返しつつ、ぐらりとよろめいたファナの身体からだを、

「わわっ、ファナさん!?」

　レイモンが慌てて抱き留とめる。ファナの義眼からは、ひとすじの煙が立ち上っていた。

「やるわね、エーコ。予想以上の成長ぶりだわ……！」

　一方、ナヴィーもすかさず魔力を使い、背後のジェシカとルッカをかばっていた。

「健闘を祈りますわ、エーコさん！」

「わたし、エーコのこと……信じてる」

　ナヴィーの守護を受けながら、ジェシカとルッカは祈るようにつぶやく。

　やがて強烈な光こう芒ぼうと暴風が収まると、今度は寂せき寞ばくとしたひとときが訪れた。

　果たして──祭壇の中央にて。

　エーコは燦さん然ぜんと煌きらめく鎧よろいをまとい、超然と君臨していた。

　見た目は小柄な少女でありながら、その威容はまさしく──

「アヴァロン聖竜皇……！」

　その場に居合わせた誰もが、異口同音につぶやいた。




「成功……したの？」

　エーコは半信半疑ながらも、自分の身体をゆっくりと見下ろす。

　白銀を基調とする装甲に、深紅の縁飾りがひときわ映えている。

　まさしく、エーコが思い描いていたデザインそのものだった。

　鎧でありながらも、女性らしさを忘れてはいないのもポイントだ。

　兜アルメーテに相当するパーツは宝冠テイアラの形状をしているし、首鎧ゴルハールは皇族にふさわしい首飾りとして造型している。

　胸当ペートは女性らしい双丘を象かたどっている。現状、胸もとに少しばかり空洞感を覚えるのは否いなめない。少し見み栄えを張ったわけだが、いずれはフィットするようになるだろう。要するに、希望的観測である。

　そして、背中では深紅のマントが優雅に舞っている。魔導で織り上げられた生地の中央には、アヴァロン聖竜皇家の家紋が描かれていた。

「これが、あたしの聖竜鎧アルマダ……やったわ！」

　エーコは思わず歓声をあげた。

「ついにやり遂げたのね、エーコ」

「さすがですわ、エーコさん！」

　ナヴィーとジェシカが、素直に称賛の言葉を贈る。

「エーコ、とても綺き麗れい……！」

「見ちがえたぞ、エーコちゃん！」

　ルッカとレイモンも、立て続けに喝采をあげる。

「今のエーコ様は、先刻とは別人……ですね」

　義眼から煙を吹きつつも、ファナも感嘆の言葉をかけてくれた。

「みんな……ありがとうっ！」

　エーコは感涙を浮かべつつ、皆のもとに駆け寄ろうとしたのだが──。

「まだ喜ぶのは早いぞ、エーコ！」

　鞭打つように、アスクレピオスが厳然と叫んだ。

　と同時に、エーコも異変に気づいた。

「くっ!?　手首が……痛いっ！」

　右手首に装着している〈アヴァロンの腕輪〉が、明らかに変調を来きたしていた。見るからに不吉な感じのする、漆黒の瘴しよう気きを立ち上らせながら、エーコの手首をギリギリと締めつけてくる。その上、一定周期で紫電を撒まき散ちらしているのだった。












「あぐっ！　どうしたっていうの……!?」

　エーコはその場で膝をつくと、苦く悶もんの喘あえぎを漏らす。

　締めつけによる痛みと、紫電による麻ま痺ひ。二重の苦痛に責められて、エーコは息も絶え絶えとなった。

「エーコさん!?」

　真っ先にジェシカが駆けだして、ルッカとレイモンも続こうとしたが──。

「危険だ！　お主らは近づくな！」

　アスクレピオスが杖つえを掲げ、先走ろうとしたジェシカたちをぴしりと制止する。

「聞くがよい、エーコ！　腕輪に取り憑ついた魔導蛇ウロボロスが、お主の聖竜鎧アルマダに由来する神聖な魔力に拒絶反応を起こしているのだ！　苦しいやもしれぬが、まさしく好機だぞ！」

「それって、つまり……」

　今にも手首を喰くい千切られるのではないか──そんな激痛に耐えながらも、エーコはアスクレピオスの言葉に意識を集中させる。

「そうだ、エーコ！　今こそ聖竜鎧アルマダが秘めし力を使い、その腕輪から魔導蛇ウロボロスを駆く逐ちくするのだ！　今のお主ならば、必ずできるっ！」

「了っ……解よっ」

　エーコは全力を振り絞ると、気合で立ち上がった。

　二本の足で、しっかりと地面を踏みしめる。そして、今もエーコを責せめ苛さいなむ腕輪を、左手で強引に鷲わしづかみした。

「うぁああああああああっ……！」

　たちまち、左手にも激痛が走る。

　電気ショックを浴びたような衝撃が全身を駆け抜けて、再び膝を屈しそうになった。

「負けない……負けないわよ！」

　それでもエーコは耐える。この程度の苦痛など、過去にアッシュと共にくぐり抜けてきた修羅場と比べればなんでもない──と、自分にいい聞かせる。むしろ、この程度で音をあげていたら、アッシュの相パ棒ルとして失格だ。

「魔導蛇ウロボロス……あんたは、あたしから竜族としての矜きよう持じを奪おうとした、卑劣極まりない敵よ。邪道で、陰険で、薄気味の悪い下ゲ衆ス野郎よ！」

　魔導蛇ウロボロスを罵ば倒とうすればするほど、エーコの身には活力が芽生えてきた。

「あんたごときが、竜族の下位種である蛇を名のること自体、おこがましいと気づきなさい！　あんたなんかは、ただの蛆うじ虫むしで充分よ！　さっさと出てくるがいいわ！」

　エーコの毒舌が気に障さわったのか、魔導蛇ウロボロスはますます紫電を撒き散らす。

　だが、もはやエーコは怯ひるまない。

「あんたはあたしが──踏みつぶす」

　そして、エーコは聖竜鎧アルマダに蓄積された魔力のすべてを漆黒の腕輪に注ぎこむ。

　──カッ！

　その直後、エーコの身を中心として、大爆発が発生した。




　──今も黒煙に覆おおわれている爆心地。

「……！」

　レイモンもジェシカもルッカも顔面蒼そう白はくとなって、声すら失っていた。

　あの閃せん光こうと爆風は、修道院の円蓋にまで達していた。

　壁際には、脚部をへし折られた聖母像が、無惨にも転がっている。その有り様は、地面に倒れてもなお、胎児を護まもるべく必死になっている妊婦を想起させた。

　レイモンたちが無事で済んだのは、アスクレピオスが再び魔導障壁シールドを展開してくれたからに他ならない。

　だが、エーコ自身は？　あれほどの大爆発の中心に、エーコは立っていたのだ……。

「──エーコなら大丈夫よ」

　と、ジェシカたちの背後から、ナヴィーの冷静な声が聞こえた。

　皆がハッとして振り返ると、ナヴィーはエーコを横抱きにしている。

　爆発の直前、ナヴィーは防御をすべてアスクレピオスに任せ、自分はエーコの救出に向かったのだった。

　既にエーコの聖竜鎧アルマダは消失し、あの巫み女こ装しよう束ぞく姿に戻っているが、見たところ無傷のようだ。レイモンをはじめ、一同はホッと胸を撫なで下おろした。

「やったぞ、エーコ！」

　アスクレピオスが歓声をあげた。その声に導かれるように、一同はエーコの右手首に視線を留とめる。そこに嵌はめられた〈アヴァロンの腕輪〉は──見事、白銀の輝きを取り戻していたのである。

『──ふっ』

　と、いまだに朦もう々もうと漂っている爆煙の向こうから、不気味な笑い声が響いた。




「──!?」

　誰もがハッとして、黒煙のヴェールに視線を向ける。

　今の笑い声は、この場にいる誰のものでもなかった。

　ならば、爆心地で笑い声を漏らしたのは、何者なのか？

　やがて、視界がクリアになったとき、

「あれは……!?」

　エーコはナヴィーに抱きかかえられたまま、絶句する。

　祭壇が設置されていた場所には、漆黒の球体が鎮座していた。

　とてつもなく巨大な球体で、明らかに自然の産物ではない。

　邪悪な魔導の力を、エーコは肌で感じた。

　その異様な球体の頂上には、漆黒のドレスに、機械仕掛けの槍やりを携えた少女が、妖しげな微笑を浮かべながら、悠然と腰かけていた。

『おめでとう──とでもいうべきかな、幼竜エーコよ？』

「なっ、あんたは！」

　その少女を、もちろんエーコは知っていた。

　エーコの腕輪に魔導蛇ウロボロスを仕掛けた張本人。

　ゼファロス帝国の第六皇女──アンネゲルトであった。





"The Armada of Eco ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第二十話　赤の塔 ～シルヴィアの苦闘～









　──聖ロサマリア大聖堂、祭壇の間。

　機竜兵に監視されている人質たちもまた、仮想ディスプレイに注目し、ボロディンが提案したゲームの動向を、固唾かたずを吞のんで見守っていた。

　そんな人質の中でも、アッシュたちを逃がした際の騒動に加担した四人──レベッカ、オスケイア女王、ヴェロニカ、そしてマックスは両手首を縛られ、今も厳重な監視下に置かれている。次に妙な真ま似ねをしたら、即座に撃たれてしまうだろう。

「……むう。あのメイリンとやら、他の姉妹とは格が違うな」

　と、ヴェロニカが眉根を寄せた。鷹たかのような視線の先には、仮想ディスプレイ──シルヴィアとメイリンの姿が映しだされている。

「ランスロットと一緒ならともかく、今のシルヴィアが頼れるのは、初めて乗った機竜のみ。確かに、分が悪いですね」

　相づちを打ったのは、レベッカだ。

「竜族たちはあの調子ですしね……いや、どちらにせよボロディンが課したルールのせいで、竜族には頼れませんが」

　最も端に位置するディスプレイを眺めつつ、つぶやいたのはマックスだった。

　そこには、先ほど敵の旗き艦かんレクス＝ゴライアスに攻撃を仕掛け、返り討ちにあった四体のドラゴン──クー・フリン、トリスタン、ランスロット、アリアンロッドが映しだされていた。今は聖都近郊の平原に横たわり、回復魔法で怪け我がを癒いやしている。

　用意周到な〈ゲシュペンスト〉は、あんな平原にまで魔導工学式カメラを仕掛けていたのだった。

「大丈夫さ。シルヴィアなら心配は要らない。彼女だって、この一年の間に随分と成長しているんだ。その事実は、僕たちがいちばん知っているはずだろう？」

　オスケイア女王は、今は威厳のある女王ではなく、騎竜学院生である「オスカー」の目をしていた。

「そうだな、オスカーのいう通りだ」

「ですね」

　微笑とともに、レベッカとマックスはうなずく。

「ご覧よ、ヴェロニカ王女。シルヴィアの友人であり、仲間である我々が、彼女を信じているんだ。実の姉であるあなたが信じなくて、どうするんだい？」

　オスケイアの自信たっぷりな言葉に、

「ふん。貴様のような青二才に、いわれる筋合いはないぞ」

　そっぽを向いてしまうヴェロニカ。

「おやおや、素直じゃないなぁ──まあ、いいか」

　ヴェロニカの横顔に、かすかな微笑が浮かんでいるのを、オスケイアはちゃんと気づいていたのだった。
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　──聖都エスパーダの北端にそびえ立つ、「赤の塔」。

　その外壁はワイン・レッドに覆おおわれて、抜けるような青空と好対照を為なしている。一般的な赤あか煉れん瓦がよりも、はるかに深みのある色合いだった。

　その鮮烈な塔の門前で、シルヴィアとメイリンは対たい峙じしていた。

　長女にふさわしく、メイリンは落ち着いた雰囲気を漂わせている。手足もすらりとして長い。妹のマオと並んだら、母子に見えるかもしれない。

「くっ！」

　既に何度か小競り合いを繰くり返したが、シルヴィアは手応えを感じられずにいた。

　現状、メイリンはシルヴィア機に対し、たったの一撃すら許してはいない。

　今もメイリンは泰然として、操そう縦じゆう桿かんを握っている。

　対照的に、シルヴィアは自分の操縦がぎこちないことを、嫌というほど感じていた。

　なんとか機竜の基本操作は把握できたものの、いきなり実戦というのは荷が重い。相手が〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の筆頭ともなれば、なおさらである。

　問題なのは、それだけではなかった。シルヴィアはどうしても、装甲機竜マシーネンドラツヘに対する抵抗感を打ち消すことができないのだ。

　──どうして、私はこんな機械兵器に乗っているのだろう？　ランスロットこそが、唯一無二の相パ棒ルなのに……。

　そんな思いが、どうしても胸をよぎってしまうのだった。

　と、メイリンが抑揚に欠けた口調で、声をかけてきた。

「……最初から結果が見えている試合に臨のぞむなど、理解不能であります。あなたの操縦技術は、〈ゲシュペンスト〉の新兵にさえ劣ります」

「むぐっ！　ランスロットさえいれば、お前ごとき！」

「ドラゴンに頼らなければなにもできない──そのような王族を、民衆が支持すると思うでありますか？　だとしたら、頭の中がお花畑だといわざるを得ません」

「かっ、金で戦争を請け負うような輩やからに、侮ぶ辱じよくされるいわれはないぞ！」

「どうして、お金で戦争を請け負ったら駄目なのです？　これは純粋に、需要と供給の問題でありますよ。次期騎士王パラデインと目されている王女にしては、浅慮といわざるを得ないであります」

「なんだと!?」

「それに、わたくしたちが代理で戦ったおかげで、死なずにすんだ正規軍兵や市民もたくさんいるであります。彼らは純粋に、我々に感謝しているであります。それに、ヴェロニカ第一王女が設立した騎士国外人部隊もまた、国家が運営しているという違いこそあれ、立派な傭よう兵へい組織でありますよ？」

「くっ……無論、私とて傭兵稼業を否定する気はない！　だが、お前たちのように、高度に組織化された企業は危険だ！　現に〈デミウルゴス〉のような魔導結社の手先となって、世界に仇あだを為なしているではないか！」

「…………」

「利益重視ならばこそ、〈デミウルゴス〉が〝世界の敵〟であろうと平気で手を組んでしまう！　ましてや、いずれお前たちのような企業が増えれば、今度はお前たちの懐を潤すためだけに、意図的に戦争が引き起こされるような事態も起こり得るぞ！」

「否定はしません。が、この世にはボロディン様のように、戦場でしか生きられない……そういう人間も存在するであります。温室育ちのお姫様には、永遠に理解できない世界だと思いますが──」

　そこで言葉を切ると、メイリンは手もとのスイッチを押す。

　──ヴーン……。

　不思議なノイズとともに、機竜の顎の両脇からブレイドが展開された。

　それは、魔力で構築された刃だった。

　たとえるならば、ウルスラ団長の神剣フラガラッハに近いだろうか。あれほど薄型ではないし、洗練されてもいないが、原理的には同じだろう。

「まさか、魔導工学式のブレイド……なのか!?」

「その通り。岩だろうが鋼鉄だろうが破断する、特注品でありますよ」

　その瞬間、ずっとシルヴィアの攻撃を適当にいなしていただけのメイリンが、ついに攻撃に転じた。

　──どうんっ！

　メイリン機が激しく大地を蹴る。

　美しく敷き詰められた石畳を砕きつつ、シルヴィア機を目指して猛進してきた。

　──速い!?

　シルヴィアは虚を衝つかれたものの、かろうじて左方に回避する。

「しまった！」

　だが、操そう縦じゆう桿かんを左に切りすぎてしまい、機竜は大きくバランスを崩す。そのまま、塔の壁面に突っこんだ。

　轟ごう音おん。煉れん瓦がを組み上げた壁は、機竜の直撃に耐えきれず、崩壊を余儀なくされた。

「うわあああああっ！」

　シルヴィア機は壁を破砕しながら、塔の内部に転がりこむ結果となった。

「うぐっ……」

　衝撃の大半は機竜が受けとめたが、シルヴィア自身もダメージを負った。しばらくは呼吸もままならなかったが、周囲の状況を把握すべく、素早く視線を巡らせる。

　一階フロアの最奥には、巨大な魔導式爆弾が設置されている。その周囲には、拘束された聖職者たちが数十名、老若男女を問わず集められていた。

　人質たちは一様に、シルヴィアに祈るような眼まな差ざしを向けている。

「塔内に人質が!?　どこまで卑劣な連中なのだ……！」

　シルヴィアが沸々と怒りを覚えていると、メイリン機が塔内に足を踏み入れた。

「屋内戦に持ちこむつもりでありますか？　……いえ、むしろ操縦に失敗しただけのように見受けられますね」

　図星を指され、シルヴィアはカッと羞しゆう恥ちを覚えた。

「そもそも人質の真っ正面で機竜戦を行えば、容赦なく巻きこむことになります。わたくしとて、この愛機子をロサ・マリア教徒の血などで穢けがしたくはありません。回避を推奨するでありますよ」

「いわせておけば！」

　シルヴィアは素早く機竜を起こすと、フロアの右方向に向けて疾駆させた。先ほど屋内に視線を巡らせた際、そこに階段の上り口を認めたからだ。

　シルヴィアは迷うことなく、そこに飛びこんだ。

　階段の幅は、大人が五人は並べるほどには広いが、機竜には狭い。装甲の表面で両壁をガリガリと削りながら、石段を数段飛ばしで駆け上がる。

「うぐっ……」

　激しい縦揺れに、思わず酔ってしまいそうになったが、シルヴィアは堪こらえた。踊り場でくるりと機体を旋回させると、二階フロアを目指してさらに駆け上がる。

「気が触れたでありますか、シルヴィア王女？　二階にあるのは、異教徒の監禁に使っていた牢ろう獄ごくくらいのものですよ？」

　と、階下からメイリンの声が聞こえてくる。全力で二階を目指すシルヴィアとは対照的に、腹が立つほど落ち着いた口調だった。

　あえてメイリンの言葉を無視すると、シルヴィアは階段を上りきった。滑りこむようにして、二階フロアに機体を躍らせる。

「ここは!?」

　まず、フロア全体に視線を巡らせた。

　正面には、一本の通路。

　天井は高く、道幅も広い。機竜を走らせるのに不都合はない。

　通路の両サイドには、入口に鉄格子をはめられた部屋がずらりと並んでいる。

　先ほどメイリンが告げた通り、どう見ても牢獄だった。

　さすがに、時代の流れとともに苛酷な異端審問は禁止されたため、収容されている者は見あたらない。おそらく現代人への教訓として、あえて保存しているのだろう。

　とはいえ、おぞましい気配はまざまざと残っている。

　まるで、幽霊でも出てきそうな雰囲気ではないか──。

「臆しましたか？」

　と、メイリン機が階段の降り口に現れたかと思うと、シルヴィアの心を見透かしたように訊たずねてきた。同時に突進！

　メイリン機の魔導ブレイドが、シルヴィア機の肩部装甲をかすめる。

　──ジュッ！

「うぐっ！」

　ほんの少しかすめただけで、装甲の一部は溶解していた。

　回避が一瞬でも遅れていたら、装甲は呆あつ気けなく斬り飛ばされていただろう。

「遅いであります」

　と、息つく暇もなく、すぐさま第二撃が襲いくる！

　シルヴィアはギアをリバースに入れると、右ペダルを全力で踏みこんだ。

　魔導エンジンが野太い唸うなりを発し、機体は素早く後退。

　メイリン機の魔導ブレイドを、紙一重で回避する。

　──やったぞ！

　シルヴィア自身が目を疑ったほど、上う手まくかわすことができた。

　と同時に、メイリン機に隙が生じた──と見えたのも束つかの間ま、

「今のはまぐれですね」

　メイリンは卓たく越えつした操そう縦じゆう桿かんさばきを披露して、瞬時に機体を制御してみせた。

「どうしますか、王女殿下。今ならまだ、降伏の余地もありますが？」

　再び、魔導ブレイドがシルヴィア機を狙い澄ます。

　こうして一本道で対たい峙じすると、鉄壁のごとき威容を感じさせた。メイリン機とシルヴィア機──機体のサイズは同格であるにもかかわらず、だ。

「…………」

　シルヴィアは唇を嚙かみしめた。

　認めざるを得ないが、機竜戦闘の技術では、自分などメイリンの足もとにも及ばない。あの魔導ブレイドにしても、直撃を喰くらったが最後、シルヴィア機など真っ二つにできるだろう。

　勝機があるとすれば、この塔内のどこかで、地形的に有利な場所を確保することくらいだが……そのような場所が本当にあるのだろうか？

　少なくとも、二階フロアにそのような場所はなかった。こんな一本道に留とどまるのは、自殺行為に他ならない。

　──ならば！

　シルヴィアはちらりと後方に視線を巡らせる。

　通路の突き当たりには、塔の三階へと至る階段の上り口があった。

　破れかぶれでメイリン機に突っこむか。

　もしくは、三階フロアの地形に望みを託すか。

　シルヴィアは機体を反転させると、階段の上り口を目指して一直線に駆けだした。

　傍から見れば、背を向けて逃げだしたようにしか見えないだろう。が、体面を気にしている場合ではない。射撃に備えて操縦席に突っ伏しながら、とにかく機竜を走らせる。

「……懲りない人でありますね」

　メイリンは嘆息したものの、跳ちよう弾だんを警戒したのか、あるいは弾の無駄遣いを嫌ったのか──撃ってはこなかった。あくまでも泰然として、シルヴィア機を追ってくる。

　──考えろ！　考えるのだ、シルヴィア・ロートレアモン！　どうすればメイリンに勝てる!?　あいつが余裕ぶっている今だけが、チャンスなのだぞ！

　石段の上り口を目指しつつ、シルヴィアは思考を巡らせる。

　ふと、手もとの赤いボタンが目に入った。

　──このボタンは、確か……！
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「ルクレツィア！」

　白はく亜あの外壁が目立つ南塔──その正面で、アッシュはルクレツィアと再会した。

　アッシュたちと擦れ違うようにして、塔内に囚とらわれていた人質たちが逃げだしていく。

「おお、アッシュではないか。ミラベル殿下たちも、無事でなによりだ。ちょうど今、人質を解放したところだぞ」

「それでは、わたくしの出番ね。行くわよ、ユニス」

「はい、姫様」

　ミラベルは迷うことなく、南塔に入った。続いて、ユニスが内側から門を閉ざした。

　南塔の前には、アッシュ、ルクレツィア、アーニャ、そしてセレスが残された。

「すごかったよ、ルクレツィア。まさか、あんな技が使えたなんて」

　アッシュは改めて、ルクレツィアに称賛の言葉を贈る。

「ふん。私としたことが、いささか大人げなかったかもしれんな」

　そういって、ルクレツィアはちらりと右方向に視線を飛ばした。

　ルクレツィアの必殺技「神々の黄昏ラグナロク」に倒されたシャオメイが、機竜の残骸に埋もれるような状態で、ぶっ倒れていた。

　真剣勝負の結果とはいえ、シャオメイの醜態には、どことなく滑稽な雰囲気が漂っている。アッシュもアーニャもセレスも、思わず苦笑を誘われてしまった。

　と、ルクレツィアはアーニャとセレスに微笑を向けた。

「その様子だと、ふたりとも見事に勝利を収めたようだな。もはや〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉で残っているのは、長女だけか」

「そうだ、姫様とメイリンの試合を見てみよう！」

　アッシュは手もとの魔導通信機を操作すると、〈ゲシュペンスト〉の魔導通信網に接続する。しばらくすると、シルヴィアとメイリンの試合場──北塔の様子が、空中に映しだされた。

　どうやら、そこは北塔の内部のようだ。一本道の両脇には牢ろう獄ごくが並んでいる。人質や爆弾が見あたらないので、一階ではなさそうだが……？

　と、メイリン機の猛攻に耐えかねたのか、シルヴィアは機体を反転させると、脱だつ兎とのごとく逃げだした。

「姫様!?」

　シルヴィアらしからぬ行動だと思ったが、アッシュはすぐに納得した。シルヴィアは単に逃げたのではなく、場所を階上に移すつもりなのだ。

「ふむ……。あのメイリンとやら、攻撃自体は地味だが、一挙一動に無駄が無い。妹たちのように奇をてらうタイプではなさそうだ。スポーツ選手に喩たとえるなら、基礎を徹底的に叩たたきこまれたタイプといえよう。それゆえに──強い」

『がーはっは！　さすがは帝国の皇女殿下、なかなかの分析力だ！』

　と、アッシュたちの会話を傍受していたらしく、魔導通信機からボロディンの呵か呵か大たい笑しようが響いてきた。ノイズが交じっているため、ひどく耳障りだった。

『皇女殿下のいう通り、メイリンの強さは基礎力の高さだ。なんといっても、この俺様が直々に鍛えてやったんだからな！』

　ボロディンの口調は、まるで我が子を自慢する父親のようだった。

「まずいな、アッシュ。このままでは、シルヴィアに勝機はない。シルヴィアの真価は、あくまでもランスロットに騎乗したときでなければ発揮できぬのだろう……」

　さすがのルクレツィアも表情を曇らせている。

　アーニャとセレスも固唾かたずを吞のんで、仮想ディスプレイを見つめていた。

「いや。大丈夫さ、ルクレツィア」

　それでも、アッシュはあえて不安な顔は見せることなく、力強く応じた。

「姫様だって、この一年間で数々の修羅場をくぐり抜けてきた経験があるんだ。姫様は決して、相棒ランスロツトがいなければなにもできないような、柔やわな女の子じゃないさ」

「むっ、随分と自信たっぷりではないか。まるで、シルヴィアのすべてを知り尽くしているかのような……やはり、既にお前たちはただならぬ関係なのか？」

　ルクレツィアは、なぜだか鷲わしのように鋭い目をして訊たずねてきた。

　アーニャとセレスも、「むぅ～」と興味津々の様子で、アッシュの顔を凝視している。

「ど、どうしてそういう話になるんだ!?　いっ、今はそういう話をしてるときじゃないだろ？　あっ、姫様が階段を上りきったぞ！」

　アッシュは〝視線の檻おり〟から逃れるべく、女性陣の注意を仮想ディスプレイのほうに促うながすのだった。
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「ここは一体……？」

　新たな階層に到着するなり、シルヴィアはゾクリと悪寒を覚えた。

　見わたす限り、三階フロアは殺風景な広間だった。

　天井がおそろしく高い。光源といえば、天窓と小窓がいくつかあるだけで、そこから射さしこむ陽光は貧弱なものだった。そのため室内は薄暗く、空気もどんよりと澱よどんでいる。

　壁のあちこちには、剣や斧おの、槍やりといった武器が掛けられていた。

「──この塔の三階は、かつて処刑場として使われていたであります」

　と、メイリン機が階段の降り口に現れた。

「処刑場……だと？」

　シルヴィアは、ごくりと唾を吞のみこんだ。

　よく見ると、床の石畳には無数の血痕が染みついている。ならば、壁に掛けられている武器の数々は、すべて異教徒の首を斬り落とすための道具なのだろう。

　その事実に気づいた瞬間、気温が数度は下がった気がした。

　いや、それ以上に問題なのは、ここが平へい坦たんな広間にすぎないことだ。二階と比べれば戦いやすいが、それはメイリンも同じである。

　シルヴィアにとって有利な地形を確保する──その目もく論ろ見みは、呆あつ気けなく崩れ去った。

「このように血ち腥なまぐさい場所を戦場に選ぶとは……墓穴を掘ったでありますね」

　──どんっ！

　メイリン機が床を蹴って肉迫する。その瞬発力は、むしろ野性の豹ひようを思わせた。顎がく部ぶの左右から突き出た魔導ブレイドが、見る見るうちに迫る。

　シルヴィアは腹をくくると、標準装備の鋼鉄製ブレイドを起動させた。

　ジャコッ！　と重厚な金属音。機体の顎の両側に、銀色の刀身が展開される。

「無駄であります」

　直後、魔導ブレイドと鋼鉄製ブレイドが交錯！

　──ジュッ！

　鋼が超高熱に融と解かされるノイズを、シルヴィアは確かに聞いた。

　一瞬にして、シルヴィア機の鋼鉄製ブレイドは斬り飛ばされていた。

「この程度で終わると思ったら、大間違いでありますよ」

　その冷徹な表情とは裏腹に、怒ど濤とうのごとく連撃を繰くり出すメイリン機。

　装甲のあちこちを融と解かされつつも、なんとか耐えるシルヴィア機。

　次の瞬間、もう一本の鋼鉄製ブレイドも破断されてしまった。

「このまま押し切るであります」

　と、さらに機体を加速させるメイリン。

「消えた……だと……!?」

　ハッとして、我が目を疑うシルヴィア。

　機体の挙動が速すぎて、動体視力が追いつかない……！

「光こう刃じん乱らん舞ぶ」

　その直後、ささやくような声がシルヴィアの耳じ朶だに届いた。

「──!?」

　生皮を剝はぐように、シルヴィア機の周囲で次々と光の刃やいばが閃ひらめく。肩部、胴体側面、前ぜん肢しと後こう肢し……主要な装甲が、次々と斬り裂かれていった。

　そして、暴風が収まったときには──。

　シルヴィア機は、丸裸も同然の状態にされていた。もはや機体は、頭部と操縦席、内部機構、そしてフレーム部しか残されていない状態である。

　地竜アーシアにたとえるなら、鱗うろこと革を剝がれた挙げ句、頭と骨と内臓しか残されていないようなものだろう。

「ブザマですね。そんなガラクタに騎乗していては、〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉の二つ名が泣くでありますよ？」

　魔導式ブレイドを爛らん々らんと光らせつつ、メイリンが冷淡な眼まな差ざしを向けてくる。

「……それはどうかな？」

　ここで初めて、シルヴィアは口もとに微笑を浮かべてみせた。

　ほんの一瞬、メイリンは眉根に皺しわを寄せたが、

「強がりだけは、一人前でありますね」

　溜ため息いき交じりにつぶやくと、これがトドメだとばかりに突進してきた。




　もはや自分の勝利を確信しつつ、メイリンは愛機を疾駆させる。

　ただし、シルヴィアがどうして微笑を見せたのか、その理由だけは解わからない。

　どこか釈然としないのも、事実だった。

　──いえ、はったりに決まっているであります。今の彼女に、対応策など残されているはずもありません。

　胸のうちで涌わいた疑念を打ち消すと、メイリンは限界まで右ペダルを踏みこむ。

「ふぅ……少しは期待していたのですが、つまらない戦いでした」

　自機がシルヴィア機の正面に達すると同時に、メイリンは操そう縦じゆう桿かんを左方に切る。

　あとはシルヴィア機の真横を通過するだけで、シルヴィア機は肩部から臀でん部ぶにかけて、地面と水平に斬り裂かれることになる。

「光こう刃じん疾風」

　さりげなく、メイリンが技名を唇に乗せたそのときだった。

「うぉおおおおおおおおおおっ！」

　シルヴィアが気迫の叫び声をあげると、予想外の挙動を見せたのだ。機首を右方向に振ると、メイリン機の進路を妨害すべく立ちふさがる。

　これでメイリン機は、シルヴィア機の真横を通過できなくなった。

「バカな！」

　メイリンが虚を衝つかれたときにはもう、

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　互いの機首が真っ向から衝突し、機体の各部が悲鳴をあげる。

「ぐうっ！」

　メイリン自身、耐ショックの姿勢に移行することで、かろうじて転落は免まぬがれた。一瞬でも判断が遅れていたら、メイリンの身体からだは宙を舞っていたことだろう。

「なんという無む茶ちやを……！」

　さすがのメイリンも頭に血を上らせて、シルヴィア機に苛烈な眼まな差ざしを送る。

　常識的に考えれば、装甲を失っているシルヴィア機は、為なす術すべもなく吹き飛ばされていたはずだ。

　ところが、シルヴィア機は揺らぐことなく、メイリン機に食らいついている。

　よく見ると──シルヴィア機の前まえ肢あしは左右ともに、メイリン機が誇る魔導ブレイドの付け根を握りしめていた。

　付け根の部分は魔導ブレイドの発生装置なので、鷲わしづかみにしてもシルヴィア機の前肢は無事である。

「どうだ、メイリン！」

　シルヴィアが誇らしげに叫ぶ。あれだけの衝撃を受けてもなお、操縦席にしがみついていられたのは、優秀な竜騎士ドラグナーだから……だろうか。

　今ではもう、メイリン機とシルヴィア機は膠こう着ちやく状態に陥っていた。

　と同時に、メイリン機が繰くり出す寸前だった機竜技──「光こう刃じん疾風」もまた、シルヴィアの機転により完全に封じられる形となった。

　メイリンは愕がく然ぜんとしながらも、思考を巡らせる。

　──くっ！　あのタイミングで正面衝突を狙ったということは、この魔導ブレイドの欠点を把握していたわけで……あんな短時間で、見抜いたというのですか？

　そう、鋼鉄をも破断できる魔導ブレイドだが、欠点がないわけではない。

　この魔導ブレイドは、メイリン機の顎の両側から、左右に向けて展開されている。

　仕様上、ブレイドの向きは固定されていて、操作は不可能。

　そのため、魔導式ブレイドを最も効率よく使うには、敵機の真横を駆け抜けるのが一番だった。

　無論、そこには予備動作が生じる。「光こう刃じん疾風」の場合は、敵機の直前まで進行したあと、さりげなく横方向に転進したのが、予備動作に相当する。

　無論、メイリンは技を極めているため、予備動作といえども一瞬にすぎないのだが──シルヴィアは見事、その隙を衝ついてきた。

　敵ながら天あつ晴ぱれとしかいいようがない。

　──いえ、それだけではありませんね……。

　そして、もうひとつ。

　メイリン機の魔導ブレイドを完全に封じるためには、まさしくシルヴィアが実践してみせた通り、正面衝突を狙うのが最適解なのだった。

「どうやら、少しあなたを見くびっていたようです。……が、これで勝ったつもりなら笑止千万でありますよ！」

　メイリンは右ペダルを踏みこむと、じりじりとシルヴィア機を押していく。

　装甲を失ったシルヴィア機は、メイリン機よりもずっと軽くなっている。力比べをすれば、メイリン機のほうが重い分、圧倒的に有利なはずだ。

　このまま力でねじ伏せれば、シルヴィア機を引きはがすことは充分に可能だと、メイリンは計算したのだった。

　なんなら、このままシルヴィア機をひねり潰しても構わない。

「このメイリンに一矢報いた──その点だけは、称賛に値するであります」

「……一矢だと？　違うな、メイリン！　私がお前に与えるのは、絶対的な敗北だ！」

　シルヴィアの気迫に呼応したわけではあるまいが、その直後──。

　──がきぃっ！

　シルヴィア機の口こう蓋がいが大きく開き、メイリン機の頸けい部ぶに食らいついた。

　機体同士の密着度が増し、ちょっとやそっとでは離れなくなってしまう。

「くっ……無駄な悪あがきを！」

　さすがのメイリンも、戸惑いを隠せなかった。シルヴィアの意図が読めない。そんな風に食らいついたところで、膠こう着ちやく状態が続くだけではないのか。

「さて、と……本番はここからだ」

　と、シルヴィアのつぶやきが聞こえてきた。

　先ほどとは一転して、冷静な口調だった。

「まさか、あなたは……!?」

　メイリンの操縦席から、シルヴィアの手もとを見ることはできない。だが、シルヴィアがこれからなにをしようとしているのか、メイリンはようやく気づいた。

　おそらく、シルヴィアはあのボタンを押すつもりなのだ。

　メイリン機にも搭載されている、真っ赤なボタンを。

　案の定、シルヴィア機が警告のブザーを発すると、カウントダウンの電子音が聞こえてきた。あと三十秒で、シルヴィア機は爆発する……！

「愚かな！　わたくしを道連れに、死ぬ気でありますか!?　そんなことをしても、聖都は救えないでありますよ？」

「こうでもしなければ、お前には勝てぬからな！」

「バカでありますか!?」

「〝勝利をつかむためならば、いくらでもバカになれ！〟──我が家の家訓……ではなかったな。危うく捏ねつ造ぞうするところだった」

　シルヴィアは会心の笑みを浮かべると、改めて宣言してみせた。

「私の言葉だ！」




　そして、ちょうど三十秒が経過して──。

　シルヴィア機が壮絶な爆発を起こすと同時に、北塔の三階部分の壁が吹き飛び、そこから盛大な爆風がほとばしった。





　　　　◇






「おいおい、噓うそだろう!?」

「そんな！　あの姫様が自爆するなんて……」

　セレスとアーニャは愕がく然ぜんとして、空中に投影された衝撃映像に釘くぎ付づけとなっている。

　もはや仮想ディスプレイには、三階部分からもくもくと煙をあげる北塔しか映されてはいない。三階フロアに設置されたカメラなど、一瞬で消滅したのだろう。

「……いや、姫様がなんの考えもなく自爆するはずがない」

「──アッシュのいう通りよ」

　ちょうどそのとき、南塔の門が開いて、ミラベルが姿を現した。

「ミラベルさん！」

　アッシュが叫ぶと、一同もミラベルを振り返る。

　ミラベルが南塔にこもってから、およそ五分。その凜りんとした表情を見れば、東塔と西塔に続いて、無事に起爆装置を解除できたのは、もはや聞くまでもなかった。

　姫君の背後、重たげな工具ケースを提さげながら、楚そ々そとして控えるユニスの顔からも、一仕事を終えたという達成感が伝わってくる。

「大義であった、ミラベル殿下。かくも短時間で解除できるとは、さすがは〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉だ。その二つ名、我が帝国にも届いているぞ」

　ルクレツィアが感嘆の表情で健闘をたたえると、

「光栄です、ルクレツィア殿下。ですが、今はわたくしのことよりも、シルヴィアから目を離さないでやってください」

　ミラベルは涼しげに応じた。そして、仮想ディスプレイのほうを指さす。

「画面が切り替わったわよ──」

　ミラベルにうながされ、アッシュたちは改めて映像に視線を戻した。

　果たして、シルヴィアとメイリンは──

　北塔が見下ろす広場の中央で、互いに睨にらみ合あっていた。

　どちらも煤すすまみれで、衣服もあちこちが破れ、艶なまめかしい姿となっている。

　それでも、両者とも致命的な怪け我がは負っていないようだ。

　爆発する寸前、ふたりそろって窓から脱出したらしい。両者とも、三階の高さから飛び降りたにもかかわらず無事だったのは、日頃の訓練の賜たま物ものだろうか。

　と、ルクレツィアが納得顔でつぶやく。

「……なるほどな。シルヴィアは見事、メイリンから機竜を奪うことに成功したというわけだ。メイリンは超一流の機竜兵。これ以上、奴やつと同じ土俵で闘うのを避けるためには、ああするしかなかったのだな。さすがは〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉……といいたいところだが」

「なにか気になるのか、ルクレツィア？」

　アッシュが不安に思って訊たずねると、ルクレツィアは重々しくうなずいた。

「あのメイリンとやらは、間違いなく歩兵としても一流だぞ？　身のこなしを見れば一目瞭然だ。そもそもボロディンの副官を務めるほどの逸材が、白兵戦に弱いとは思えぬ」

「それは、確かに……」

「一方、シルヴィアはどうだ？　竜騎士ドラグナーであるシルヴィアは、白兵戦には不慣れなのではないか？　結局のところ、機竜戦から白兵戦へと移行しただけで、シルヴィアの不利は変わっていない。果たして、シルヴィアに勝算はあるのか……？」

　ルクレツィアの分析を裏付けるように、空中に絶望的な映像が投影された。

『──これで終わりです、シルヴィア王女。この試合、拳銃を使ってはならぬというルールはありませんから』

　メイリンが、懐に忍ばせていた小型拳銃サイドアームを抜いたのである。





　　　　◇






「正直なところ、温室育ちのお姫様がここまでやるとは、予想もしていなかったであります。わたくしは、あなたを素直に称賛します」

　黒光りする銃口を突きつけながら、メイリンはシルヴィアに語りかける。

「とはいえ、わたくしの優位に変わりはありません。シルヴィア王女殿下──大人しく降伏すれば、捕虜にしてあげます。あなただけは、聖都エスパーダと運命を共にすることを回避する資格を持っているのですから」

「……どういう魂胆だ？」

　予想外の申し出に、シルヴィアは眉をひそめる。

「次期騎士王パラデインと目されているあなたの価値は、とても高いであります。あなたの身柄を餌にして騎士国政府と交渉すれば、莫ばく大だいな身代金になるでありますよ」

「ちっ。傭よう兵へいらしい発想だ」

　シルヴィアは忌いま々いましい気分に駆られたが、重要な事実に気づいた。

「……そうか。お前は今まで、余裕ぶって手を抜いていたわけではなかったのだな？　私を殺さずに捕らえるためには、どうしても慎重にならざるを得ない。それゆえに、お前は魔導ブレイドで私の機体を綺麗に破壊することにこだわった」

「その通り。他にも換金できそうな人質は山ほどいますが、王国政府や帝国政府が脅迫に屈し、素直に身代金を払うとは思えません。むしろ両者は毅き然ぜんとして、人質を見捨てるでありましょう」

　メイリンの分析は正しいと、シルヴィアは痛感する。

　実はオスケイア女王にせよルクレツィア皇女にせよ、代わりならいくらでも存在するのだ。前シェブロン王には百八人もの子息子女がいたのだし、ルクレツィアにしても皇位継承順位は低い。多国籍傭兵企業という名のテロリストに身代金を払う可能性はゼロだ。テロリストに屈するくらいなら、どちらの政府も容赦なく人質を切り捨てるだろう。

　だが、シルヴィアに限っては事情が違う。

　騎士国政府としては、やはり竜騎士ドラグナーであるシルヴィアをこそ、次期騎士王パラデインに即位させたいという悲願がある。歴史上、相パ棒ルに恵まれなかった騎士王パラデインは少なからず存在したし、父のオズワルドもそのひとりだが、どことなく収まりが悪い感じがするのは否いなめない。

　やはり、騎士王パラデインの座には王家の血を引く竜騎士ドラグナーこそがふさわしい。

　ならばこそ、シルヴィアの代わりはいないというわけだ。

　つまり、そこには交渉の余地がある。メイリンはそこまで分析した上で、シルヴィアに稀き少しよう価値を見いだしたのだろう。

「だがメイリン！　その慢心が仇あだとなったな！　最初から私を殺すつもりでかかっていれば、お前は機竜を失わずにすんだのだぞ？」

「問題ありません。失った機体の分も、騎士国政府に支払ってもらいます」

　メイリンは親指を器用に動かすと、銃の安全装置を解除した。

　かちり……と、冷たい金属音が響く。

「……お喋しやべりがすぎましたね。さあ、両手を挙げて地面に這はいつくばるであります。殺しはしませんが、どうせなら綺き麗れいな身体からだで故く郷にに帰りたいとは思いませんか？」

「あいにくだが──」

　シルヴィアは毅然として胸を張ると、叫んだ。

「紅の炎竜吐息クリムゾン・エクスブレス！」

　直後、メイリンの足もとに真紅の輝きが充みちる。

　と同時に、熔よう岩がんのような熱気が立ち上った。

「──!?」

　ようやくメイリンは気づいた。

　いつの間にか、足もとに細かな竜綺華晶が散らばっていたのだ。

　その断片を触媒として、シルヴィアは竜媒魔法オラクルを発動させたのだった。

　火竜の舌を思わせる火柱が、空に向けて噴出していた。




「くうっ！」

　メイリンは辛うじて後方に跳ちよう躍やくしたものの、右半身を焼かれていた。戦闘服の生地からは、今なお炎と煙が上がっている。

　右手に握っていた拳銃も、メイリンから遠く離れた位置に転がっていた。フレームもトリガーも破損しているので、もはや拾いに行っても無駄だ。

「こ、このような策略を巡らせていたとは……」

　メイリンが呻うめくようにつぶやくと、シルヴィアは過去を懐なつかしむような顔をした。

「その昔、アンジェラ先生の罠わなにハマッて、竜媒魔法オラクルで眠らされたことがあった。エーコが誕生して、間もない頃のことだ」

　どうしてシルヴィアが昔話を始めたのか、メイリンには意味が解わからない。

「あのとき、先生は床に粉末状の竜綺華晶を撒さん布ぷしていたのを思い出してな。さすがに粉末は無理でも、小さな結晶体を撒まくくらいなら造作もなかった」

　昔話の意味は理解したものの、メイリンには、それ以上に気になることがあった。

「ですが、一体どこに……これほど多くの竜綺華晶を隠し持っていたというのです？」

「なに。機竜の操作パネルには、かなり高級な結晶が使われていたからな。竜媒魔法オラクルの触媒として、転用できないかと思っただけだ」

「……なかなかの機転でありますね」

　メイリンは悟った。どうやら、自分はシルヴィア・ロートレアモンの器を計り間違っていたようだ。温室育ちで、ランスロットと引き離したが最後、無力なお姫様と化す──それが、メイリンがシルヴィアに下していた評価だった。

　だが、違った。シルヴィアは己の力量だけを頼りに、メイリンをここまで追い詰めてみせたのだから。多国籍傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉の第二位にして、〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の長女である自分を……！

「ですが、この程度で勝った気になられては不本意であります！」

　ついにメイリンは、無表情という仮面を脱ぎ捨てて、憤怒をあらわにした。

「たとえ満まん身しん創そう痍いであろうと、格闘戦で傭兵に勝てると思いますかっ!?　たかが温室育ちのお姫様が？　否いな！　断じて否でありますっ！」

　利き腕は火傷やけどを負っているので、使えない。

　だが、小娘ひとりを昏こん倒とうさせるなど、左拳だけでも充分すぎる。

「うおぉおおおおおおおおおおおっ！」

　餓が狼ろうのごとく吼ほえると、渾こん身しんの一撃を繰くり出す。メイリンの得意技はフックだ。抜群のスタイルを誇るメイリンの腕は、成人男性も顔負けなほど長く、しなやかである。

　そのため、メイリンの拳は相手の視界の外から頰ほおに叩たたきこまれる──はずだった。

「……!?」

　渾身の左フックは、虚むなしく空を切った。シルヴィアが紙一重で回避したのだ──と気づいたときにはもう、痛烈なカウンターを鼻骨に叩きこまれていた。

「えっ……？」

　メイリンは信じられない気分で、ふらりと後方によろめいた。

　ひとすじの血が、たらりと鼻から滴したたり落ちる感触。鼻血は唇の外周を伝うように流れ、顎へと達する。そして無数の雫しずくとなって、ぽたぽたと石畳を汚した。

　このメイリンが、あんなにもブザマにカウンターを許してしまった。その結果、ぽたぽたと新米兵士よろしく鼻血を滴らせている。

　その事実は、メイリンには到底、受うけ容いれがたいものだった。

　そこに、シルヴィアが無言で第二撃を放つ！

「ごふっ！」

　メイリンの顎に、鉄拳が突き刺さる。

　間髪を容いれずに、今度は腹部に前蹴りが炸さく裂れつする！

「ちょっ……ま、待つであります！　どっ、どうして……温室育ちのお姫様に……こっ、これほどの技がっ──」

　さらには左の頰骨に強烈な右ストレートを食らい、メイリンは悶もん絶ぜつ寸前。

　シルヴィアはにこりともせずに、さらに踏みこんできた。

「お前は私を温室育ちといったが……肉弾戦には少々、自信があるのでな！」

　ついには、シルヴィアの鋭い掌しよう底ていが、メイリンの顎を真下から打ち抜いた。





　　　　◇






　その瞬間、聖ロサ・マリア大聖堂では、人質たちがいっせいに喝采をあげた。

　人質を見張っていた兵士たちが、慌てて「静かにしろ！」と注意を飛ばしたが、それでも一同の興奮は冷めやらない。

　ヴェロニカもまた、その唇に満足げな笑みをたたえていた。












「ふっ。こうした状況にそなえて、私はシルヴィアに教育をほどこしてきたのだ。私が過去、シルヴィアと戦わせてきた猛獣どもと比べたら、メイリンなど小娘にすぎぬわ」

「それはもはや教育というより、サバイバル訓練といったほうが正しいのでは……」

　呆あきれたように言葉を返したのは、オスケイア女王である。

「そもそも、ヴェロニカ王女……先ほどシルヴィアをいちばん心配していたのは、他ならぬ貴女あなただったような気がするのだけど？」

「おや、そうだったかな？」

　ヴェロニカは、どこ吹く風とばかりに破顔すると、再び映像に視線を戻すのだった。




　オスカーとヴェロニカの微笑ほほえましいやり取りを聞きながら、レベッカは苦笑を禁じ得なかった。

　──あれは、ちょうど一年前だったか。

　ヴェロニカが騎竜学院を訪れるという一報が届いたとき、シルヴィアが見せた反応ときたら、今でも忘れられない。

　あのときのシルヴィアは、傍から見ていて気の毒に思えてしまうほど怯おびえていた。

　ひとえに、ヴェロニカ第一王女に対する恐怖心ゆえである。

　だが結果的に、ヴェロニカ王女の英才教育は実を結んだ。プロの傭よう兵へいと一対一で戦った結果、見事に勝利を収めたのだから──。

　もっとも、レベッカはすぐさま表情を引きしめた。

「これで、残るはボロディンのみ……か。我々と聖都エスパーダの命運は、アッシュの双肩にかかっているというわけだ」

　わずか十七歳の少年に背負わせるには、あまりに重い試練。

　それでも、人質となった者たちにとっては、アッシュこそが希望の星に他ならない。

　そんなレベッカの想おもいを察したように、

「アッシュなら必ずやり遂げてくれると、僕は信じていますよ」

　マックスが眼鏡の位置を指先で直しつつ、応じるのだった。

　──残り時間は、あと二十三分。





"Ice Blue Princess ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第二十一話　聖地アルバレスの決戦









『おめでとう──とでもいうべきかな、幼竜エーコよ？』

「なっ！　あんたは……アンネゲルト！」

　目の前の光景が信じられず、エーコは啞あ然ぜんとして硬直する。

　黒を基調としたドレスに、くるくると巻かれた金髪。

　まだあどけなさを残しつつも、高貴さを感じさせる美貌。

　その手に握っているのは、槍やりと機械装置が融合したかのような魔導工学兵器。

　その銘は、冥槍グングニル。

　どこから見ても、ゼファロス帝国の第六皇女であった。

　なぜ、魔導蛇ウロボロスの封印が解けたと同時に、アンネゲルトが出現したのか。

　そして、祭壇中央に顕現した漆黒の球体はなんなのか。

「惑わされるでないぞ、エーコ！　そいつは魔導工学技術による立体映像だ。単なる映像記録にすぎんのだから、怒りをぶつけても意味はない」

　と、アスクレピオスが片眼鏡モノクルに触れながら、厳しい顔で告げた。

「ただし、その真っ黒な球体のほうは、魔導蛇ウロボロスの〝成れの果て〟だわ。油断は禁物よ」

　ナヴィーも警戒心をあらわにして、一同を下がらせる。

　アンネゲルトの立体映像は、漆黒の球体に悠然と腰かけた姿勢のまま、言葉を続けた。

『貴様がこの記録を視聴しているということは、魔導蛇ウロボロスの封印を解いたことを意味する。誉ほめてつかわすぞ、エーコ。だが、おそらく今の貴様は封印解除にすべての魔力を使い果たした結果、まともに戦える状況ではないと推察する』

「ぐっ……」

　エーコは言葉を詰まらせた。悔しいが、アンネゲルトの指摘は正しい。

　聖竜鎧アルマダを創つ成くり、魔導蛇ウロボロスを腕輪の内部から駆く逐ちくしたことで、エーコの魔力は既に底をついているのだ。完全回復には、最低でも一週間の休息が必要となるだろう。

『愚かなり、幼竜エーコ。魔導蛇ウロボロスの封印を解いたことで、貴様は押してしまったというわけだ──破滅のスイッチをな！』

「どういうこと……？」

『刮かつ目もくして見よ！　魔導蛇ウロボロスの最終形態を──』

　ここでアンネゲルトは一呼吸を置いた。あたかも、エーコたちが驚いている様子を、実際に見ているかのように。

『出いでよ、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉！』

　そして冷厳なる宣告を下すと同時に、アンネゲルトの立体映像は消滅した。

　もはや祭壇には、不気味な球体が残されているのみ──。

「気をつけて、来るわよ！」

　ナヴィーが鋭く叫んだ直後、真っ黒な球体に変化が生じた。

　その表面に次々と波紋が生じたかと思うと、変形を始めたのである。

「なんだか不気味ですわ……」

「ちょっ！　本格的にヤバくないすか!?」

　逃げ腰になっているのは、ジェシカとレイモンだ。すっかり青ざめていた。

「闇属性の魔力、凝縮されてる。まるで、卵みたい……」

　対照的に、ルッカは素早く身構えている。エクブラッド人ならではの感覚能力で、相手の危険度を察知したようだ。

　そして──漆黒の卵が完全に孵かえったそのとき。

　エーコたちの眼前には、ドラゴンの成獣よりも巨大な怪物が顕現したのである。

　魔導蛇ウロボロスの最終形態──〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉。

　その最たる特徴は、それぞれが絢けん爛らんたる王冠を戴いただいた、七つの頭部だろう。眼球に相当する器官は存在せず、顔の部分には古代文字のような紋章が刻まれている。

　七本の首が合流する胴体部分はずんぐりとして太く、尾に向かうにつれて蛇らしくスリムになっていく。

　闇が凝縮されたような肉体からは、常に漆黒の瘴しよう気きが立ち上っているが、その体表面の半分以上を覆おおう鱗うろこは、目の覚めるような深紅だった。

　赤と黒のコントラストは、不気味でもあり、どこか神秘的でもある。

「きしゃああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　先の枝分かれした舌をチロチロと覗のぞかせながら、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は不気味な七重唱を披露した。

　その音波振動を受けた影響で、修道院の円蓋に亀裂が生じ、ついには崩落を始める。

「退避！　退避だあっ！」

　アスクレピオスの掛け声とともに、エーコたちはひとまず修道院の出口を目指す。転がるようにして屋外に出ると、

「うぉおんっ！」

　既にガウェイン、リアンノン、ブリギットの三体が、一同を待ち受けていた。修道院内の異変に気づいて、すぐさま駆けつけてくれたのだ。既に臨戦態勢に入っている。

　次の瞬間、壮絶な轟ごう音おんとともに、修道院の建物が崩落した。

　積み上げられた瓦が礫れきをかき分けるようにして、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉の巨きよ軀くが、のっそりと起き上がる。

　その巨体は紫電を帯びて、バチバチと物騒な音をたてていた。

「エーコ！　今のお主は魔力を使い果たしておる。戦闘は仲間たちに任せておけ！」

「くっ、不本意だけど仕方ないわね」

　歯は嚙がみして悔しがるエーコだったが、アスクレピオスの指摘は正しい。

　今のエーコでは、残念ながら足手まといにしかならない。せっかく腕輪の封印は解けたものの、これほど魔力を消耗していては、戦えるはずもなかった。

「逃げるわよ、エーコ！」

　ナヴィーがエーコの手を引くと、戦域から離脱する。

「ルッカにジェシカ、そしてレイモン！　お主らは、まだ修行の目的を達成できてはおらん。それでも聖地で研けん鑽さんに励んだ日々は、確実にお主らを強くしたはずだ。エーコが戦えん今、あの〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉とやらを退治するのは、お主らの仕事となる！」

　エーコの後方からは、アスクレピオスが三人を鼓こ舞ぶする声が聞こえてくる。

「……了解」「解わかりましたわ！」「やってやるぜ！」

　ルッカとジェシカとレイモンも、既に覚悟を決めていた。

「レイモンは地竜ブリギツトの機動力を活いかして敵を攪かく乱らんするのだ！　ジェシカは遠距離攻撃で牽けん制せいせよ！」

　軍師よろしく、てきぱきと指示を飛ばすアスクレピオス。

「そしてルッカよ。ガウェインを駆るお主こそ、主力だ。頼んだぞ！」

　アスクレピオスの作戦に従い、ルッカたちは一斉に機動する。

　──カッ!!

　と、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉の頭部のうち、三つが素早く反応し、壮絶な雷撃をほとばしらせた。

「……問題ない」

　颯さつ爽そうと回避するルッカに続いて、

「おっと！」「危なかったですわ……！」

　レイモンとジェシカも、間一髪でかわした。

「よし！　まずは俺たちの出番だな、ブリギット！」

　レイモンが勢いよく叫ぶと、ブリギットは駆けだした。敵の正面には立たぬよう注意しつつ、横腹に吐息ブレスをお見舞いする。一撃を当てるたび、素早く退避。いわゆるヒット＆アウェイの戦術で、七つの頭部それぞれの注意を引きつける。

「こっちも行きますわよ、リアンノン！」

　と、戦域からやや離れた位置で、ジェシカがリアンノンに命じた。

　水上でこそ本領を発揮できるリアンノンは、やはり地上戦では分が悪い。そのため、アスクレピオスは遠距離攻撃を命じたのだ。

　地上戦での不利がストレスになっているのか、リアンノンは普段よりも凶暴に叫ぶと、次々と吐息ブレスを飛ばす。一発たりとも外れることなく、七本の鎌首の合流地点──胴体部分に着弾した。

　いかにも不愉快そうな声をあげて、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は動きを止める。

「うむ、効いておるぞ！　ルッカ、準備はいいか!?」

　標的が止まったのを見て、アスクレピオスは頭上を見上げた。

　レイモンとジェシカが見事な連携を見せる一方で、ルッカは空中で待機していた。

　もちろん、ただ漫然と好機を窺うかがっていたのではない。

　既に、蒼そ穹らにはガウェインの航跡が〈星刻〉の紋様を形成していた。

「騎竜演舞、壱の舞──浄化の蜜雨アムリタ！」

　ルッカの叫びに呼応して、光属性の魔力を帯びた蜜雨アムリタが降り注ぐ。

　きらきらと清浄な光輝を帯びながら、大量の雨粒が大地に潤いを与えた。

　この騎竜演舞は、基本的には回復魔法の効果をもたらす。失われた体力を回復させ、怪け我がや病気に対しては治癒の効果を授ける。

　だが、これが闇属性の〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉にとっては最大の毒となる。

「ぐぎゃああああああああっ！」

　案の定、七つの頭部が一斉に絶叫した。蜜雨アムリタをたっぷりと浴びた体表面から、しゅわしゅわと白煙が噴き上がっている。

　もはや蛇王は戦うどころか、その場でジタバタと悶もだえ苦しむばかりだった。

「うむ。いいぞ！」

　満足げに微笑ほほえむアスクレピオス。

「やるわね、ルッカ！　この調子なら、速攻で──」

　その瞬間、エーコの言葉を遮さえぎるようにして、七つの頭が同時に絶叫した。

　その全身が、紫電に包まれていく。

　そして──炸裂バースト

「うわああああっ！」

「きゃああああああっ！」

　レイモンとジェシカの悲鳴がこだまする。

　ブリギットとリアンノンはぐったりとして、その場に突っ伏した。

「あうっ！」

　他方、騎竜演舞を終えて一息ついていたルッカとガウェインも、想定外の広範囲電撃魔法を浴びていた。

　もはやガウェインは耐えきれず、きりもみ飛行の末に不時着してしまう。

「ちょっ!?　みんなが……！」

　敵の射程外に退避していたエーコは、顔から血が引く思いで立ち尽くす。

　ブリギットもリアンノンも、そしてガウェインも、電撃による麻ま痺ひのせいで、しばらくは身動きがとれそうにない。

「くそっ！　あんなの反則だろ！」

「不覚ですわ……」

「大丈夫、ガウェイン……？」

　レイモンとジェシカとルッカは、かろうじて意識を保っている。

　騎手が感電死を免まぬがれたのは、竜族が直撃寸前で防御魔法を展開したからだ。それでも完全には相殺しきれず、ダメージの大半は竜族が我が身で受けとめた。

「なんて奴やつなの……！」

　エーコは奥歯を嚙かみしめる。自分たちの勝利を確信した直後だっただけに、ショックも大きかった。

「そうだ、アスクレピオスは!?」

　ふと、エーコは大事なことを思いだす。

　アスクレピオスが布陣していた場所は、戦域にかなり近かったはずだ。

　──あの電撃をまともに浴びたのではないか。

　最悪の想像がエーコの脳裏をよぎったが、

「儂わしなら大丈夫だ！」

　アスクレピオスの心強い返事は、なんと上空から聞こえてきた。

　エーコとナヴィーが見上げると、ファナが主人マスターを小脇に抱えつつ、滑かつ空くうしてきた。

　ファナの翼からは、魔力で構築された翼が生えている。まるで、神話に登場する天使を思わせる姿だった。

　ファナは華麗に着地すると、小柄な主人マスターを抱えたまま、エーコとナヴィーのそばに駆け寄ってくる。

「ここでよいぞ、ファナ」

「はい、マスター」

　ファナはうなずくと、アスクレピオスを地面に立たせてやった。

「ううむ、敵の力量を見誤ったな……」

　さすがのアスクレピオスも、渋面を浮かべている。

「一歩間違えれば、今の広範囲魔法で全滅していたわね」

　ナヴィーも厳しい表情で応じる。

「ど、どうすれば……いいの？」

　エーコは自分の無力さを痛感する。せっかく聖竜鎧アルマダを完成させ、魔導蛇ウロボロスの呪縛から解放されたと思った矢先に、絶体絶命の窮きゆう地ちに落とされた。

　魔力さえ全開ならば、エーコ自身が竜化ドラグナイズして戦えるのだが──。

　と、アスクレピオスがファナに鋭い視線を向けた。

「ファナよ──竜族たちが電撃による麻ま痺ひを克服するまで、お主の出番だ。戦闘モードへの移行を命じる」

「マスターの承認を受理。これより、戦闘モードに移行します」

　エーコがきょとんとして見つめる中、ファナの全身に異変が生じた。

　背中の翼が、より尖とがった形状に変化する。

　さらには両腕の肘から下が重厚な金属音をたてながら、表皮が剝はく離り。

　わずか数秒後には、ファナの両腕は機関銃と化していた。

「ちょっ!?　あんた、メイドの身体からだにこんな武装を仕込んでたの!?」

　啞あ然ぜんとするエーコに対し、

「元々、ファナは儂わしの護衛も兼ねておるのだ。自分でいうのもなんだが、儂は大賢者アスクレピオス。この天才的頭脳……いつ、誰に狙われても不思議ではないからな」

　アスクレピオスは悪びれる様子もなく答えると、杖つえを振りかざした。

「出撃だ、ファナ！」

「イエス、マイ・マスター」

　ファナはいつもの平へい坦たんな口調で応じると、出撃する。

　一瞬にして、メイド服姿の天使は、空を自在に駆けていた。あまりに速すぎて、エーコの視力でも追い切れないほどだ。

　今現在、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉はその場で大人しく踏ふみ留とどまっている。レイモンたちに追撃を加える好機のはずだが、その様子はない。

　いや、おそらくは──先ほどの広範囲電撃を発動させた影響で、しばらくは身動きがとれないのではないか。あの強烈無比な攻撃も、決して万能ではないというわけだ。

「標的を確認。闇属性の超大型魔導工学生命体──これより迎撃します」

　と、ファナが上空より攻撃を開始する。

　機銃弾が雨あられのごとく降り注ぎ、敵の巨きよ軀くに突き刺さった。人間が食らったら、一発で肉体が四散しそうなほどの大口径弾だった。

　七本の鎌首が同時に反り返り、苦く悶もんをあらわにする。その背面部には無数の弾痕が穿うがたれて、漆黒の体液がダラダラと滴したたり落ちていた。

「効いてるわよ！　頑張って、ファナ！」

　エーコは拳を振り上げると、声援を送る。

「待って。様子が変よ！」

　と、ナヴィーが警戒を呼びかけた矢先、異変が生じた。

「きしゃあああああああああああああああああああああっ！」

　蛇王がひときわ耳障りな七重唱を撒まき散ちらすと、その口から黒い魔弾を吐いたのだ。

「……っ！」

　予期せぬ対空砲火の直撃を浴びて、ファナは呆あつ気けなく吹き飛ばされた。

　下半身と左腕が崩壊し、残された上半身は墜落。森林地帯に吞のみこまれた。

　そして──轟ごう然ぜんと火柱が噴き上がった。

　あたかも、それ自体が墓標のように。

「ファナさん！　ファナさぁああああああああああんっ！」

　遠くで一部始終を見ていたレイモンの絶叫が、むなしく響きわたる。

「そんな！」

　エーコとしても、ファナの墜落現場に駆けつけたいところだった。生みの親であるアスクレピオスにとっては、なおさらだろう。

　だが、エーコたちにその余裕はなかった。蛇王の傷痕から流れ落ちる体液が反応し、今度は小型の蛇が無数に構築されていったのである。蛆うじが涌わいているかのような光景を前に、エーコはゾッとして硬直した。

「きしゃあっ！」

　生まれたての蛇集団が、エーコたちに向けて波は濤とうのごとく殺到してくる。

「ここはわたしが食い止めるわ！　ふたりは逃げて！」

　ナヴィーが立ちはだかると、その背でエーコとアスクレピオスをかばう。瞬時に防御魔法シールドを張り巡らせて、蛇の群れを足止めしてみせた。

「頼んだぞ、ナヴィー！」

　アスクレピオスは応じると、エーコの手を引いた。

「ナヴィー……」

　後ろ髪を引かれる思いだったが、エーコも駆けだす。ファナとナヴィーの献身を無駄にするわけにはいかない。

「くっ！　なんて圧力プレツシヤーなの!?」

　と、あのナヴィーが苦く悶もんの声を漏らした。事実、蛇の勢いは凄すさまじく、今にもナヴィーの防壁は破られてしまいそうだ。

　エーコが嫌な予感に駆られて振り返った直後、ナヴィーの防御障壁は無惨にも砕け散った。ここぞとばかりに、大量の蛇が迫る。

　絢けん爛らんたるドレスが容赦なく引き裂かれる。雪のように白い肌が剝むきだしとなった。その美しい雪原を、テラテラと濡ぬれ光る蛇たちが縦横無尽に這はい回まわる。

　いつしか、ナヴィーは両手を頭上に持ち上げられた体勢にされていた。

　太ももや膝、ふくらはぎから足首にかけても、次々と蛇が巻きついていく。

「くっ！　わたしは竜種の記憶ドラグワース。この程度の責め苦で屈すると思ったら大間違いよ！」

　それでもナヴィーは毅き然ぜんと耐えている。が、蛇たちの赤い舌が、露出した脇、鎖骨、臍へそ、そして膝裏……等々、身体からだ中じゆうの窪くぼみという窪みをねっとりと舐なめあげた瞬間、

「あっ、そんな…………らっ……めぇえええっ！」

　ついに堪えきれず、きつく嚙かみしめていた唇が半開きになった。艶なまめかしい声が漏れたかと思うと、電流を流されたかのように、全身がビクンビクンと反応を示す。

「ナヴィー！　今助けるから！」

「いかん、エーコ！　ここで戻ったら、お主もナヴィーの二の舞だぞ！」

　駆け戻ろうとするエーコを、アスクレピオスが全力で引き止めた。

「だけど放ってはおけないわ！」

　そうこうしているうちに、ナヴィーを責めていた蛇集団の一部が離脱して、エーコとアスクレピオスの地点に迫り来る……！

「見ろ、こっちに来るではないか！　実をいうと、儂わしはああいうニョロニョロが苦手なのだ～！」

　アスクレピオスが絶望の声を漏らす。もはや蛇の群れは巨大な壁のごとくそそり立ち、エーコとアスクレピオスを吞のみこまんとしていた。

　そのときだった。

「あなたたちの思い通りには──させませんわっ！」

　突とつ如じよとして、ジェシカがリアンノンに乗って駆けつけたのだ。

「うぉおおおおおおおおんっ！」

　リアンノンが防御魔法シールドを張り巡らせたことで、蛇の群れは間一髪で食い止められる。

「ジェシカ！」

「さあ、今のうちに逃げてくださいな！」

「でも、あんたとリアンノンは大丈夫なの!?　このままじゃ……」

　エーコは心配のあまり、なかなか駆けだすことができなかった。

　水竜ハイドラリアンノンの体表面は、あの痛烈な電撃を浴びた影響だろう、あちこちが黒ずんでいる。ジェシカ自身、自慢の金髪は乱れ、巫み女こ服も部分的に炭化して、身体からだのあちこちに傷を負っていた。

「なにをグズグズしていますの!?　あなたの身になにかあったら、アッシュ様が悲しみますわ！　それに……もちろん、それだけではありませんわよ？」

　ジェシカはなにを思ったか、肩ごしにエーコを振り返った。

　こんな事態だというのに、その表情は晴れ晴れとしている。

「わたくしたちは、確かに恋こい仇がたきですけど──今ではもう、友達同士でしょう！」

「ジェシカ……？」

「身体を張って友達を護まもるのは、当然のことですわ！」

　声を振りしぼって叫ぶジェシカ。騎手の心意気に感応し、リアンノンも壮絶な雄叫おたけびを上げると、シールドに魔力を注ぎこむ。

　そのまま一気に押し返すかと思われたが、蛇の勢いは増す一方で──。

「いかん、シールドが保もたんぞ！」

　アスクレピオスが警告を発したときにはもう、シールドは容赦なく突き破られ、蛇の群れが一気に殺到していた。

「ジェシカ！」

　エーコの呼びかけも虚むなしく、ジェシカとリアンノンは蛇の群れに吞のみこまれる。

「やぁああんっ！　ニュルニュルして……気持ち悪いですわ……はうんっ！」

　ジェシカが艶つやっぽい悲鳴を漏らす。巫女装しよう束ぞくの襟もとや袖口、さらには裾から、蛇が次々と侵入してきたのだ。

「だ、駄目ですわ！　こっ、この身体は、アッシュ様だけに捧ささげると決めていますの！　触れてもいいのは、アッシュ様だけなのに……あっ、駄目っ、そこだけは……！」

　息も絶え絶えになりながら、ジェシカは身をくねらせる。

　だが、もがけばもがくほど、ズルズルと巫女装束は脱がされていった。帯も解かれる寸前だ。襟もとからは、その豊満な乳房が今にも零こぼれ落おちてしまいそうだった。

「くっ、屈辱ですわ……ああっ…………そんな……………………」

　やがて、ジェシカの声がぷつりと途絶えた。

　リアンノンもろとも、蛇の群れに埋もれてしまったのだ。

　あたかも、蟻ありの集団が砂糖菓子に群れるような光景だった。

「噓うそ……でしょ？　ジェシカ？　ジェシカ……!?」

　エーコが涙をこぼしつつ叫んだ直後、カッ！　と壮絶な閃せん光こうがほとばしった。

「!?」

　エーコは思わず手をかざし、両目をかばう。

「このエネルギー反応は、もしや……！」

　まばゆいばかりの光こう芒ぼうをものともせずに、アスクレピオスは片眼鏡モノクルごしに観察を続けていたが、その唇から意外そうな声が漏れた。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　と、大地を揺るがすほどの咆ほう哮こうと同時に、あれほど大量に群れていた蛇が、四方八方に吹き飛ばされた。

　いや、単に吹き飛ばされただけではなかった。

　文字通り、木こっ端ぱ微み塵じんに吹き散らされたのである。

「あれは……！」

　エーコは見た──一体の聖竜マエストロが威風堂々と、そこに君臨している光景を。

　鋭く尖とがった双角。

　全身を覆おおう体毛はふさふさとして、白銀の輝きを帯びている。

　その背から生えているのは、壮麗なる翼。

　長い尾の形状には、水竜ハイドラの面影を宿している。

　その背に騎乗しているのは、もちろんジェシカだった。

「リア……あなた、ついに……？」

　相パ棒ルの勇姿をまじまじと見下ろしたジェシカは、すっかり感極まっている。

　今この瞬間、リアンノンが聖竜マエストロと化したことで、ジェシカは竜騎士ドラグナーの資格を得た。

　ついに宿願が叶かなったのだ。

　ジェシカは会心の笑みを浮かべると、乱れた髪と巫み女こ装しよう束ぞくを直す。

「行きますわよ、リア！　たかが蛇ごときに、聖竜マエストロが負けてはいられませんわ！」





　　　　◇






　新たな力を得たジェシカが、エーコを死守する一方で──。

「どうしてなんだよ！　畜生っ！」

　レイモンは怒りのあまり、ワナワナと全身を震わせていた。

　生まれてこの方、これほどの憤怒に駆られたことがあっただろうか。

〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉の猛攻を受けたファナは、身体からだの半分を失った状態で、森のほうへと墜落した。そして、火柱が空を染めた。

　常日頃、楽観的であることを信条としているレイモンから見ても、ファナの安否は絶望的だと思われた。なによりも、レイモンは自分が許せなかった。あの無惨な光景を、ただ遠くから眺めていることしかできなかったのだから……。

　蛇王の広範囲電撃攻撃の余波は、今も残っている。相パ棒ルのブリギットは、今も膝を屈したまま、苦く悶もんの呻うめきを漏らすばかりだった。

　レイモン自身、まだ手足に強烈な痺しびれを覚えている。ブリギットもレイモンも、しばらくは動けないだろう。

　敵のほうも、あれほどの大技を繰くり出した結果、まだその場に留とどまっているが、いつ七本の鎌首をもたげて攻撃を再開するのか、解わかったものではない。

「なあ、ブリギット。俺は今まで、何事に対しても本気になったことがなかった。どうしてだろう……たぶん心のどこかで、本気を出すことがカッコ悪いと思っていたんだな」

　己の心情を吐露しつつ、レイモンはブリギットの首筋を撫なでる。

「……本音をいえばさ。俺が聖地での修行を決めたのは、その場の勢いだった。俺って奴やつはアッシュにくっついて、面白おかしい学生生活を謳おう歌かできれば、それだけで満足だったんだよ。だけどさ──」

　爪が皮膚に食いこむほどに、レイモンは拳を握りしめる。

「俺は今、猛烈に後悔してる。今日という日までに、お前をちゃんと聖竜マエストロ化させていれば……俺はファナさんを救えたかもしれないんだ」

「ぐるるるる……」

　レイモンの激情を察したのか、ブリギットも戦闘的な唸うなり声ごえを漏らした。

「なあ、ブリギット。俺はもう、今までの俺をやめるよ。そして今、新しい俺になる。だからさ。お前も──俺と一緒に生まれ変われ！」

　その瞬間、レイモンの肌に刻まれた〈星刻〉がドクンと脈動し──

　ブリギットの体たい軀くが、聖なる光に包まれた。





　　　　◇






「ぐるぉおおおおおおっ！」

　勇壮な雄叫おたけびとともに、リアンノンが炎の吐息ブレスを炸さく裂れつさせる。

　あれほどエーコたちを追い詰めていた蛇集団は、わずか一瞬にして、その半数近くを失っていた。ナヴィーを捕捉し、責め苦を与えていた蛇たちも例外ではなかった。

「助かったわ、ジェシカ。まったく……遣けん竜りゆう工こう房ぼうに戻ることさえできれば、あんな醜態を晒さらさずにすんだのに」

　解放されたナヴィーが、乱暴に引き裂かれた衣装を魔力で再構築しつつ、エーコたちのもとに駆け寄ってくる。

「うぉおおおおおおんっ！」

　ナヴィーが退避を終えると同時に、リアンノンが第二波を放った。

　真紅の炎が大地を舐なめる。もはや、蛇の群れは全滅寸前──。

「おーほっほっほ！　これが聖竜マエストロの火力ですわ。さあ、一匹残らず駆く逐ちくしますわよ！」

　ジェシカはすっかり得意満面である。

「あんまり調子に乗るんじゃない！　敵の主力は、あくまでも本体なのだからな！」

　ジェシカをたしなめつつ、アスクレピオスが杖つえで〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉を指し示す。

「しゅううううう……」

　と、戦域の中央で踏ふみ留とどまっていた蛇王が、不気味な声音とともに、ゆっくりと七本の鎌首をもたげた。それぞれの頭部が戴いただいた王冠が、ぎらりと禍まが々まがしく光る。

「ちょっと、ジェシカ！　あいつが再び動きだしたわよ……！」

　エーコが慌てて警告を発したものの、ジェシカとリアンノンは蛇を焼き尽くすのに夢中で、反応が遅れた。

「えっ？」

　ジェシカがようやく異変を察知したときには、

「きしゃああああああああああっ！」

　先ほどファナを撃墜した、あの凶悪な魔弾がリアンノンを目がけて射出されていた。

　突然の不意打ちに、もはや防御障壁を展開している余裕はない。

　しかも、その攻撃は明らかに直撃コースで──。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　激しい轟ごう音おんとともに、壮絶な火柱が噴き上がる。

「ジェシカっ!?」

　エーコは思わず悲痛な叫びをあげていた。

「噓うそでしょ？　やっと竜騎士ドラグナーの資格を得て、これからってときに……。あたしのこと、友達だって……いってくれたのに──」

　エーコががっくりと両膝をついた、そのときだった。

「──ったく。油断は禁物だぜ、ジェシカ？」

　爆煙のむこう、誰かが声をかけてきたのだ。

「あんた……！」

　エーコは目を丸くした。

　白銀の聖竜マエストロが、強固な魔導障壁を展開し、ジェシカとリアンノンをしっかりと護まもっている。騎乗しているのは、レイモンだった。

「……あの蛇野郎をさっさと倒して、ファナさんを捜しに行かないとな」

　レイモンの表情は、いつになく真剣だった。ファナを撃墜されたことによる怒りが、レイモンを竜騎士ドラグナーに変えたのかもしれない。

「行くぞ、ジェシカ。ルッカとガウェインが復帰できていない以上、俺とお前で奴やつを倒すしかない。挟きよう撃げきして、聖竜マエストロの火力で焼き尽くす！」

「りょっ、了解ですわ」

「ただし……聖属性の攻撃は特別だからな。ブリギットにもリアンノンにも、まだ無理だと思うんだ」

「そういえば、授業で習った記憶がありますわ」

「というわけで、俺が地属性、ジェシカが水属性の攻撃をぶつけるってのはどうだ？　別々の属性にするのは、いわば保険だ」

「確かに。同じ属性の攻撃をぶつけて、属性効果を二倍にすることは可能ですけど、その属性が無効に終わる可能性もありますしね……」

「ふむ。考えたな、レイモンよ」

　と、アスクレピオスが満足げにうなずいた。

「元地竜アーシアのブリギットにとっては、地属性の攻撃が最も得意だ。リアンノンは元水竜ハイドラだから、水属性を得意とする。お互いにとって、最大の攻撃力を発揮できる属性というわけだな。よし、その作戦で行くがよい！」

「行ってくる！」

「息の根を止めてやりますわ！」

　大賢者アスクレピオスのお墨付きを得たことで、レイモンとジェシカは自信を持って飛び立った。

　敵本体が踏ふみ留とどまっている戦域に到達する寸前、両騎は左右に展開し、魔力の充塡を開始する。そして──。

「赤銅の熔竜灼破カツパーレツド・ラーヴア・フロウ！」

「青嵐の海竜烈破ストーミーブルー・レヴイアタン・インパクト！」

　レイモンとジェシカの声が重なって、ブリギットとリアンノンの前方に構築されていた魔法円が燦さん然ぜんと輝いた。

　地属性と水属性、それぞれの最上位に位置する魔導攻撃が炸さく裂れつする。

　どちらも去年の〈聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウト〉で見る機会のあった、上級攻撃魔法である。その色彩と熱量から、前者は火属性と勘違いしている学院生も多いのだが、実は地属性なのだ。

　熔よう岩がんと波は濤とうの二重攻撃。〝七つの頭を持つ蛇の王〟といえども、大ダメージを受けるのは必至と思われたが──。

　ブリギットとリアンノンが浴びせた攻撃魔法は、その巨きよ軀くを覆おおう深紅の鱗うろこに直撃した時点で、どちらも綺き麗れいに消失してしまった。

「ふしゅう……」

　エーコたちを嘲あざ笑わらうように、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は生臭そうな吐息を漏らす。エーコの目には、七つの口が同時に、ニヤリと嫌らしい笑みを浮かべたように映った。

「きしゃああああああああああっ！」

　その直後、甲高い七重唱がほとばしる。

「うわあああああああっ！」「きゃあああああああああああっ！」

　散弾を思わせる魔弾の嵐が飛び交って、レイモンとジェシカは空中で体勢を崩されてしまった。なんとかブリギットとリアンノンが食い止めているが、このままだと消耗する一方だ。いずれ撃墜されるのは必至だろう。

「ああもう、なんて奴やつなの！　どちらの属性も無効だなんて、反則だわ！」

　エーコは地団駄を踏んで悔しがる。

「他の属性を試すという手もあるが、おそらく聖属性の攻撃しか通用しないと考えたほうがよさそうだな。それに、レイモンとジェシカは防御で手一杯だ……」

　アスクレピオスが憂い顔で告げると、

「ええ。さすがに、この状況はまずいわね」

　ナヴィーも深刻な顔でうなずく。

「アヴァロン聖竜皇の〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉なら究極の聖属性攻撃だけど、今のエーコに撃つのは無理だしね。もはや、わたしたちに残された希望は──」

　ナヴィーの視線の先には──今も戦域の片隅でうずくまっている、ルッカとガウェインの姿があった。
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　つい先刻、見事に「相パ棒ルの聖竜マエストロ化」という目標を達成したジェシカとレイモンだが、今では防戦一方に追いこまれている。

「……ねぇ、ガウェイン？」

　ルッカは激しい焦燥感を覚えつつ、ガウェインのうなじをそっと撫なでた。まだ電撃による麻ま痺ひが残っているのか、ガウェインはその場で膝を屈したままだ。

「ジェシカとレイモン、ちゃんと竜騎士ドラグナーになったよ。わたしたちだって、目標……達成しなくちゃ、駄目だよね？」

「ぐるるるるっ！」

　だが、ガウェインが示したのは拒絶の意思だった。

　ルッカの目には、ガウェインがなにかを隠しているように見えた。

　その違和感は、修行中にもずっと感じていた。

　こんな風に頑固なガウェインを見るのは、人生でこれが二度目だ。

　一度目は、去年のこと──ガウェインがルッカを乗せてくれなくなった、あの頃だ。

　アッシュに救われたおかげで、ガウェインは再びルッカを乗せてくれるようになった。

　あの事件をきっかけに、互いの絆きずなも深まった。

　今のガウェインからは、ルッカの騎乗を拒絶していた頃にも通ずる気配が感じられる。

　それはどうしてなのか？　ルッカは直接、ガウェインに訊たずねてみることにした。

「ガウェイン？　本当は、もう……完成してる？　わたし専用の……聖騎甲アーク」

　ぴくり、とガウェインの体たい軀くが震えを帯びた。

　自分の憶測が当たっていたことを、ルッカは確信する。

「やっぱり。だけど、ガウェインはまた、わたしを心配して……拒絶してるの？」

「…………」

「もしかして、わたしが……まだ成長できていないから？　あなたの創つ成くった聖騎甲アークが、わたしの身体からだに、大きな負担をかけるんじゃないかって……心配しているの？」

　ガウェインは観念したかのように、大人しく頭こうべを垂れた。

「大丈夫だよ、ガウェイン。あなたが思っている以上に、わたし……強くなれたから。アッシュのおかげで、ずっと強くなれたから」

　ガウェインはなにも答えない。自分の殻に閉じこもっているかのように、ただただ硬直している。それでも構わず、ルッカは言葉を続けた。

「あなたはまた、同じ過あやまちを繰くり返すつもりなの？　あのときだって、あなたはわたしの身を案じるあまり、星精路アストラル・フロウを断ち切った……よね」

「…………」

「あのときは、アッシュが助けてくれた。だから、乗り越えること……できた。今度はわたしが、アッシュを支えるために──強くなりたいの」

　普段は物静かなルッカだが、今は少しずつ、言葉に力をこめていく。

「ガウェインが、わたしのために創つ成くってくれた聖騎甲アークでしょ？　どんなに負荷が強くても、わたし、耐えてみせるから。だからお願い、ガウェイン」

　そして、沈黙のガウェインを鞭打つように、ルッカは凜りんとして命じた。

「わたしに、力を！」

　その瞬間、それまでの逡しゆん巡じゆんを吹っ切るように──。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ……！」

　ガウェインは盛大な雄叫おたけびをほとばしらせたのだった。
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　大地を揺るがし、森をざわめかせるほどの咆ほう哮こうが轟いた瞬間、

「あの声は……ガウェインなの!?」

　エーコはハッとして、振り向いた。

　戦域外の地点から天空に向けて、七色の光こう芒ぼうが奔騰している。

　あたかも虹の柱が出現したかのような、神々しい光景だった。

「あれは、もしかして……？」

「うむ。おそらくは──」

　ナヴィーとアスクレピオスも、その光景に魅入られている。

　やがて、虹の柱に寄り添うように、一体の聖竜マエストロが浮上する。

　ガウェインの頭上には、幻想的なまでに美しい妖精が、楚そ々そとして佇たたずんでいた。

　ルッカの小柄な肢体を包むのは、聖騎甲アークとしては珍しいタイプの装甲だった。

　騎士というよりは、むしろ踊り子を思わせる造型である。

　兜かぶとに相当するのは、きらきらと輝く髪飾り。

　腹部や二の腕、太ももは大胆に露出している。胸もとや腰などを覆おおう装甲にしても、優美さを追求した結果だろうか、極限まで軽量化されているのが判わかった。

「あれがルッカの聖騎甲アーク？」

　エーコはぽかんとして、その特殊な造形美を眺めやった。

「なるほど。ルッカの特技を、最大限に活いかすための聖騎甲アークってわけね」

　対照的に、ナヴィーは納得顔である。

「それに、騎乗スタイルも進化しておるな！」

　アスクレピオスも興奮気味に叫んだ。

　そう、今まではガウェインの背に跨またがっていたルッカだが、今は違う。エーコが過去に見てきた聖天竜騎士アーク・ドラグナーたちと同じく、ルッカはガウェインの頭部に直立しているのだ。

「──」

　と、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉もルッカのほうに注意を向けた。聖騎甲アークが蓄えた膨大な魔力を探知したのだろう。その隙に、撃墜される寸前だったジェシカとレイモンは、かろうじて軟着陸を果たした。

　そのときにはもう、ルッカは呪文の詠唱を始めている。

「顕現せよ……絢けん爛らん舞台の魔ま演えん杖じよう……」

　それはまさしく、聖天竜騎士アーク・ドラグナーにのみ許される固有魔装を、その手につかむための呪文だった。

「その銘なは、ガラティーン！」

　ルッカの周囲で、光の粒子が燦さん然ぜんと煌きらめいた。

　見る見るうちに、ひとつの形を構築していく。

　やがて、ルッカが両手で握りしめたのは──

　古代の竜族文明と、エクブラッド人の文化を溶け合わせたような装飾が施された、一振りの杖つえだった。

　いや、杖と呼ぶには長い。あまりに長すぎる。その全長ときたら、ルッカの背丈の二倍以上にも達するのだから。

「な、なんていうか……あんまり強そうには見えないんだけど」

　エーコは思わず、率直な感想を漏らしていた。

「うむ。一応、武闘用の杖に見えんこともないが……あの華美な装飾から察するに、武器ですらないように思えるな」

　アスクレピオスも小首をかしげている。

「ふふっ。心配は要らないわ。見ていれば、すぐに解わかるから」

　ナヴィーだけは、この状況を楽しむように微笑ほほえんだ。

「ガウェイン、準備はいい？」

　ルッカの問いかけに、ガウェインは威勢よく吼ほえて応じた。次の瞬間には、天高く飛ひ翔しようしている。












「あの高度って……まさか、騎竜演舞を始めるつもり!?」

　エーコは目をみはったが、ふと違和感を覚えた。

　今回の騎竜演舞は、過去にルッカが披露した演舞とは、明らかに違うのだ。

　ガウェインの頭頂部には、見るからに精せい緻ちな魔法円が構築されている。

　その中央に、ルッカは魔ま演えん杖じようガラティーンを垂直に突きたてた。そして、その魔演杖をポールに見立てて、軽やかに舞い始めたのだ。

　花冠の周囲を飛び回る蝶ちようのように可か憐れんでありながらも、魔演杖に手足を絡めるときの仕草には、ドキリとさせられるほどの妖艶さが感じられた。

　ガウェインの高速飛行から生じる遠心力に耐えるだけでも、並大抵のことではないはずだ。ところが、今のルッカはそんな次元を軽々と超越していた。

　魔演杖ガラティーンを中心軸として、くるり、ひらり、と舞い踊るルッカ。

　縦横無尽に飛行して、空に〈星刻〉を描き続けるガウェイン。

　一見、両者の演舞はバラバラに見えるようで──。

「解わかるか、エーコ？　今やルッカとガウェインの演舞は、完全に連動しておる。決して別々に踊っているわけではないぞ」

　ずっと呆ほうけたように口を半開きにしていたアスクレピオスが、ようやく賢者らしい解説を口にした。

「うん、あたしにも解る。神業としか思えない……！」

「だけど、まずいわね。ルッカにとってもガウェインにとっても、あの演舞は〝ぶっつけ本番〟よ。しかも術式が複雑になった分、発動までの時間も必然的に長くなるわ。その間、敵が親切に待機してくれるとは思えない……」

　ナヴィーの憂慮を裏付けるように、七つの頭がゆっくりと起き上がる。その鼻先は、はるか上空──着々と構築されていく、〈星刻〉の模様に向けられていた。

　騎竜演舞の最中は、ルッカもガウェインも完全に無防備となる。

　そこを狙われてしまったら、すべては水泡に帰す。

「きしゃああああああああああああああっ」

　新たな獲物を発見したとばかりに、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は七重唱を歌いあげた。

「いかん！　奴やつめ、先ほどと同じ魔弾を撃つ気だぞ！」

　アスクレピオスが絶望の声をあげた、まさにそのときだった。

「わたくしたちは……まだ倒れたわけではありませんわよっ！」

　リアンノンを駆るジェシカが、茂みから全速力で飛びだしてきた。

「なんとしても護まもりきってみせる！」

　ブリギットを駆るレイモンも、すかさずジェシカに続く。

　両騎ともに、先ほど浴びた猛攻のせいで満まん身しん創そう痍いだが、まっすぐに突進していく。もはや臆することなく、敵本体の横っ腹に痛烈な体当たりを食らわせた。

　左右から挟きよう撃げきされた蛇王は忌いま々いましげに叫ぶと、大きく体勢を崩す。直後、七つの頭部が空に放った魔弾は、七発すべて、ルッカとガウェインの空域を大きく逸それていった。

「まだまだ行きますわよっ！」

「うぉおおおおおおっ！」

　もはや形なり振ふり構かまわず、肉弾戦を挑むジェシカとレイモン。ルッカとガウェインが騎竜演舞を始めた時点で、両騎は自分たちの役割を完璧に把握していた。

　なにがなんでもルッカとガウェインを守り通し、あの演舞を完成に導くのだ。

　それ以外に、自分たちが〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉に勝つ方法はないのだから──。

「行け、ブリギット！」

　ブリギットは敵の胴体に組みつくと、なんとか動きを封じようとする。

「さあ、リア！　あなたもよ！」

　リアンノンもまた、敵の尻尾を握りしめる。

「しゃらああああああっ！」

　ついに、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉の鳴き声に変化が生じた。ブリギットとリアンノンの執しつ拗ような攻撃を、明らかに嫌がっている……！

「でかしたぞ！　奴やつの動きを止めてみせた！」

　アスクレピオスが喝采の声をあげる。

「やった！　あとは騎竜演舞が完成すれば──」

「いえ、まだよ！」

　ナヴィーが鋭い口調でエーコの声を遮さえぎったそのとき、

「きしゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ」

〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉はひときわ甲高い絶叫を撒まき散ちらすと、

　──バチッ！

　その全身に、再び紫電をまといつかせたのである。

　熾し烈れつな電撃攻撃をまともに食らい、ブリギットもリアンノンもビクンと身体からだを跳ねあげて、エビ反りになった。

　もちろん、電撃の大半は竜族が引き受けた。レイモンとジェシカにも電撃の余波は及んでいたが、なんとか意識までは奪われていない。

「ぐっ、負けるもんか！　食らいつけ、ブリギットぉおおおっ！」

「この程度の電撃で倒れたりしたら……末代までの恥ですわよ、リアンノン！」

　電撃攻撃をまともに浴びて、一度は振り落とされそうになったブリギットとリアンノンだが、各おの々おのの騎士から叱しつ咤た激げき励れいを浴びて、なんとか盛り返す。

「ぐぉおおおおおおおおおおおっ！」

　ブリギットは上顎と下顎を限界まで開いた。長大な鎌首の一本にガブリと嚙かみ付つく。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　リアンノンもまた、別の鎌首に鋭利な牙を突きたてた。

「やったわ！」

　思わず歓声をあげるエーコ。

　七本の鎌首のうち、二本を完全に封じられたことで、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は動揺しているように見えた。

　だが、そこで予想外の事態が起きた。〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は二体の聖竜マエストロをズルズルと引きずりながら、ゆっくりと、しかし着実に進み始めたのである。

「この野郎！　なんて馬力だよ!?」

「聖竜マエストロ二体でも、足止めできない……なんて……」

　誰よりも驚かされたのは、やはりレイモンとジェシカだったろう。

　問題なのは、敵本体が這はい進めば進むほど、ルッカとガウェインの空域に近づいている──という、厳然たる事実だった。

「あぁもう！　あたしに魔力が残ってさえいれば……！」

「少しは落ち着け、エーコ。現状、アンネゲルトの謀略が、我々の計算を上回ってしまった──それだけのことだ」

　年の功とでもいうべきか、アスクレピオスは平常心を保っている。

「なおさら落ち着いてなんかいられないわよ！　このままじゃルッカも墜おとされるわ！」

　エーコが憤然として叫んだそのとき、ズルズルと地面を這っていた蛇王が、ぴたりと制止した。

「まさか……！」

　蛇のような体たい軀くに、膨大な魔力が蓄積されていくのを、エーコは肌で感じた。

　あの地点ならば、樹木や遺跡群などの障害物もなく、見晴らしは抜群だ。

　まさしく、敵はガウェインを撃墜するのに最適な地点を確保したのだった。

「駄目だわ……もう、誰にもあいつを止められない……！」

　はるか上空では、今もルッカとガウェインが流麗な演舞を続けている。

　蒼そう穹きゆうに描かれた〈星刻〉の紋様は、あと一歩で完成しそうな段階には進んでいる。

　だが、まだ描き足りない。

「ふしゅううううう……」

　これで終幕だとばかりに、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉はゆっくりと空を見上げる。

　バチバチと電撃のノイズを散らしながら、各頭部の鼻先に魔法円が構築されていった。

　──お願い、誰か！　あいつの動きを、あと少しだけ……止めてちょうだい！

　祈ることしかできない己の無力さを、エーコは痛感する。それでも祈らずにはいられなかった。そんな祈りが天に届いたのか──。

「──魔導網状スパイダー・ネツト弾、発射」

　この状況にはそぐわないほど落ち着いた声とともに、砲声がこだました。

　直後、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉の頭部をくるむように、魔導の術式で編み上げられた網が顕現する。瞬時に蜘く蛛もの巣のごとく広がって、七つの頭部をすっぽりと覆おおいつくした。

「きしゃらあああっ！」

　七つの頭部は、よほど混乱したのだろう。奇声を発すると、お互いの首を嚙かみ始めた。

「今の攻撃って!?」

　エーコは咄とつ嗟さに、発射音がした方向を振り返った。

　森林地帯の上空に、メイド服姿の少女が滞空している。

　その背からは魔導式の翼を展開し、大口径の魔導式突撃砲アサルト・ランチヤーを構えている。砲口からは、今もモクモクと白煙が上がっていた。

「ファナさんっ！」

　真っ先に歓喜の声をあげたのは、レイモンだった。

「ファナってば、生きてたのね！　だけど、あの身体からだは……？」

　エーコは歓喜の声をあげると同時に、訝いぶかしんだ。

　先刻、ファナは蛇王の遠距離砲撃を食らい、下半身を吹き飛ばされたはずだ。

　あの瞬間、誰もがファナの「死」を確信したはずだ。

　すると、アスクレピオスが得意げに胸を張った。

「ふっふっ。元々、儂わしは推測しておったのだ。エーコが魔導蛇ウロボロスの封印を解いたとき、もしかしたら戦闘になるやもしれぬとな。案の定、アンネゲルトは罠わなを仕掛けておった。ならばこそ、儂も準備をすませておいたのだ」

「準備って、どんな？」

「まだ解わからんのか、エーコよ？　あの森の奥に、ファナ専用の武装を仕込ませておいたのだ。無論、武装だけではない。ファナ自身の〝義体〟もな」

　ようやく、エーコも事態を了解する。思い起こせば、ファナは狩りに出かけたり、現地の果物や野菜を収穫したり……と、エーコたちとは別行動をとる機会が多かった。

　エーコたちが修行に没頭している合間に、アスクレピオスは万が一の戦闘に備えて、ファナに準備をさせておいたのだ。

　そうした戦略が功を奏し、ファナは墜落後、ボディ換装を実行することができた。なおかつ、魔導式突撃砲アサルト・ランチヤーと魔導網状スパイダー・ネツト弾を装備した上で、戦線に復帰したのだ。

　ここに来て、ついに大賢者アスクレピオスの深謀が、アンネゲルトの知謀を上回ったのである。

　そのときだった。

「新約・騎竜演舞──」

　はるか上空から、ルッカの可か憐れんな声が降り注ぐ。

「壱の舞　星屑の聖流波スターダスト・アークフロウ！」

　ついに騎竜演舞が完成し、巨大な〈星刻〉の紋様が燦さん然ぜんと輝いたのだった。

　完成した〈星刻〉の中央で、ガウェインとルッカは美しくポーズを決めている。

　魔ま演えん杖じようガラティーンを左手で握りしめ、右腕を白鳥の翼のごとく掲げているルッカの姿は、神話に登場する妖精のようでもあり、伝説に登場する踊り子のようでもあった。

　エーコは我を忘れて、ルッカの晴れ姿に魅入ってしまう。

　しかも、空に描かれた〈星刻〉の精せい緻ちさときたら、以前とは桁違いだ。

　湧き起こる期待感を胸に、エーコは諸もろ手てを挙げて叫ぶ。

「行っけぇええええええええええええええええええっ！」

　エーコの声援に応えるように──。

　今この瞬間、騎竜演舞の魔法効果が発動する！

　轟っ　と気流がうねり、天空より轟ごう音おんがほとばしった。

　今なお魔導網状スパイダー・ネツトに囚とらわれたままの〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉を目がけて、流星群さながらの閃せん光こうが次々と降り注ぐ。

　敵の体表面に到達した瞬間、まるで強酸に鉄の塊を放りこんだかのように、白煙が朦もう々もうと湧き起こる。背面部を埋めつくしている深紅の鱗うろこも、ドロリと熔よう解かいを始めた。

　先ほどルッカが見せた「浄化の蜜雨アムリタ」と同系統と思われるが、その威力は比較にもならない。そもそも「浄化の蜜雨アムリタ」は治癒魔法だが、同じ聖属性といはいえ「星屑の聖流波スターダスト・アークフロウ」は攻撃魔法だと思われた。

「ぐわぃやぁあああああああああああああああああああああああああああっ」

　まさしく断末魔の悲鳴をあげながら、一本、また一本と、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉の鎌首が千切れていく。どの頭も落下したそばから、腐った果実のごとくつぶれ、闇の粒子へと還元していった。

　ついには、七つの頭を不気味に飾っていた王冠から、尻尾の先端に至るまで、その存在自体が溶けていく。

　かくして──〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉は、自分自身の〝終末〟を迎えたのだった。





"Lord of Apocalypse ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第二十二話　聖ラファエラ広場 ～猛将ボロディン～









　アッシュは単騎で、南塔から聖都の中央部──聖ラファエラ広場へと向かっていた。

　塔から聖ラファエラ広場までは、直通の大通りがある。

　無数の弾痕が生々しい建築群を横目に、アッシュは機竜を疾駆させる。

　この地区の住民は避難を終えたらしく、あたりはゴーストタウンも同然の様相を呈ていしていた。不気味なほどの静けさである。〈ゲシュペンスト〉の機竜部隊が鳴りを潜めているのは、おそらくボロディンの命令によるのだろう。

　──ボロディンは純粋に、このゲームを愉たのしんでいる。

　許せない奴やつだと思う一方で、ボロディンがこの頓狂な提案をしなければ、聖都エスパーダはとっくに壊滅していたのも事実だと思う。

　ロサ・マリア教に極度の怨恨を抱いているらしい盟主サヴォナローラにとっては、この聖都を一刻も早く地図上から消し去りたいところなのだろうから。

　ちなみに、アッシュが単騎となったのには、もちろん理由がある。先刻、シルヴィアが勝利を収めた直後、ミラベルとルクレツィアが提案したのだった。

　そう、今やアッシュ自身がミラベルとユニスを北塔に送る必要はない。このゲームのルールを思い出せば、アッシュは今すぐ聖ラファエラ広場へと向かうべきである。ミラベルとユニスなら、ルクレツィアの機竜で送り届ければよいのだった。

　長女メイリンを倒したシルヴィアに、祝福の言葉を贈れないのは心残りだったが、アッシュは素直に応じた。

　美しく整備されていた大通りは、石畳が破壊され、あちこちを鍬くわで掘り返されたような様相を呈している。

　住宅街からは、今も黒煙が朦もう々もうと立ち上っては、アッシュの視界を遮さえぎる。

　ここかしこに大小の瓦が礫れきが散乱している様子は、まるで神話に登場する巨人が食卓を引っ繰くり返したかのようだった。

　そんな悪路をものともせずに、機竜はまっすぐ大通りを駆けていく。

「なんだろう、この感じは……？」

　ふと、アッシュは不思議な感覚にとらわれた。

「はじめは嫌悪感すら抱いていたけど……少しずつ、俺の身体からだに馴な染じんできた気がする。人工物とはいえ、こいつもドラゴンってことなのか？」

　そう、悪路を駆けている間に、アッシュは機竜がどんどん自分の身体に馴染んでいるという、奇妙な感触を覚えていたのだった。

　まだアッシュが基礎過程ユニオスの二年生だった頃、年輩の臨時教官ゲストが学院にやって来て、期間限定で開講したことがあった。かつては騎士国軍騎竜部隊に所属していたという、軍人上がりの人物だった。

　その授業のことを、アッシュはなんとなく思い出していた。




　──いいか、お前らっ！　人馬一体ならぬ人竜一体の境地に達するために、まずはどこを鍛えるべきか？　解わかるか、アッシュ・ブレイク？　貴様は二年生にもなって、まだ相パ棒ルに恵まれていないそうだな？

　──むぐっ……解りません……。

　──尻の穴だ！

　その瞬間、すべての生徒が耳を疑っただろう。アッシュも例外ではなかった。

　──竜飼い人ブリーダーにとって、尻こそはドラゴンを感じるための、最大にして唯一のセンサーである！　この事実がなにを意味するか解るか、アッシュ・ブレイク！

　──すみません！　まったく解りません！

　──つまりは、痔じになったら騎乗どころじゃないってわけだ！




　元軍人らしい下品なユーモアに、生徒たちはドッと笑ったものだ。

「そうか！　あの頃は意識していなかったけど……うん、今なら解る気がする」

　事実、尻こそは、自分とドラゴンの重要な接触面である。

　尻に意識を集中させればさせるほど、アッシュは機竜のコンディションを敏感に察することができるのだと、気づきつつあった。

「……少し、バランスが右に傾いているな。なぜだ？」

　アッシュはつぶやくと、機体の右側面に視線を落とす。

　そこには、大きな個人携帯用の武器が吊つり下さげてあった。

「なるほど。どんだけ重いんだ……」

　こんなときだというのに、アッシュは思わず微苦笑を漏らしてしまう。

　その武器とは──魔剣ユングフラウであった。

　アッシュが南塔を去ろうとした寸前、ルクレツィアから手渡されたのだ。

　つい先ほどルクレツィアと交わした会話が、アッシュの脳裏で甦よみがえる。




　──アッシュ、これは餞せん別べつだ。騎士たる者、剣の一振りも無しで戦いくさに向かうのでは、格好がつかんだろう？

　──待ってくれ。その魔剣は、ルクレツィアを象徴する武器じゃないか。あっさり手放しても構わないのか？

　──無論、餞別といっても贈与ではない。あくまで貸与だ。あとで必ず返してもらう。




　ルクレツィアらしい言葉だと、アッシュは内心で苦笑した。

　まだ出会って数日しか経たっていないというのに、ルクレツィアはアッシュに愛剣を預けてくれた。その信頼に、アッシュは全力で報いることを己に誓った。

　やがて、聖ラファエラ広場に続く入場門が見えてきた。

　広場の外周部では、隊長グレンと相パ棒ルのフェルグスが、満まん身しん創そう痍いにもかかわらず、アッシュを待ち受けていた。

「グレン隊長！　お怪け我がは大丈夫なんですか!?」

「命に別状はない。アッシュ・ブレイクよ……あとは任せた。この聖都を解放し、ヴェロニカ殿下を救ってくれ」

　グレンは怪我の痛みに耐えつつも、アッシュに頭を下げた。

　思い起こせば、グレンとの初対面は最悪だったと記憶している。

　グレンはアッシュをせいぜい「小僧」くらいにしか思っていなかっただろうし、アッシュはグレンの冷然とした姿勢に反発を覚えていた。

　だが、今はグレンほどの男が、アッシュに祈るような眼まな差ざしを向けている。

　親衛隊長でありながら力及ばず、自力で主人たるヴェロニカ王女を救いにいけないという事実は、グレンを今も激しく責せめ苛さいなんでいるのだろう。

「任せてください、グレン隊長」

　アッシュは即答すると、毅き然ぜんとして胸を張った。

　無論、内心では不安もある。猛将ボロデインに対する畏怖もある。敗北への恐怖もある。

　それでも、アッシュはそうした負の感情は微み塵じんも表に出さなかった。

「行ってきます」

　グレンに見送られつつ、アッシュは聖ラファエラ広場へと機竜を進ませる。

　──残り時間は、あと十九分。





　　　　◇






「やっと来たか、アッシュ・ブレイク！」

　聖ラファエラ広場の中央にて、ボロディンは王者のごとく君臨していた。既に深紅の隊長専用機バハムートに騎乗している。

　いちどは戦場となったこの広場だが、アッシュが塔から塔へと駆け回っている間に、機竜の残骸や、倒れた兵士の姿は一掃されていた。

　おそらく、ボロディンの配下たちが「掃除」したのだろう。隊長が心置きなくアッシュとの戦闘を愉たのしめるように、と。

　とはいえ、空爆を受けたかのように破砕された石畳はそのままだし、半ばからへし折られて横倒しとなった方尖柱オベリスクも、戦場を象徴するオブジェのごとく放置されたままだ。

「まさか〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉が全員敗れるたぁ、予想外だったぜ。もっとも、俺としては──こうなることを期待していたのも事実だ。良い仲間に恵まれたな」

「お前にいわれるまでもないさ。仲間の期待に応えるためにも、俺はお前を倒して聖都を救う。それだけだ」

「ふっ。十代の若造ごときが、いっぱしの口をききやがる。せめてもの情けだ。俺の機体に搭載された重火器は、すべて封印して戦ってやろう」

　意外な申し出に、アッシュは呆あきれた思いがした。

「随分とサービス精神が旺盛なんだな？」

「どうも銃だの魔導砲だのといった武器は味気ねぇ。どうしても俺基準を満たしてはいないんでな。それと、重火器を封印したからといって、俺が弱体化したと思ったら大間違いだぜ？」

　次の瞬間、ボロディンの双そう眸ぼうが爛らん々らんと輝いた。

「それじゃあ、おっぱじめるか！」

　左右の手にそれぞれ構えた戦斧バトルアクスが、ぎらりと禍まが々まがしく光る。

　斬るための武器というよりは、もはや鈍器に等しい。重量も桁外れだろう。

　そんな大型武器を二刀流よろしく構えつつ、あの機竜を駆ろうというのだから、常識外れもいいところだ。重火器に頼る必要がないというのも、納得できる気がした。

「うおらああああっ！」

　雄叫おたけびとともに、襲いくるボロディン。

　両手に斧おのを構えている以上、操そう縦じゆう桿かんを握ることはできない。無謀としか思えない手放し騎乗だが、ボロディンの巨きよ軀くは微み塵じんも揺らがず、機体の加速に耐えている。

　──くっ、なんて重圧だ！

　魔導エンジンの咆ほう哮こうとともに、見る見るうちに肉迫してくるボロディン。

　巨大な壁が猛スピードで迫ってくるような、とてつもない威圧感。

　アッシュは思わず、奥歯をギリッと嚙かみしめた。

　ほとんど本能的に、機竜を後退させそうになったが、

　──いや、駄目だ！　気持ちで負けたら、本当にやられてしまう！

　アッシュはあえて引かず、機体側面に吊つるしていた魔剣を手に取った。片手で振るうには重いが、騎竜学院で鍛えられた日々のおかげで、なんとか持ち上げることはできた。

「うおおおおおおおっ！」

　アッシュはルクレツィアの厚意に感謝しつつ、自らも機竜を前方に走らせる。

　雷らい鳴めいのごとき轟ごう音おん。機竜の頭部同士が正面衝突し、大気が震しん撼かん。

「ぐああっ！」

　後方に弾はじき飛とばされたのは、アッシュ機のほうだった。

「頼む！　踏ふみ留とどまってくれ……！」

　アッシュは祈るようにつぶやくと、自機の体勢を立て直す。

　横転しなかったのは、不幸中の幸いだった。

　だが、そこに深紅の隊長機が容赦なく迫り来る！

「がーっはっはっ！　どこまで耐えられるか見物だな！」

　左右の戦斧バトルアクスを間断なく振るうボロディン。壮絶な連続攻撃。

「ぐっ！」

　アッシュは反射的に、すべての斬撃を魔剣で受けとめた。

　一合、二合……衝突を繰くり返す刃と刃。

　青い火花が散っては、その衝撃の凄すさまじさを雄弁に物語る。

　いつしか、アッシュは額に冷や汗を浮かべていた。

　──くっ！　剣ごと腕を持っていかれそうだ……！

　それほどの斬撃を、ボロディンは矢継ぎ早に繰り出してくる。

　しかも巧みなペダルさばきで、機竜の制御も同時にこなしているのだ。

　──このままじゃ、まずい……まずすぎる！

　激しい焦燥感が氷塊のような冷たさで、背筋をじわじわと這はい上ある。

「どうしたアッシュ・ブレイク！　お前の力はその程度か？」

　と、ボロディンが戦斧バトルアクスを縦横無尽に振り回しつつ、嬉き々きとして語りかけてきた。

「だとしたら、がっかりだぜ！　結局、お前はたまたま相パ棒ルがアヴァロン聖竜皇だったという幸運を得ただけの、木で偶くの坊ぼうだったというわけだな！」

「違う！　俺は──」

　アッシュに答える余裕すら与えず、ボロディンは鋼の刃やいばと言葉の刃を同時にぶつけてくる。

「もしもアヴァロン聖竜皇の飼い主が別人だったら？　俺は今、そいつと戦っていたのかもしれんなぁ？」

　侮蔑の言葉を並べながらも、ボロディンの斬撃は豪快を極めていた。

「おらあっ！」

　ひときわ高らかな雄叫おたけびの直後、鈍い衝撃音が響いた。

　機体の頭部が横殴りにされたのだ。

　ぐらり、とアッシュ機のバランスが大きく崩れた。

「くそっ！」

　アッシュはなんとか踏ん張ったが、ダメージは確実に蓄積している。機竜へのダメージはもちろんのこと、アッシュ自身も無傷ではいられなかった。

　直接的に打撃を受けたのは機竜でも、その衝撃はアッシュにも伝導しているのだ。あわや魔剣を落としそうになったが、気力で柄を握りしめる。

　もっとも、肉体への負荷以上に、精神的なショックのほうが大きかった。

　──俺は本当に……ボロディンのいう通り、単なる幸運野郎なのか？　すべてはエーコがアヴァロン聖竜皇だったから、そのおかげで……？

　暗あん澹たんとした気分が、アッシュの胸に蛇の毒さながら入りこんでくる。

　そんなアッシュの弱気を見透かしたように、ボロディンは嘲あざ笑わらう。

「けっ。お前なら、もっと〝俺基準〟に迫ってくるかと期待していたんだがな。どうやら期待外れだったようだぜ！」

　ボロディンはいったん後退すると、左右の戦斧バトルアクスを同時に振りかぶった。

　そして荒野の獣のごとく、猛然と唸うなりはじめる。

「うぉおおおおおおおおおお……！」

　乾けん坤こん一いつ擲てきとばかりに、すさまじい闘気オーラが魔風のごとく吹きつけてきた。

　肌がピリピリと痛むほどの波動。

　百獣の王でさえ、尻尾を巻いて逃げだしてしまいそうな鬼気。

　やがて引き絞られた弦が放たれるように、ボロディンが機体を発進させようとした──その寸前のことだった。

『ボロディンのペースに乗せられるな、アッシュ！』

　そこに、凜りんとした声が割りこんできたのだ。

「……姫様!?」

　そう、間違いなくシルヴィアの声だった。

　機竜に積載された魔導通信機を通じて、シルヴィアが言葉を送ってきたのだ。

　シルヴィアの機体は自爆装置によって大破したので、既にルクレツィアたちと合流を果たしたのだろう。

　おそらくシルヴィアは、ルクレツィア機を通してアッシュの試合を観戦し──ついには居ても立ってもいられず、こうして声援を届けてくれたのだ。

　そこまでさせてしまうほど、情けない試合をしていたのだ……と、アッシュは自分自身を叱しつ咤たしたい気持ちに駆られた。

　そんなアッシュを奮い立たせるように、シルヴィアはさらに言葉を続ける。

『私は知っているぞ！　お前がエーコの相棒に選ばれたのは、単に運が良かったからではないという事実を！　そうだろう、アッシュ！』

　七歳の頃、〈オーファンの儀〉を受けたときの記憶──一度は失ったものの、マザー・ドラゴンのおかげで思い出すことのできた情景が、アッシュの胸をよぎる。

　──そうだ、俺は母親に餌をもらう雛ひな鳥どりのように、ただ口を開けてエーコを待っていたんじゃない。俺がエーコに巡り会えたのは、俺自身の選択の結果だ！

　アッシュが確信を得たその瞬間、

「うおぉらああああああああああああっ！」

　その巨きよ軀くに圧倒的な闘気オーラをまといつかせたボロディンが、渾こん身しんの一撃を放っていた。

　だが、もはやアッシュに畏おそれはない。

　魔剣ユングフラウの魔導装置部に触れながら、竜媒魔法オラクルを発動させる。

「六角障壁ヘキサゴナル・シールド！」

　魔剣ユングフラウに内蔵された魔導工学装置の原理は、騎士国に浸透している竜媒魔法オラクルと同じだ。竜綺華晶に外部から干渉し、結晶内部に蓄積された魔力を解放してやることで、さまざまな効果を生みだす。

　ボロディンの斬撃が振りおろされる寸前、

　──がきぃいいいいいいいいいいいいいんっ！

　アッシュ機の前方には、正六角形の紋章を無数に組み合わせたタイプの、強固な魔法障壁が展開されていた。

　二振りの戦斧バトルアクスを、見事に食い止めている。

　それでも、ボロディンはにやりと唇を歪ゆがめて嗤わらうと、

「へっ。どこまで耐えきれるだろうな？」

　じりじりと、魔法障壁に圧力を加えてきた。

「ぐっ!?　なんて野郎だ……！」

　魔導障壁ごと、アッシュ機は少しずつ後方へと押されていく。

　なんとか四肢を踏ん張ろうとするが、鋼鉄製の爪は石畳を削るばかりだった。

　じりじりと後退していく機体。

　傍から見れば、両騎の動きは緩慢に見えることだろう。

　だが、双方の間に蓄積されていく圧力は、いよいよ高まる一方だった。

　どこからともなく漂ってきた落ち葉が、両騎の周辺に到達した刹那、ピシッと真っ二つになったほどである。

　そして──。

「くっくっく。そろそろ見せてやるよ……このアレクセイ・ボロディン様の〝俺基準〟ってやつをなあっ！」

　その途端、ボロディンが左右の戦斧バトルアクスを限界まで振り切った。

「うわああああああっ！」

　爆風かと思えるほどの圧力を真っ正面から食らい、アッシュは機体もろとも後方に弾はじかれてしまう。

　波は濤とうに吞のみこまれたかのように、アッシュは機竜もろとも吹き飛ばされ──そして、広場に横たわる方尖柱オベリスクの残骸に激突した。

「がはっ！」

　衝撃のあまり、息を詰まらせるアッシュ。なんとか呼吸が回復したかと思ったら、今度は激しい咳せきとともに喀かつ血けつしていた。

　──くそっ！　肋あばらを何本やられた!?

　過去にも肋ろつ骨こつを折ったことはあるが、今回の痛みは格別だった。折れた肋骨が、肺を傷つけているのを自覚する。

「ぐっ……」

　頭もズキズキと痛んだ。額から血が流れ落ちて、視界を赤く染めている。

　それでも、ここで倒れるわけにはいかない。

　アッシュは右手で魔剣の柄を、左手で操そう縦じゆう桿かんを握り直す。そして右のペダルを踏みこんで、機竜をゆっくりと立ち上がらせた。

　魔導エンジンは無事のようだ。音にも震動にも異常は感じられない。敵の機竜部隊には嫌というほど辛酸を舐なめさせられたが、今だけは機竜の頑丈さに感謝したい気分だった。

　──大丈夫だ。俺も機竜こいつも、まだ戦える！

　アッシュは全身全霊をこめて、ボロディンを睨にらんだ。

　そんなアッシュの眼まな差ざしを真っ向から受け止めて、ボロディンは「ほう」と感嘆の声を漏らす。

「ふっ、まだ戦意が残っているとはな。ちったぁ骨があるじゃねぇか。だがなぁ……骨だけで戦えるほど、世界は甘くねぇぞ！」

　ぎらりと禍まが々まがしい眼光を飛ばすと、ボロディンは再び猛進してきた。

「なっ……！」

　アッシュは我が目を疑った。

　一体、この猛将はどれほどのスタミナを蓄えているのか。

　ボロディンが左右の戦斧バトルアクスを振り回す勢いは、先ほどよりも増しているのだ。

　あまりの速さに残像が生まれては、アッシュの視界を無数の鋼が乱舞する。

　かろうじて魔剣ユングフラウで防ぐアッシュ。

　せっかくの魔剣も、これほどの猛攻にさらされては、楯たてとしての機能しか果たしていない。魔剣効果を発動させようにも、ボロディンの攻撃には一瞬の隙もなかった。

　いや、それこそがボロディンの狙いなのだろう。先ほどは大技を繰くり出すため、闘気オーラを練りあげたボロディン。そのおかげで、アッシュには防御障壁を展開するだけの余裕が生まれた。

　だが、もはやボロディンは大技に頼ることなく、小技を次々と繰り出す戦術に切り換えたのだ。それでも充分にアッシュを仕し留とめられる、と踏んだのだろう。

「おらおらおらっ！　さっきまでの元気はどうした？」

　機竜と機竜の狭はざ間ま、強烈に嚙かみ合あう鋼と鋼。

　もちろんアッシュとて、ただ圧倒されているばかりではなかった。

　──今だ！

　ボロディンが下半身でのみバハムートを御しているのを見て、思い切って側面に回り込んでみたのだ。

　試合開始以降、ボロディンは操そう縦じゆう桿かんに指一本触れていない。あんな操縦の仕方では、急激な方向転換はできないのではないか──そう予測したのだ。

　が、アッシュが真横から斬りかかった瞬間には、バハムートはくるりと機首の向きを転換させていた。驚くほどの自然さだった。

　斧おのと剣が嚙み合って、鼓膜を破られそうなほどの金属音が響く。

　アッシュを嘲あざ笑わらうように、ボロディンは悠然と斧をかざし、魔剣を受けとめていた。

　──なぜだ!?　操縦桿に触れてもいないのに、どうやって方向転換を……!?

　アッシュの疑問を読み取ったのか、ボロディンはニッと破顔した。

「甘いな、アッシュ・ブレイク。機竜って奴やつはなぁ、騎手の視線に自然と追随するよう設計されているのさ！　おっと、余計な情報を与えちまったか？」

　戯おどけた口調とは対照的に、ボロディンの斬撃はさらに苛烈さを増すばかり。

　──騎手の視線に……自然と追随だって!?　そんなことが……？

　無論、ボロディンの言葉を額面通りに受け取るわけにはいかない。それは人機一体の境地に達した〝猛将〟だからこそ、可能な技なのだろう。

　いつしか、アッシュは目の前に迫る鉄壁が、刻一刻と肥大化していくような威圧感に襲われていた。

　──くそ！　どこかに突破口はないのか!?　このままでは……！

　焦燥感が冷や汗となって、アッシュの額を流れ落ちる。

　ボロディンの一撃を受けとめるたびに、全身の骨が軋きしんだ。こうして防御に徹しているだけでも、アッシュのほうはどんどん体力とスタミナを削られていく。

「がーはっはっは！」

　逆にボロディンは意い気き軒けん昂こうとして、なんら消耗を感じさせない。

　客観的に見れば、ボロディンは老兵と呼んでいい年齢に達している。アッシュとの年齢差は、祖父と孫ほども違うはずだ。

　そんな年齢差を一切感じさせぬほど、ボロディンの鉄人ぶりは常軌を逸していた。

「おらおらっ、隙だらけだぞ！」

　と、斧にばかり気を取られていたアッシュの虚を衝つき、ボロディン機の頭部が迫ってきた。アッシュがハッとしたときにはもう、自機の横っ腹にぶち当てられている。まるで闘牛を思わせる戦法だった。

「あぐうっ！」

　真横に吹き飛ばされるアッシュ機。

　──まずいっ……倒れる…………！

　完全に体勢を崩し、機体はもはや制御不能。

　このまま横倒しになるかと思われた寸前、

「倒れるのはまだ早いぜっ！」

　一瞬にして回りこんだバハムートが、今度は逆方向から体当たりを食らわしてくる。

「うわああああああああああっ！」

　進行方向が真逆になったことで、横倒しにはならずにすんだものの──すさまじい負荷が発生した。

　体重が何倍にも膨れ上がったかのような感覚。胸から脇腹にかけて、壮絶な激痛が走った。ただでさえ、今のアッシュは肋ろつ骨こつを何本も折られているのだ。

「もう一発！」

　と、さらにボロディン機が回りこみ、アッシュ機の尾部に痛烈な頭突きを炸さく裂れつさせた。

　左に吹き飛ばされたと思ったら、右に飛ばされ、今度は前方につんのめる。

「──！」

　機体が頭部から地面に突き刺さらなかったのが、奇き蹟せきと思えた。

　実際のところは、アッシュが無意識に操そう縦じゆう桿かんとペダルを操作することで、かろうじて回避したのだが──もはやアッシュ自身は、なんら自覚していない。

「くははははっ！　いいザマだな、アッシュ・ブレイク！」

「くそっ……」

　あれほど堅けん牢ろうに感じていた機体も、今では各部が軋きしんでいる。次の瞬間にも分解してしまうのではないか……と思うと、アッシュはゾッとした。

「お前自身も、その機竜も、いよいよ限界が近いようだな？」

　ようやくアッシュを連続攻撃から解放したボロディンは、またしても言葉で精神的な重圧をじわじわと加えてきた。

　肩で息をしつつ、アッシュは考える。

　──駄目だ、どうやっても勝てる気がしない！　だけど、ここで俺が負けたら、すべてが水の泡だ。〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉を倒してくれたみんなの努力だって、報われない。それにラクエルだって救えない！

　そのとき、再び魔導通信機が反応を示した。

　ザザッというノイズとともに、メッセージを運んできたのである。

『なにをしている、アッシュ！　わざわざボロディンのペースに付き合う必要など、どこにもないのだぞ？　お前は単なる騎兵ではない──竜騎士ドラグナーなのだ！』

　シルヴィアの叱しつ咤た激げき励れいだった。

「姫様……？」

『いいか、アッシュ！　あくまでも竜騎士ドラグナーとして、ボロディンを討て！』

　胸を突かれたように、アッシュはハッとした。

「……そうだ、俺は竜騎士ドラグナーなんだ。こんな戦い方をしていたって、百戦錬磨の猛将に勝てるはずがないじゃないか……」

　アッシュは無意識につぶやいていた。

「ボロディンの舞台で闘っていたら駄目なんだ。それだと、あいつのペースに乗せられて当然だ。逆に、あいつを俺の舞台に立たせるくらいじゃないと……だけど、そのためにはどうすればいい？」

「おいおい！　いよいよ現実逃避か？　なにをブツブツいってやがる？」

　と、ボロディンが露骨に揶や揄ゆしてきた。

「幻滅したぜ！　〝救国の英雄〟などという看板も、しょせんは鍍金メツキにすぎなかったというわけだ！」

　今度こそ、ボロディンはとどめの一撃とばかりに、深紅の機体を発進させた。

「いや、まだだ！　まだ俺も機竜こいつも、終わってなんかいない！」

　額の血を袖口で拭うと、アッシュも右ペダルを限界まで踏み込む。

　まだ魔導エンジンは威勢よく唸うなっている。各部関節にしても、ギシギシと軋きしみながらも、アッシュの意思にちゃんと応じてくれる。

　満まん身しん創そう痍いのドラゴンさながら、アッシュ機は疾走を開始した。

　ただし、ボロディン機とは反対の方角に向けて──。

「ちっ。ついに腰が引けたか？　戦場では、そういう奴やつから死んでいくもんだぜ！」

　ボロディンの目には、アッシュが逃げに転じたと映ったのだろう。

　──なんとでもいえばいいさ、ボロディン。だけど、最後に勝つのは俺だ！

　アッシュは心の中で宣言すると、機竜の操縦に専念するのだった。
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　大聖堂の最深部──今も多くの人質たちが囚とらわれたままの、祭壇の間。

　ボロディンの部下たちは、隊長の勝利を微み塵じんも疑ってはいない様子だった。既に着々と撤収の準備を始めているのだ。

　この大聖堂に仕掛けられたマスター爆弾〈ゲフィオン〉は、おそらく遠隔操作式なのだろう。刻限に至った時点で、〈ゲシュペンスト〉の全隊員は聖都から撤退し、安全な場所で起爆装置のスイッチを押す。そして、聖都が爆発炎上するのを高みから見物する計画だと推測できた。

　そんな兵士たちとは対照的に、人質たちは食い入るように仮想ディスプレイを見つめている。どう見てもアッシュは劣勢で、このままでは聖都滅亡は免まぬがれない──と、多くの人質が思っていることだろう。

　事実、アッシュは先ほどから回避を続けているばかり。ボロディン機に攻撃を加える気配はない。もはや勝利の糸口を完全に見失い、翻弄されているだけのようにも見えた。

　それでも、レベッカはアッシュを信じていた。そう、アッシュは過去にも幾多の苦難を乗り越えてきたのだから──。

　と、レベッカの真横で、ヴェロニカ王女が不安げに口を開く。

「……むぅ。いくらアッシュでも、相手が悪すぎる。ボロディンのような輩やからに相応ふさわしい相手は、むしろ私やアヴドーチャなのだが……このままでは、本当にまずいぞ？」

　ヴェロニカのつぶやきは、人質たち一同の心理を代弁しているかのようだった。

「いいや、ヴェロニカ王女」

　と、レベッカの先を越すように、ヴェロニカに真っ向から「否いな」を唱える者が現れた。

「僕の目には、アッシュがただ逃げているだけには見えないね。アッシュにはきっと、なにか考えがあるはずだよ」

　またしても、オスケイア女王だった。

「レベッカだって、そう思うだろう？」

「そうだな。アッシュは今、まさしく竜騎士ドラグナーの目をしている」

　真顔でうなずくレベッカ。

「先ほどまでとは顔つきが変わりました。僕にはまるで……アッシュが竜騎士ドラグナーとしての誇りを取り戻したかのように見えます」

　マックスも真摯な表情を浮かべている。

「ああ、マックスのいう通りだね。それに、少しずつだけど……アッシュの操縦精度が上がっているようにも見える。僕の気のせい──ではないようだね」

　オスケイアがきらりと鋭い眼光を閃ひらめかせたそのとき、

「おい、私語は慎め！」

　ボロディンの配下に一喝され、レベッカたちは仕方なく口を閉ざす。

　だが、レベッカたちの会話に耳を傾けていた人質たちの表情は、先ほどまでとは一変していた。

　今ではもう、誰もがアッシュの映像に信頼の眼まな差ざしを向けている。

　夜天の一角で光り輝く北極星に、希望を託した旅人のように──。
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　一方、北塔──通称「赤の塔」の門前では、シルヴィアたちが試合の映像を一心に見つめていた。

　映像を空中に投影しているのは、ルクレツィアの機体だ。シルヴィアもアーニャもセレスも、ルクレツィア機を取り囲むようにして、映像を見上げていた。

　なお、ミラベルとユニスは、四度目となる爆弾解除作業に当たっている最中だった。

「……ふむ。どうやら、シルヴィアのメッセージはちゃんと届いたようだぞ。今のアッシュは決して、ただ逃げ回っているだけではなさそうだからな」

　満足げにつぶやいたのは、ルクレツィアだ。

　つい先刻、シルヴィアは身を乗りだして、ルクレツィア機の魔導通信機に向けて叫び放ったのだ。

「感謝する、ルクレツィア」

　シルヴィアは改まった口調で、ルクレツィアに礼を述べた。元々、ルクレツィアがあれこれと試行錯誤を繰くり返した結果、この通信機は使えるようになったのである。

「いや、大したことではない。この通信機には、帝国由来の技術がふんだんに盛りこまれているからな。それよりも、だ。先ほどといい、今といい……まるで出来の悪い亭主の尻を引っぱたく妻のようであったな──シルヴィアよ」

「つ、妻!?」

　シルヴィアは頰ほおに熱を覚えた。堅物のように見えて、ルクレツィアは既に何度かシルヴィアをからかっている。

　その意味深な単語には、アーニャとセレスもぴくりと反応を示したほどだった。

　と、シルヴィアにとっては微妙に居心地の悪い空気を破るように、ボロディンの言葉が映像から聞こえてきた。

『おいおい、アッシュ・ブレイク！　そんなに逃げ回ったところで意味はないぞ？　むしろ時間をロスすればするほど、自分たちの首を絞めているってことに気づけよな！』

　腹が立つくらいに、ボロディンの言葉は正しい。その厳然たる言葉のせいで、わずかに緩んだ空気は一瞬にして張り詰めてしまった。

　シルヴィアはさりげなく、懐中時計を確認する。

　──残り時間は、あと十三分。

　このままボロディンから逃げ回ったところで、アッシュに勝機はない。

　ボロディンが自ら「重火器を封印する」というハンデを提案したおかげで、遠距離攻撃の心配はないが、このままだとタイム・オーバーは免まぬがれない。

「まずい、アッシュの奴やつ……追いつかれたぞ！」

　と、セレスが逼ひつ迫ぱくした表情で叫んだ。事実、ボロディンは深紅の機体をアッシュ機の真横にぴたりと付けて、美しいほどの併走を披露していた。

『おらぁあっ！』

　と、ついにボロディンが左右の戦斧バトルアクスを振り上げた。巨蟹の鋏はさみのごとく、鋼鉄の刃と刃がアッシュの首を狙い澄ます！

「アッシュ！」

　シルヴィアは思わず叫ぶと、目を瞑つぶってしまった。

　──がきぃいいいいいいいいいん！

　そして、重苦しい打撃音がシルヴィアの耳じ朶だを打つ。

『なっ……!?』

　続けて聞こえてきたのは、意外にもボロディンの声だった。明らかに動揺している。

　シルヴィアは恐る恐る、まぶたを開いて映像を見上げた。そして──。

「アッシュ！」

　思わず歓喜の声をあげていた。

『小こ癪しやくな真ま似ねをしやがる！　その発想はなかったぜ……！』

　ボロディンが繰くり出した戦斧バトルアクスは、ぴたりと静止していた。

　アッシュ機の上顎と下顎が、がっちりとくわえこんでいるのだ。

　しかも、左右の斧おのが重なり合った一瞬を、アッシュ機は衝ついた。アッシュ機の口こう蓋がいは、ボロディンが振るう自慢の戦斧バトルアクスを、左右同時に封じこめたのである。

『バカな！　そこまで高度な操縦技術を、いつの間に覚えた!?』

　いくら剛腕を誇るボロディンといえども、機竜に武器をくわえこまれては、どうにもならないようだ。

「紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレス!!」

　アッシュはすかさず魔剣ユングフラウを振りかざし、魔法を発動させる。

　魔剣の柄に嵌はめこまれた竜綺華晶が発光し、魔法円を構築。

　──轟っ！

　両騎を隔てる空間に真っ赤な火柱が生じると、ボロディンに襲いかかった。

『くうっ！』

　ついにボロディンは二本の斧を諦めると、手放した。炎の吐息を回避すべく、バハムートを素早く後退させる。

『これで終わりと思うなよ！　紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレス・連爆！』

　やっとの思いで得た好機を逃がすものかとばかりに、アッシュは猛攻を重ねる。

　バハムートの脚部に向けて、炎を飛礫つぶてのごとく飛ばしたのだ。

　──どどどどどっ！

　機銃弾さながら、無数の炎塊フレアが石畳をえぐり取っていく。さすがの隊長専用機バハムートも、まるで炎の絨じゆう毯たんの上を走らされているかのように、不安定な挙動を見せた。

『ちぃっ！』

　舌打ちを漏らすボロディン。あの猛将が、今や回避に徹している！

　なおも炎の弾丸を飛ばしつつ、アッシュは語る。

『……そもそも、お前の斧おのを馬鹿正直に剣で受けとめる必要なんて、最初からなかったんだ。お前の戦い方は、はっきりいえば騎馬戦の延長にすぎない。お前のような老兵は、どうせ馬で闘ってきた時間のほうがはるかに長いんだろう？』

　図星なのか、それとも答える余裕もないのか、ボロディンは黙ったままだ。

『だからこそ、お前は機竜の上でわざわざ斧を振り回したがる。だけど、そもそもそんな必要があるのか？　答えはもちろん〝否いな〟だ！』

　なおも沈黙したままのボロディンに、アッシュは炎と言葉を同時に叩たたきつける。

『ボロディン！　お前が好む〝騎馬戦もどき〟に付き合うのは、おしまいだ！　俺は騎竜戦と同じように、竜騎士ドラグナーの流儀で機竜こいつを扱うことに決めたんだよ！』

　アッシュは決然として叫ぶと、操そう縦じゆう桿かんとペダルを巧妙に操作した。

　たちまちアッシュ機が反応を示し、広場の片隅に二本の戦斧バトルアクスを放り捨てる。がらん、ごろん……鋼鉄の斧は無味乾燥な音をたてて、石畳を転がっていった。

『なんなら、機銃を使ってもいいんだぞ？　お前の矜持プライドが許すなら、の話だけどな』

『ふざけるな！　確かに、俺の戦い方は騎馬戦の延長かもしれねぇ……ああ、認めてやるさ！　俺が機竜兵とした過ごした時間など、騎馬兵として過ごした時間と比べたら、刹那に等しいってな！　だがな、それがどうしたっていうんだ！　俺の優位性に変わりはねぇだろうがよ！』

　あえて機銃は使わずに、ボロディンは愛機を突進させてくる。

　だが、もはやアッシュは怯ひるんでいない。

　それどころか、恐ろしく挑戦的な目をしていた。

「ふぅむ。不思議なものだが……あんなに活いき活いきとした目をしているアッシュを、私は初めて見た気がするぞ」

　ルクレツィアが感嘆の声をあげたので、シルヴィアはハッと顔を上げた。

「た、確かに……あれは……あの瞳は……！」

　シルヴィアは思い出していた。

　それは、アッシュが相棒エーコの誕生に立ち会う以前のことだ──。




　学院一の問題児として、周囲から睨にらまれていたアッシュ。

　座学の成績はからっきしで、友人たちのドラゴン──主にレイモンの相棒ブリギツトを借りては、各種競技に出場していた。

　校舎内でたまに見かけたアッシュは、いつも鬱屈した表情を浮かべていた。

　ところが、ひとたびドラゴンに跨またがると、活いき活いきとした顔になるのだ。

　当時のシルヴィアが、なんとなくアッシュに反発心を覚えていたのは、あんな風に活き活きとドラゴンを駆る同級生の姿に、嫉妬や羨望といった感情を抱いてしまったからではなかったか。

　──そうだ！　今のアッシュは、まるで……あの頃と同じ目をしている！

　シルヴィアが遠い過去を振り返っている間にも、アッシュは機体を縦横無尽に操って、右へ、左へ、バハムートの体当たりを流麗に回避する。

「おいおい、予想以上の操縦技術だぞ？　なんだ、あの生き物みたいな挙動は!?」

　セレスがぽかんと呆ほうけた顔でつぶやく。

「まるで人が変わったみたいだわ。一体、アッシュの中でなにが起こったの？」

　アーニャも驚きを隠せない様子である。

『ちっ、チョロチョロと……！』

　あのボロディンさえ、今では業を煮やしつつあった。

『聞け、ボロディン！　俺がこれまでに闘ってきた相手の多くは、はっきりいえば人じん智ちを軽々と踏み超えていた！』

　と、アッシュが朗々と叫んだ。

『確かに、お前は優れた戦士だよ。それは認める。だけどな、お前はまだ人間の領域に留とどまっている！　人智を超えた連中には遠く及ばない！』

『このガキが……いわせておけば！　俺が何十年にもわたり戦場で培ってきた経験が、貴様のようなガキに覆くつがえせるものかよ！』

『浅いぞ、ボロディン！』

　音量メーターが右に振り切れるほど、アッシュの声は痛烈だった。

『経験ってのは、単に時間を積み重ねればいいってもんじゃないだろう！　エーコが生まれて以来、まだ一年と二ヵ月しか経たってはいないけどな！　俺が得たものは──お前が何十年とかけて蓄積してきた経験とやらよりも、はるかに深い！』

『なん……だと……!?』

　ついにボロディンは絶句。

『行くぞ、ボロディン！　竜騎士ドラグナーが機竜を相棒として認めたら、なにが飛びだすか──見るがいい！』

　ボロディンの動きがわずかに止まった瞬間、アッシュはくるりと機竜を転身させた。

　虚を衝つかれたボロディンに向けて、猛然と進撃を開始する。一気に距離を詰めると、破竹の勢いで機竜を跳ちよう躍やくさせた。

　──高く。どこまでも高く！

　映像を通して観戦しているシルヴィアですら、その跳躍の高さには度肝を抜かれた。

　真っ正面で対たい峙じしているボロディンにとっては、尚なお更さらだろう。この試合中、ずっと格下だと見なしていたアッシュが、突とつ如じよとして豹ひよう変へんしたのだから……。

　よく見ると、アッシュの左腕に変化が生じていた。

　既に戦闘によって袖は破られ、完全に露出した肌に刻まれた〈星刻〉が、爛らん々らんと発光しているのだ。

　その発光のリズムに合わせて、機竜の双そう眸ぼう──厳密には、眼球に相当する部位もまた、明滅しているのである。

　──アッシュの〈星刻〉が……機竜のシステムに干渉しているのか!?

　息を吞のむシルヴィア。

　だが、驚くのはまだ早かった。

　アッシュ機の跳躍が、その頂点に達した刹那──。

　アッシュが天高く振り上げた魔剣ユングフラウが、燦さん然ぜんと煌きらめいたのだ。

　あたかも、聖なる乙女ユングフラウが勇者に祝福を与えるように。

　そして──信じがたい光景が展開されたのである。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　あろうことか、アッシュは分身したのだ。

　いや……分身魔法なら、既にルクレツィアがシャオメイ戦で披露しているのだが──。

　ルクレツィアの分身とは、根本的に違っていた。

　なぜなら、アッシュは機竜ごと分身していたからだ……！

　その分身数は、ルクレツィアが実現させた十二人に匹敵する、十二騎！

「そうか……そういうことか！」

　ようやく、シルヴィアは納得した。

　ここしばらく、アッシュは単に逃げまどっていたのではなかった。

　おそらくは、自分が駆る装甲機竜マシーネンドラツヘへの理解を深めるための──いわば「実験」だったのだろう。その結果、いつしかアッシュの〈星刻〉は機竜のシステムに介入し、まさしく人竜一体の境地へと至った。

　と同時に、アッシュは魔剣ユングフラウを併用することで、ルクレツィアの戦法をも織り交ぜたのである。

「アッシュは機竜を忌避するのではなく、ドラゴンとして受けいれることに決めたのだ。本職の竜騎士ドラグナーにとって、あの機竜は邪道というか、どうしても受けいれがたい乗り物なのだが……それでもアッシュは勝つために、あえて受けいれた。そして──」

　シルヴィアは会心の笑みを浮かべると、グッと拳を握りしめた。

「神であろうと悪魔であろうと、それがドラゴンである限り、あいつは必ず乗りこなす！」

　宙空を華麗に舞いながら、十二方向からボロディンを包囲したアッシュ。

　それはまるで、万華鏡を思わせる光景だった。

「なんと美しい……！」

　思わず感嘆の溜ため息いきを漏らすルクレツィア。アッシュに乗りこなされたことで、今や機竜は生身のドラゴンと化したかのように、活いき活いきと躍動していた。

『こっ、こんなことが……あり得るのか!?』

　あのボロディンですら、アッシュが見せた機竜分身には啞あ然ぜんとして、もはや硬直を余儀なくされている。

『ボロディン！　魔導結社デミウルゴスの陰謀に加担した罪。聖都を蹂じゆう躙りんし、貴重な文化財の数々を破壊した罪！　そして、なんの罪もない市民を恐怖に陥れた罪──』

　そして、十二騎のアッシュの声がぴたりと重なり──

『『『『『『『『『『『『今こそ贖あがなうがいい！』』』』』』』』』』』』

　その宣告と同時に、煌こう々こうと輝く十二の流星が同時に尾を引いた。

　ボロディンを目がけて、一斉に降下する！

「くくっ……さぁ来い、アッシュ・ブレイク！　〝俺基準〟を超えてみせろ！」












　もはや観念したのか、ボロディンは諸もろ手てを広げてアッシュを待ち受けるのみ。

　そして──轟爆の十二連撃、閃ひらめく魔剣の多重奏。

　貫かれる装甲板。破断される各部フレーム。切断されるケーブル群。

　あれほどの猛威を示した隊長専用機バハムートは、今では強烈な颶風ハリケーンに巻きこまれたかのように、次々と解体されていく。

　その剣けん尖せんの煌きらめきたるや、まさしく百ひやつ花か繚りよう乱らん。

　めくるめく斬撃は、ついには最深部に搭載された魔導エンジンにまで到達し──

　聖都の蒼そ穹らに、凄絶な爆音が轟いた。





　　　　◇






「ふう……なんとか終わったな」

　アッシュが一息ついたときには、聖ラファエラ広場は不気味なほどの静けさに包まれていた。

　黒焦げとなった残骸が飛散し、炎や煙をあげている。散在しているパーツ群の中には、深紅の装甲版も含まれていた。

　そんな残骸の墓場にて、ボロディンはぐったりと仰あお向むけに横たわっている。

　その巨体も黒焦げで、一見、焼死体のようでもあったが、驚くべきことに、まだ意識を保っていた。

「ふっ。アッシュ・ブレイク……訂正するぜ。お前は決して、竜族の威を借るだけの弱者では……なかったとな。ごふっ！」

　その途端、ボロディンは血を吐いた。それでもなお、言葉を続ける。

「お前は見事……〝俺基準〟を超えてみせたってわけだ……」

　アッシュは不思議な気分を覚えていた。今のボロディンからは、不思議と邪気が感じられない。憑つき物ものが落ちたかのように、さっぱりとした表情を浮かべているのだ。

「やけに素直だな？」

　アッシュは警戒心を解くことなく、自機をボロディンの脇に進める。

「へっ。こう見えて……俺は男の中の男だぜ？　約束は守るさ。任務には失敗したが、俺たち傭よう兵へいにとっては……死こそが敗北。命さえ拾えれば、それでいい……がはっ！」

　再び血を吐くボロディン。「命さえ拾えれば」と告げた矢先だが、今にも死神に狩られてしまいそうな顔をしている。

「……へへっ、どうやら内臓をかなりやられたようだ……骨もあちこちが折れてやがる」

「もう喋しやべるな。お前たちが大聖堂に仕掛けた爆弾ゲフイオンを止めたら、命だけは助ける。お前には〈デミウルゴス〉について、洗いざらい喋って──」

「アッシュ、敵に情けをかけている場合か！　もう残り時間がないぞ！」

　そのとき、グレン隊長が切羽詰まった口調で叫んだので、アッシュはハッとした。

　慌てて懐中時計を確認すると、残り時間は──あと三分を切っている。

「しまった！」

　アッシュは背筋に冷たいものを覚えた。体感時間よりもはるかに、対ボロディン戦で時間を食っていたのだ。

　今から大聖堂の最深部に駆けつけても、三分ではとても足りない。

　そもそも、祭壇に設置されたマスター爆弾〈ゲフィオン〉を解除するには、やはりミラベルの協力が不可欠だ。が、ここにミラベルの姿はない。ミラベルのことだから、既に第四の塔に仕掛けられた爆弾も解除して、こちらに向かっている最中だとは思うが──。

　こうしている間にも、時間は刻一刻と過ぎていく。

　ボロディンと対戦していたとき以上に、アッシュは焦燥感に駆られていた。

「噓うそだろう……ここまで来て、すべてが水の泡だっていうのか!?」

　絶望のあまり、アッシュの手から、竜騎士の証である銀時計が転がり落ちた。

　アッシュが「あっ」と思ったときには──しかし、逞たくましい手のひらが伸びて、宙で銀時計を握りしめていた。

「ボロディン……？」

　そう、銀時計を受けとめたのは、他ならぬボロディンの手だったのである。

　不思議と、ボロディンの表情は穏やかだった。

　その直後──

「聞くがよい、皆の者！」

　大聖堂の正門がサッと開くと同時に、凜りんとした大だい音おん声じようが響きわたったのだ。

　その絢けん爛らんたる立ち姿は、なんとオスケイア女王であった。

「大将ボロデインの敗北を知った〈ゲシュペンスト〉の兵たちは、命の保証と引き替えに、投降の意思を示した。そして、彼ら自身の手で起爆装置を解除した。人質たちも無事だ。ラクエル猊げい下かの安否だけが気がかりだが……まずは聖都エスパーダが無事に解放されたことを、ここに宣言する！」





"As a Dragner ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第二十三話　降誕せし魔巨神









　オスケイア女王の宣言が終わると同時に、大歓声が湧き起こった。ずっと人質として囚とらわれていた者たちが、大聖堂の正門からドッとあふれだしたのである。

　人質たちは皆、あの大型爆弾と隣り合わせの状態で、ずっと監禁されていたのだ。誰もが無事に解放されたことを喜び合っていた。

「ボロディン？　これは一体……」

　アッシュはきょとんとしながら、ようやく機竜を降りた。

「……いっただろう、約束は守るとな。そもそも大将が敗北を喫した以上、俺たち〈ゲシュペンスト〉が戦う理由も失われた。お前たちから見れば、俺たちなんざ〝ならず者〟の集団にすぎないのだろうがな。俺たちにだって、守るべき仁義はある」

「……そうか」

　アッシュは意外の感に打たれつつも、うなずいた。少なくとも、ボロディンが噓うそをついているようには見えない。

　と、解放された群集に交じって、ひときわ鮮烈な赤毛がアッシュの視界をよぎった。

「──アッシュ！」

　レベッカだった。駆けつけるなり、アッシュの両手をギュッと握りしめる。

「見事な戦いぶりだったぞ、アッシュ。だが、それ以上に……君が無事に帰ってきてくれて、本当に良かった」

　目尻に涙を浮かべつつ、ほんのりと頰ほおを染めるレベッカ。普段の大人びた雰囲気とは対照的に、今は可か憐れんな少女のように、アッシュの帰還を喜んでくれている。

「レベッカさん……！」

　そんなレベッカの真心に胸を打たれ、アッシュも胸を熱くした。しばらくの間、互いに感極まって、じっと見つめ合っていたのだが──。

「アッシュ！　君こそ世界最高の竜騎士ドラグナーだ！」

　オスケイア女王が家臣たちの制止を振り切って、飛びだしてきた。人目もはばからずに、アッシュを全力で抱き締めてくる。

「ちょっ、オスカー!?　く、苦しい……」

　オスカーの抱擁は純粋に嬉うれしかったが、全身の傷が一斉に悲鳴をあげたので、アッシュは目を白黒させた。

「ええい、この不ふ埒らち者めがっ！　アッシュは怪け我がをしているのだぞ！」

　助け船を出してくれたのは、ヴェロニカ王女だった。相手が女王陛下だろうと構うことなく、その後頭部に鉄拳制裁を加えている。

「うわっ!?　痛いじゃないかヴェロニカ王女！　いっ、今のが宗主国の女王に対する振る舞いなのかい!?　下手をすれば国際問題だよ!?」

「少しは慎め！　アッシュが勝利したとはいえ、まだ非常事態であることに変わりはないのだぞ！　ラクエル猊げい下かが誘拐され、ペネロペ枢すう機き卿きようまでが反逆者だと判明した今、我々こそが陣頭指揮を執り、事態の収拾に努めねばならんのだ！」

　真っ向から正論を浴びて、さすがのオスケイアもたじたじとなった。

「ぐぬっ、さすがはヴェロニカ王女だね……。だけど、あなたも内心では、アッシュと触れ合いたい、あわよくば熱いキスや抱擁を……と思っているのではないかい？」

「なななななっ、なにをいっているっ!?　わっ、我が二つ名は〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉であるぞ！　この私が、そっ、そそっ、そんな破廉恥なことを……！」

　オスケイア女王の逆襲をもろに食らい、ヴェロニカは頰ほおに朱を散らした。明らかに呂ろ律れつが回っていない。

　たちまち、オスケイアは底意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「ははっ、バレバレじゃないか。たまには〝戦乙女ヴアルキリー〟は休業して、〝乙女ヴアージン〟に戻ってみるのもいいのではないかな？」

「だっ、黙らんか！　わっ、私は別に──」

　その瞬間、ヴェロニカはちらりとアッシュを見やった。ちょうどアッシュもヴェロニカに注目していたので、互いの視線が見事にぶつかってしまう。

「むぐっ！」

　ヴェロニカはますます赤面すると、もじもじとしながら視線を逸そらした。そして、ちらちらとアッシュのほうを窺うかがいながら、

「まあ、なんだ。よくぞ勝利を収めた」

　小声ではあったが、ねぎらいの言葉をかけてくれたのだった。

「ヴェロニカ様っ！」

　と、そこに満まん身しん創そう痍いの親衛隊長──グレンが現れて、ヴェロニカの前に跪ひざまずいた。

「……申し訳ございません。親衛隊の力が及ばず、御おん身みを危険にさらしてしまいました。いかなる罰をも、甘んじて受ける覚悟です」

　ヴェロニカはようやく表情を引き締めると、グレンの肩に手を置いた。

「まずはその怪け我がを治せ。そして一刻も早く、我が親衛隊の長おさとして復帰せよ！」

「御意！」

　グレンは目頭を熱くしながら、恭うやうやしく頭を下げた。

「──オスケイア女王陛下！」

　と、今度は人ごみをかき分けながら、貴公子風の青年が駆け寄ってきた。白はく皙せきの肌に波打つ金髪、そして妖しげなまでに唇の紅あかい美男子である。

「あの人は、確か……」

　アッシュは思い出した。聖都に滞在中、何度か顔を見かけたことがある。

　彼こそはシェブロン王国の宰相、ドラクロワ伯爵である。この若き宰相も、当然ながら大陸会議に参加していて、先ほどまで人質に囚とらわれていたのだった。

「陛下。先刻の聖都解放宣言、お見事でした。……が、単独行動は控えてください。まだ御身の安全が確保されたわけではないのですよ？」

「ああ、解わかっているさ」

　オスケイア女王が苦笑交じりに応えると、ドラクロワは急にきびすを返し、今度はアッシュのほうに歩み寄ってきた。問答無用で、アッシュの手を強く握りしめる。

「こら、ドラクロワ！　それ以上、アッシュに接近するのはやめたまえ！」

　と、なぜだかオスカーが険しい顔で叱責を飛ばしたのだが、当のドラクロワは意にも介さなかった。

「アッシュ・ブレイク殿、ちゃんとした挨拶はまだだったね。僕のほうからも礼をいわせてほしい。よくぞ聖都の危機と、我らが女王陛下の御身を守り通してくれた！」

「いえ……当然のことをしたまでですから」

「実はね。女王陛下からも、君の話はよく聞かされていたんだけど、予想以上の戦いぶりだったよ。それはもう、この胸がときめくほどにね！」

「……はい？」

「ああ、愛いとしのアッシュ！　君さえよければ──僕と結婚を前提にお付き合いしてはくれまいか!?」

「ちょっ！　男同士ですがっ!?」

　話が一気に飛躍したので、アッシュは絶句した。

「問題ないさ！　我がドラクロワ伯爵領はね、世界で唯一、同性婚が法的に認められているのだから！」

「それは聞き捨てならないな！」

　唐突に割りこんできたのは、マックスだ。眼鏡をきらりと光らせている。

「待て待て！　どうしてそこでマックスが出てくるんだよ!?」

　アッシュはのけ反りそうになりながら、マックスの表情を窺うかがう。

「僕とアシュリーが結婚できるか否いなかの瀬戸際だろう！　いわせるな恥ずかしい！」

　男ふたりに挟まれて、今やアッシュは翻弄されるばかり。ただでさえ深い傷を負った頭が、別の意味で痛くなりそうだった。

「……おい、この展開はなんなのだ？　グダグダではないか！」

　ついにはヴェロニカの背からゆらゆらと、黒い闘気オーラが漂い始める。

「はぁ。こうなるのが解っていたから、なるべくアッシュとドラクロワを対面させないように配慮していたんだけどねぇ」

　オスカーが苦笑交じりに肩をすくめた、そのときだった。

「──アッシュ！」

　ひときわ鮮烈な声が、空に響いたのである。

　聞き間違えるはずもない、シルヴィアの声だった。

　続けざま、機竜の駆動音が轟ごう然ぜんと響く。その機械的な音に、先ほどまで人質だった者たちの大半はビクッとして震えたが、騎乗者が敵兵ではないと解わかった途端、ドッと歓声をあげた。

　ルクレツィアが駆る機竜には、シルヴィアとミラベルが相乗りしている。

　やや後方には従者のごとく、アーニャの駆るバジリスクが控えていた。こちらには、セレスとユニスが同乗している。

　シルヴィアたちもまた、聖都を解放すべく命を賭として戦った勇士である。

　誰もが諸もろ手てを挙げて、彼女たちを出迎えようとした。

　そのときだった。

「いかん！　てめぇら、今すぐ逃げろっ！」

　ちょうど聖都の守備兵に連行されようとしていたボロディンが、大だい音おん声じようを放ったのだ。

　その余韻をかき消すように、乾いた銃声がこだました。

　ぐらり……と、ボロディンの巨きよ軀くが揺らぐ。

　その熱い胸板の中央には、鮮血の華が咲いていた。
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「──くふふふふっ。歴戦の猛将とやらも、呆あつ気けないものだ」

　聖ロサ・マリア大聖堂の屋根の上、魔導式狙撃銃を撃ち終えた少女──キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンは、ニヒルな口調でつぶやいた。

　元々は、白き肌のエクブラッド人だったキーラは、七つの大罪を犯した結果、ダークエルフと化した。

　さらには、マザー・ドラゴンを殺害した呪いを受けた結果、エクブラッド人に特有のプラチナ・ブロンドは不気味に変貌し、〝蛇髪スネーク・ヘア〟の魔女と化した。

　フードの奧おくでは、今も無数の蛇がくねくねと身をくねらせている。

「……憐あわれな老兵め。貴様のようなクズにふさわしい、究極の肉体を与えてやろう。名づけて──〈降誕せし魔巨神アドヴエント・ギガンテス〉！」

　まだ銃口から白煙をあげている狙撃銃を肩に担ぐと、キーラは広場とは反対の方角に向けて、サッと身を躍らせた。

「今回も、また擦れ違ってしまったな……ルッカ──」

　そのつぶやきを最後に、キーラの姿は霧のように消失した。
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「あそこだ、大聖堂の上……！」

　狙撃地点を真っ先に見いだしたのは、ルクレツィアだった。

　誰もが弾はじかれたように、大聖堂の屋根に視線を向ける。アッシュ自身も例外ではなかった。そのときにはもう、狙撃手はこちらに背を向け、宙に身を躍らせたところだった。

　小柄な身体からだには、魔術師めいたローブを羽織っている。

　一瞬にして、その姿は大聖堂の向こう側へと落ちていった。常人ならば、飛び降りて無事にすむような高さだとは思えないが──。

「バカ野郎っ！　早く逃げろ……このままだと…………ごふっ！」

　と、ボロディンが再び一同に注意を促うながすも、激しく咳せきこんだ。

「ボロディン!?」

　アッシュは再び、腕の中のボロディンに視線を落とす。

　どう見ても胸の銃創は致命傷だ。それでもボロディンは、必死でアッシュになにかを伝えようとしている。

「はぁ、はぁ……さっさと逃げやがれ。このままだと、確実に……聖都は滅ぶ……」

　つい先刻まで聖都を滅ぼそうとしていた男が、今では聖都の行く末を案じている。

「どういうことだ!?」

「俺の胸に、ぶちこまれた弾丸な……ただの弾じゃねぇんだよ。なんせ、あのキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンが撃った弾なんだからな……がふっ！」

「キーラだって!?　やはり〈デミウルゴス〉と関係していたのか！」

　カサンドラに魔薬が投与されたと判明したときから、予感はあった。ボロディンの証言を得たことで、その予感が正しかったのだと確信できた。

「……ああ、間違いねぇ。あのダークエルフは新参者だが、薬くす師しとしての能力は……ずば抜けている。次期〈七翼将〉の、最有力候補とまでいわれている女だ……がはっ！」

　さらに咳きこみながらも、ボロディンは言葉を続ける。

「くくっ……さすがは、サヴォナローラの旦那だぜ。万が一、俺が失敗したときにそなえて……ちゃんと保険をかけてやがったとはな。俺も随分と、舐なめられたもんだ……！」

　その瞬間、ボロディンは余力を振り絞った。猛然とアッシュを突きとばしたのだ。

「ぐっ！　なにをするんだ!?」

　アッシュ自身、満まん身しん創そう痍いの身である。ボロディンの突きを食らって、身体がバラバラになったような激痛に襲われた。

「はぁ、はぁ……これ以上、俺に触るんじゃねぇよ……。こいつはなぁ……なんらかの魔薬を封じた弾だ……これから、俺の身になにが起こるのか……正直、想像もつかねぇ」

「まさか……」

「悪いことはいわねぇ。今すぐ聖都を離脱しろ。はぁ、はぁ……やべぇな。身体からだが……無性に熱くなってきやがった。くそっ、なんだ、この風景は……くくっ。なにやら妙な幻覚も見えてきやがったぜ…………」

「おい、しっかりしろ！　ボロディン！」

「待てアッシュ！」

　なおもボロディンに近づこうとするアッシュを、誰かがグイッと引き戻した。

　振り返ると、シルヴィアが厳しい表情を浮かべている。

「もし本当に、キーラの魔薬が作用しているのだとすれば……とんでもないことになりかねんぞ！」

　シルヴィアの言葉を受けて、ミラベルも厳げん粛しゆくな眼まな差ざしを向けてきた。

「マザー・ドラゴンを変貌させた魔薬のことを考えると、なにが起こっても不思議じゃないわね。今すぐ退避すべきよ」

「シルヴィアとミラベルさんのいう通りだ。下がれ、アッシュ」

　レベッカも真顔になると、アッシュの肩に手を置いた。

「へへ……もう、なにも見えねぇ……なぁ、アッシュ・ブレイク。こいつぁ俺の勘だがな……お前という奴やつは、これからの世界に必要不可欠な…………英雄だ…………なんといっても、お前は〝俺基準〟を…………超えてみせたのだからな………………」

「……ボロディン？　ボロディン!!」

「へへっ。クソみてぇな人生の最後に、お前という英雄に出会えた幸運を…………感謝するぜ──」

　東方世界に名を馳はせた猛将の、それが最期の言葉となった。

「待てボロディン！　まだ諦めるな──」

　その刹那、アッシュの言葉を遮さえぎるように、禍まが々まがしい風が吹きつけた。

　そして、〝闇〟が火か焰えんのごとく噴き上がる。

「なにが起こっているんだ……!?」

　アッシュは目を見ひらいた。

　現象自体は炎にそっくりだが、明るさとは対極に位置する。

　黒き炎は左右に揺れながら、その深しん淵えんにボロディンを引きずりこんでいく。

　かつての猛将は為なす術すべもなく、闇に侵しん蝕しよくされ──完全に吞のみこまれた。

　ボロディンを呆あつ気けなく捕食した闇は、まるでアッシュたちを嘲あざ笑わらうように滞空したまま、ゆらゆらと揺らめいている。

　──カッ！

　と、どす黒い魔力が横おう溢いつしたかと思うと、見たこともないタイプの魔法円が発生し、妖しい輝きを発した。あまりのまぶしさに、目を開けてはいられないほどだった。

「もっと離れるんだ、アッシュ！」

　背後からシルヴィアに腕を引かれ、アッシュは後退を余儀なくされる。

「この禍まが々まがしい気配は、魔薬を打たれたマザー・ドラゴンに似ている……！　あのような暴威が顕現すれば、聖都は本当に壊滅するぞ！」

　レベッカも警戒心をあらわにして、周囲に注意をうながす。

　その警告が引き金となって、一同は広場の入場門まで退避を始めた。先ほどまでは、誰もが互いの無事を喜び合っていたというのに、またしても地獄の門がぱっくりと口を開きつつあった。

　闇はますます肥大化し、次々と新たな魔法円が芽生えては、禍々しく発光する。

　一瞬にして、広場の地面には魔力回路が毛細血管のごとく張り巡らされた。今ではもう、広場そのものが巨大な魔法円と化している。

　ボロディンを捕食した黒焰ほのおは、さらには大聖堂の威容すら、すっぽりと包みこんだ。

　聖都を象徴する歴史的建造物が、一瞬にして吞のみこまれたのである。

「なんという化け物なの？　あの爆弾もろとも、大聖堂を吞みこんでしまうなんて。魔導エネルギーごと、体内に吸収したとでもいうのかしら……？」

　そこまでつぶやいたきり、絶句したのはミラベルだった。

　そう、起爆装置はボロディンの部下たちが自主的に解除したとはいえ、爆弾自体は大聖堂の祭壇に残されていたのだ。

　いつしか空には黒雲がたちこめて、野獣の唸うなりのような遠雷が聞こえてくる。

　聖都民を脅かすように、その雷らい鳴めいは少しずつ近づいてきて、ついには落雷に匹敵するほどの轟ごう音おんが鳴り響いた。

「あれは……!?」

　肋ろつ骨こつが折れていることも忘れて、アッシュは叫ぶ。たちまち胸に激痛が走ったが、今はそれどころではなかった。

　闇あん黒こくの塊が孵ふ卵らんすると同時に、聖ラファエラ広場に顕現したのは──

　巨人だった。

　その形相は鬼のごとく凶悪で、どこかボロディンの面影を感じさせる。頭部の左右には渦巻き型の角。髪は濡ぬれたように艶つや々つやと輝いて、獅し子しのたてがみのようだ。

　筋骨隆々とした肩や胸板からは、大聖堂の尖せん塔とうや装飾品が棘とげのごとく突きでている。生体と無機物が混じり合っているのだ。

　下半身は存在せず、腹部から下は地面と融合していた。肉体と大地の接合部には、植物の根を思わせる管がびっしりと生えている。

　まさしく大地から巨人の上体が生えているかのような、異様な光景であった。これまでアッシュが見てきた異い形ぎようの中でも、その不気味さは群を抜いている。

　そして、巨人の胸の中央には、先ほど大聖堂もろとも吞のみこまれた、超ちよう弩ど級きゆう魔導工学式爆弾〈ゲフィオン〉の本体が、装飾品のごとく埋めこまれていた。

「ヴォルァアアアアアアアアアアッ！」

　聖都エスパーダに降誕せし巨人の雄叫おたけびは、もはや都市どころか、エール半島そのものを震しん撼かんさせたのだった。
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「難敵であったが、よくぞ倒した！　さすがは儂わしの教え子たちだ！」

　アスクレピオスは満面の笑みで、一同をねぎらった。

「本当に、お疲れ様でした。わたくしも、微力ながら皆様のお役に立つことができ、不思議な気持ちを覚えています。喜怒哀楽の、〝喜〟という感情なのかもしれません」

　既に武装解除したファナも、珍しく微笑を浮かべている。

　ここは聖地アルバレス──皆で一致団結し、あの〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉を倒してから、まだ数分しか経たってはいない。

「あ、あたしからも……その、お礼をいうわ」

　肝心なときに消耗していたため、ただ護まもられてばかりだったエーコは、

「みんな、ありがとっ！」

　心から感謝の気持ちをこめて、ぺこりと頭を下げた。

「ははっ、水臭いぞエーコちゃん」

　そんなエーコに、レイモンは苦笑で応じた。相パ棒ルのブリギットが聖竜マエストロ化を果たしたことで、普段よりも大人びて見えた。

「レイモンさんのいう通りですわ。大切なお友達が動けないときに、身体からだを張って助けるのは当然のことですわよ」

　ジェシカも凜りんとして微笑ほほえんでいる。学院では〝色物〟扱いされてきたジェシカも、今では見ちがえたように輝いている。ジェシカもまた、あの戦いを通じて竜騎士ドラグナーとなったのだ。

「も……もう駄目。動けない……」

　くたっと草原に突っ伏したのは、ルッカである。まるで踊り子の衣装のような聖騎甲アークは霧散して、巫み女こ服姿に戻っている。

　ルッカの未成熟な身体にとって、あの鎧よろいはかなり負担が大きかったようだ。しかも、新たな騎竜演舞まで披露してみせた。

「くぅううん……」

　と、ガウェインが心配そうに鳴きながら、ルッカの様子をうかがう。

「ん、わたしなら……大丈夫、だよ。本当に、ありがと……ガウェイン──」

　ガウェインを安心させるようにつぶやくと、ルッカは意識を失った。

「ちょっ、ルッカ!?」

　エーコは顔から血の気が引く思いで叫んだが、

「心配ない。消耗は激しいようだが、寝ているだけだ」

　アスクレピオスの言葉を聞いて、一同はホッと胸を撫なで下おろす。

「エーコも魔導蛇ウロボロスの呪縛を克服できたし、これにて一件落着ね。あとは聖地の魔導結界が自動的に解除されるのを待ちながら、しっかり養生するといいわ」

　ナヴィーがその場を締めくくるように告げた、そのときだった。

「……！」

　名状しがたい悪寒が、エーコの全身を襲ったのだ。

「どうかしたの？　あなた、顔が真っ青よ？」

　ナヴィーが怪け訝げんそうに、エーコの顔を覗のぞきこんでくる。

「…………」

　エーコは無言のまま、巫み女こ装しよう束ぞくの袖をまくり上げた。

「ちょっ、エーコ!?　お主、鳥肌が……！」

　アスクレピオスが驚いた通り、エーコの腕にはびっしりと鳥肌が立っていたのだ。

「なんだか、ものすごく不吉な予感がするの。もしかしたら、アッシュの身になにか起こったのかも……」

　苛酷な一戦を無事に乗り切り、ようやく落ち着いたと思った矢先だというのに、エーコの胸は早鐘のように鳴っている。

「いや、それはあるまい。なんといっても、ここは聖地アルバレス。外部とは完全に隔絶されているのだ。たとえアッシュ・ブレイクがなんらかの危機に巻きこまれたとしても、お主が凶兆を感じとるなど不可能なはずだが──ぬおっ!?」

　冷徹に事態を分析していたアスクレピオスだったが、突然、説明の途中で素っ頓狂な声をあげた。空を見上げたまま、ぷるぷると身震いしている。

　一体、あの大賢者をそこまで驚かせた現象とは、なんなのか？

　エーコも釣られるように、アスクレピオスの視線を追った。

「ちょっ!?　なんなのよ、あれは……！」

　聖地の空に、亀裂が生じている。

「おいおい！　いくらなんでも、あり得ないだろ!?」

「悪い夢を見ているようですわ……」

　ジェシカともレイモンも、空を見上げたまま硬直してしまう。

「あれは……」

　エーコたちとは対照的に、ナヴィーは鋭い目をして空を凝視している。

「どっ、どうして空がひび割れているわけ？」

　エーコはわけが解わからず、魚のように口をパクパクとさせた。

「いや、落ち着け。決して空がひび割れているのではない。この聖地をすっぽりと覆おおい、外部と内部を隔絶させている魔導結界の一部に、ほころびが生じたのだ」

　ようやくアスクレピオスは冷静さを取り戻すと、片眼鏡モノクルごしに空を観察しつつ、自分の仮説を口にした。

「わたしも博士に同意よ。おそらく、先ほどの戦闘の余波を受けて、魔導結界に傷がついてしまったのだわ。戦闘中はまったく気づかなかったけれど」

　アスクレピオスの仮説を強化するように、ナヴィーが補足する。

「もしかしたら……あの亀裂を通じて、外界と内部がつながっているのかもしれないわ。ちょっと待っててね。ひとつ、試してみるから──」

　ナヴィーは〝天空の亀裂〟に向けて、両の手のひらをかざすと、そっと目を閉じた。そして、あまりに複雑すぎてエーコには聞き取れないほどの呪文を唱え始める。

　数秒後、ナヴィーの両手を中心に、複雑極まる魔法円が構築された。

　その図形がまばゆいほどに輝くと、一条の光こう芒ぼうが空に向けて走る。

　呪文のほうは理解不能だったが、ナヴィーが魔導結界への干渉を試みたのだと、エーコは気づいた。

　やがて、空に生じた亀裂を中心に、ぼんやりと映像のようなものが浮かび上がる。

「な、ななっ……なんなのよ、あれはっ」

　愕がく然ぜんとして叫ぶエーコ。開いた口がふさがらない思いだった。

　ナヴィーが投影させたのは、聖都エスパーダの遠景だった。

　だが、聖都の中央に鎮座していた聖ロサ・マリア大聖堂の威容は、既に存在しない。

　その空隙を埋めるように、巨人の上半身がそびえ立っていた。

　聖地の内側と外側で時間の流れが大きく違うせいか、巨人の動きは異様に緩慢だった。

　豆粒のような市民が逃げまどっている様子も、少しだけ垣かい間ま見みえたが──彼らの挙動はコマ送りのようにゆっくりとしていて、不自然だった。

　外で一日が経過する間に、聖地アルバレスでは十二日が過ぎる。おそらくエーコが視聴している映像は、現実の十二分の一の速度で出力されているのだろう。

「ナヴィー！　もっと拡大して映すことはできないの!?」

　エーコがもどかしい気持ちで訊たずねると、

「……これ以上は無理ね」

　ナヴィーは溜ため息いきを漏らすと、そっと両手を降ろした。

　たちまち、聖都エスパーダの遠景はフッと消失してしまった。ほんの短時間ではあったが、ナヴィーはかなりの魔力を消耗したようだ。

「ただ確かなのは、わたしたちが聖地に引きこもっている間に、聖都エスパーダで非常事態が発生したという事実よ。そして、アッシュのことだから……ほぼ確実に巻きこまれているわね。エーコが感じた胸騒ぎは、決して気のせいじゃなかったのだわ」

「ちょっと、ナヴィー？　そんな冷静に解説してる場合じゃないでしょ！　早く助けに行かなくちゃ！　あの巨人みたいな奴やつ……とんでもなく危険な感じがしたわ」

　エーコは身を乗りだすと、ナヴィーに詰め寄った。

「落ち着け。あの巨人については、儂わしも同感だ。一体、どのようにして生みだされた魔物なのか……とはいえ、エーコよ。儂らがこの聖地を出るには、まだ一ヵ月ほどの時間が残されているという事実を、忘れておらんか？」

「むぐっ！」

　アスクレピオスの指摘に、エーコは言葉を詰まらせた。

　もちろん、エーコも頭では解わかっている。あの魔導結界を破らない限り、自分たちが外に出ることはできないのだ。今のエーコたちにできることといえば、傷ついた身体からだを休めつつ、アッシュたちの勝利を信じて待つことくらいだった。

　だが、この胸騒ぎはなんだろう？

　エーコが誕生して以来、これほど胸の奥がもやもやとしたのは、初めてのことだった。

　居ても立っても居られない気分とは、まさにこのことだろう。

　このまま聖地でいたずらに時間をつぶしていたら、アッシュを失ってしまうのではないか……そんな予感さえ抱いた。

「駄目だわ！　あたし、今すぐ聖都に行かなくちゃ！」

「いや、だから無理だといっておるだろう？」

　アスクレピオスはにべもなく応じる。

「今すぐ駆けつけたい気分なの！　あのヤバい巨人は……なんていうか、あたしが倒さなきゃ駄目な気がする……」

「気持ちは解るけど、今のエーコにはどうしようもないわよ？　魔導結界に阻まれているだけじゃなくて、魔力だって使い切ったところなんだから」

　まるで駄だ々だっ子こを相手にする母親のように、ナヴィーも諭してくる。

「だけど……あぁもうっ！　大体、いくら頑丈な魔導結界といっても、さっきの戦闘でヒビが入る程度のものでしょ？　あたしが竜化ドラグナイズすれば、吹っ飛ばせるかもしれないわ！　せめて魔力さえ残っていたら！　魔力、魔力、魔力」

　エーコが頭を抱えつつ、空に向けて叫んだ直後だった。

　──ずぅううううん……。

　先刻、〈終末の七頭蛇王ロード・オブ・アポカリプス〉が起動した際に破壊した修道院遺跡のほうから、瓦が礫れきが崩れるような音が響きわたったのである。

「な、なに……？」

　エーコだけでなく、皆が同時に修道院の方角を振り返る。そして、一様にのけ反ると、凝然と目をこらした。

　誰もが、ちょっと信じがたい光景を目の前にしていたのだ。

　膝から下を喪失した聖母像が、宙に浮かんでいた。

「ね、ねぇ……これって、夢じゃないわよね？」

　エーコは目をぱちくりしながら、隣のアスクレピオスに訊たずねる。

「う、うむ。紛まぎれもなく現実だ……。しかし、奇妙だな。この聖母像から強烈な魔力反応を感じるぞ。その昔、儂わしがこの像を調べたときには、なにも気づかなかったが……もしや像の内部に、なにか重大な秘密が隠されているのか……？」

「……聖母像の腹部から、強烈な魔力があふれているわ。まるで、エーコの言葉に反応したみたいね」

　ナヴィーも狐きつねにつままれたような顔をしているし、レイモンとジェシカに至っては腰を抜かしている。

「ん……どうか、したの？」

　やや離れた位置では、強烈な魔力を感知したのか、ルッカが眠たげに起き上がった。しばらく目をこすっていたが、宙に浮かんでいる聖母像を目の当たりにした途端、ぽかんと呆ほうけてしまう。

「もしかして、あたしのために……魔力を与えてくれるの？」

　花芯に誘われる蝶ちようのように、エーコはゆっくりと歩を進めた。

「こらこら！　迂う闊かつに近づくな！」

　アスクレピオスが警告を発したが、エーコは聞かなかった。

　この聖母像からは、なんの危険も感じられなかったからだ。

　エーコは聖母像の正面に立つと、その膨らんだ腹部に優しく触れた。

「あったかい……」

　エーコは不思議と、懐なつかしい気持ちを覚えた。

　やがて、聖母像がポロポロと崩壊を始める。その全身が完全に砕け散ると、宙空に残されたのは──ピンク色の竜綺華晶だった。

「綺き麗れい……」

　その竜綺華晶は、夜天の一角に輝く恒星さながら、煌こう々こうと輝いている。蓄積された魔力の余波が大気を流れ、エーコの髪をさわさわとなびかせるほどだった。

「なんと神々しい！　そいつは千年綺華晶ミレニアムだ！」

　アスクレピオスが興奮気味に叫ぶ。

「よもや、それほどの魔力を秘めた結晶が、外部の誰にも気づかれることなく、聖母像の内側に秘められておったとはな……。しかも、その高貴なピンク色！　そんな色彩の結晶を分泌できるのは、聖竜皇家のドラゴンだけだという学説もあるほどだ！」

　いつしか、アスクレピオスは厳げん粛しゆくな表情を浮かべていた。

「そういえば……」

　エーコが過去に分泌した竜綺華晶も、確かピンク色だったと記憶している。

「なあ、エーコ。その千年綺華晶ミレニアムは、もしかしたら……お主の御ご先せん祖ぞ様が、未来の子孫のために遺のこしていったものかもしれんな」

「あたしの、御先祖様……」

　エーコは不思議な気持ちでつぶやくと、宙に浮かぶ竜綺華晶を両手で受けとめる。

　その途端、ピンク色の光こう芒ぼうが八方に散ったかと思うと、エーコの全身を優しく包みこんだ。ますます結晶が発光し、膨大な魔力がエーコの体内に流れこんできた。

「うっ！」

　エーコはビクンと身体からだを震わせた。底無し沼の胃袋さながら、魔力が枯渇していた肉体は、結晶が蓄積していた魔力をどんどん吸収していく。

　そして、しばらく時間が刻まれたあと──エーコの手のひらに包まれた竜綺華晶は、すべての魔力を放出し、ただの透明な石と化していた。

「やった！　これで魔力は回復できたわ！」

　エーコは拳を振り上げると、完全回復を宣言したのだった。

「ううむ。にわかには信じがたいが……しかし、確かに今のエーコは魔力が充みち満みちておるな。これなら竜化ドラグナイズも可能だろう」

「もっとも、まだ魔導障壁っていう問題が残っているけどね」

　ただただ感嘆するアスクレピオスに対して、ナヴィーは冷静に告げた。

　そう、確かに魔力は回復したわけだが、魔導障壁を破らない限り、エーコは聖地を出ることは許されないのだ。

「だったら、破ってやればいいのよっ！」

　エーコは力強く断言すると、右の拳を振り上げる。

　手首には、マザー・ドラゴンから託された〈アヴァロンの腕輪〉。

　ずっと黒く染まり、どんなに引っぱってもびくともしなかった腕輪は、今ではすっかり白銀の輝きを取り戻している。

　皆が見つめる前で、エーコはそっと腕輪を外した。

「我は偉大なるアヴァロン聖竜皇家の正統なる末まつ裔えい……」

　目を閉じると、呪文の詠唱にとりかかる。

「その名は、エーコ・ペンドラゴン・アウローラ・クリスタ・レーナ・アンヘルス・イリア・ロランス・リリアーヌ・ミュリエル・オクタヴィア・ロベルティーネ・デ・ラ・ローザ・レスペランス・ヴァン・コンポステーラ・ド・アヴァロン──」

　そして、エーコは双そう眸ぼうをカッと開く。

「我、これより真の姿を顕あらわす──！」

　次の瞬間、光の柱が顕現し、エーコの身体からだを包みこんだ──。





　　　　◇






　ボロディンが巨人に変貌し、その暴威を人々に向けようとした矢先、

「うぉおおおおおおおおんっ！」

　クー・フリン、トリスタン、ランスロット、アリアンロッドの四体が、聖ラファエラ広場に飛びこんできた。大陸会議の出席者たちを護まもるように、決然と立ちはだかる。

「来てくれたか！」

　シルヴィアが希望の声をあげた。

　ただし、四体のドラゴンの怪け我ががまだ癒いえていないのは、一目瞭然だった。

　先刻、クー・フリンたちはデミウルゴスの旗き艦かんであるレクス＝ゴライアスに立ちむかったものの、奮戦の末に撃墜された。しばらくは鳴りを潜めて回復に専念していたのだが、巨人の気配を察知するやいなや、回復魔法を中断して駆けつけてくれたのだ。

「陛下！　ここは竜族たちに任せて、我々は退避しましょう！」

　ドラクロワ伯爵の進言に、しかし、オスケイア女王は挑戦的な微笑で応じる。

「そうはいかないな。騎竜学院において、僕がなんと呼ばれていたのか忘れたのかい？」

　既に、その顔はシェブロン王国の女王ではなく、あのオスカー・ブレイスフォードに立ち返っていた。

「〈音速の貴公子ザ・バロン・オブ・ソニツク〉さ！」

　オスカーはドラクロワ伯爵の制止を振り切ると、重たげな外がい套とうを脱ぎ捨てた。さらには王冠まで放り捨てると、一直線に駆けだす。あわや地面に激突する寸前、王冠はドラクロワが捨て身でキャッチした。

「行くぞトリスタン！」

　主人の勇壮な意志に感応し、トリスタンが吼ほえる。瞬時にして、オスカーの全身はまばゆい聖騎甲アークに包まれていた。

「我々も戦うぞ！」

　続けて動いたのは、レベッカだ。深紅の髪を颯さつ爽そうとなびかせつつ、クー・フリンに向けて駆けだした。

「無論です！」「お供します！」

　レベッカの言葉を受けて、シルヴィアとマックスも走る。各おの々おのの相パ棒ルのもとに駆けつけると、素早く騎乗する。

　その直後、クー・フリンとランスロットが雄叫おたけびをあげた。

　レベッカとシルヴィアの身体からだが光輝に包まれて、聖騎甲アークが顕現する。深紅スカーレツトと蒼氷アイスブルーが好対照を為なしながら、燦さん然ぜんと煌きらめいた。

「ならば、私も！」

　さらにはルクレツィアが勇ましく機竜を駆ろうとしたので、

「なりませぬぞ姫様！」

　帝国の家臣団が、慌てて止めに入った。

「しかしだな！　シェブロンの女王や騎士国の姫が最前線に立っているというのに、この私が尻尾を巻いて逃げるわけにはっ！」

「そんな兵器で立ちむかったところで、返り討ちに遭うだけですぞ！　勇猛と無謀をはき違えてはなりませぬ！」

「ちっ、仕方あるまい……」

　さすがのルクレツィアも、ようやく諫かん言げんを受けいれたので、アッシュは安あん堵どした。

　もちろん、ルクレツィアの気持ちは理解できる。アッシュ自身も、できることなら戦いたい──否いな、戦わねばと思っている。

　だが、苛酷な現実は、アッシュに戦うことを許してはくれない。

　頼みの綱のエーコは、今も聖地で修行を続けている。

　それ以前に、対ボロディン戦を終えた今、アッシュの肉体が限界寸前だった。

　額からの出血は止まりつつあるようだが、全身打撲の上に、あちこちを骨折している始末だ。ちょっとでも気を緩めたら、凄絶な痛みが全身を襲う。先ほどから、意識も朦もう朧ろうとしつつあった。

「……!?」

　案の定、アッシュはふいに眩暈めまいを覚えた。上半身がぐらりと揺らいでしまう。

「大丈夫か、アッシュ」

　肩を抱くようにして支えてくれたのは、ヴェロニカだった。

「す、すみません……ヴェロニカ王女。お、俺なら……大丈夫……です」

「どこがだ！　あの巨人はレベッカたちに任せて、お前は我々と一緒に避難するぞ！」

　有無をいわさぬ口調で告げると、ヴェロニカはルクレツィアが騎乗している機竜に目を留とめた。

「ルクレツィア皇女よ。すまんが、その機竜にアッシュを乗せて、駐艦場まで運んでやってはくれまいか？」

「ああ、断る理由はない」

　ルクレツィアはあっさり首肯すると、自分の背後にアッシュを相乗りさせた。ヴェロニカに背中を支えてもらいつつ、アッシュはなんとか座席に腰を落ち着ける。

「ありがとう、ルクレツィア……」

　アッシュが息も絶え絶えになりながら礼を述べると、

「構わぬ。なにを置いても、この戦線から離脱するのが先決だ」

　ルクレツィアはキッとして一同を見下ろすと、よく通る声で叫んだ。

「皆の者！　オスケイア女王陛下をはじめ、勇気ある竜騎士ドラグナーたちが巨人を食い止めている間に、我々は駐艦場を目指す！　死にたくなければ、私についてこい！」

　ルクレツィアが勇ましく宣言し、一同が胸に希望の灯ともし火びを宿したそのときだった。

「うわあああああああっ！　そ、空が……空がっ……！」

　誰かが恐怖の叫びをあげたので、各国の要人たちは釣られて空を仰いだ。

　何事かと思い、アッシュも霞かすみ始めた目をこすりつつ、ルクレツィアの肩ごしに空を見上げる。

　そして──絶句した。

　聖都エスパーダの上空を埋めつくすように、有翼の魔獣たちが飛び交っているのだ。

　見た目は翼竜ストラーダに似ているが、遠目にも獰どう猛もうな顔つきをしているのが判わかる。竜族に特有の知性は感じられなかった。

　いつの間に、あれほどの数が集まっていたのか。そもそも、どうしてこの最悪のタイミングで、魔獣が聖都上空に現れたのか──。

　そのとき、アッシュは巨人の痛烈な咆ほう哮こうを聞いた。

「ヴォルァアアアアッ」

「まさか！」

　アッシュはハッとした。あの巨人が独特の雄叫おたけびをあげるたび、魔獣たちは聖都の四方からわらわらと集まってくるのだ。

　と、ミラベルが一同の疑問を解くように、冷静に口を開いた。

「あの魔獣は、エール半島の各地に棲せい息そくしているガーゴイルよ。だけど、あんな風に群れを為なして行動するタイプではなかったはず。あの巨人の声に、ガーゴイルを呼び寄せるような音波が含まれているのだわ──」

　ミラベルの説明がまだ終わらないうちに、ガーゴイルの大群は怪け鳥ちようのような叫びを上げながら、いっせいに降下を始めた。

「はっ、早く逃げろっ！　あんな大群に襲われたら……ひとたまりもないぞっ！」

　もはや各国の要人たちは一大恐慌に陥っていた。我先にと大通りに飛びだすと、駐艦場を目指して駆けだしてしまう。

「待て！　自分勝手な行動を取るな！」

　ヴェロニカが制止の声を放った直後、要人たちの足場ががらがらと崩壊した。

「うわあああああああああっ！」

　突とつ如じよ、大通りが陥没したのである。

　先走った者たちは、呆あつ気けなく地下の闇に吞のみこまれた。彼らとて、祖国に帰れば名のある政治家であり、愛する家族もいるだろう。現実の無情さを前にして、アッシュは茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった。

　だが、嘆いている余裕はなかった。そもそも、なぜ急に道路が陥没したのか？　その理由は、すぐに明らかとなった。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　獰どう猛もうな叫びとともに、地下道から魔獣の群れがもぞもぞと這はい上あがってきたのである。

「ちっ、あの魔獣は確か……！」

　ルクレツィアの背中が、ぴくりと震えた。

　アッシュも一目見て、その魔獣に見覚えがあると気づいた。

　そう、いちどは人質となったアッシュとシルヴィアとルクレツィアが、大聖堂を抜け出して地下道に降りたとき、そこで遭遇した魔獣であった。

　身体からだつきは水竜ハイドラに似ているが、顔は凶暴で知性や品性は皆無。皮膚は全体的に紫色を帯びていて、ブヨブヨとした質感を感じさせる。その四肢は赤ん坊の手足のように小さく、脂肪に埋没しかけていた。

「あれはアスタロス。聖都エスパーダの地下水路に棲せい息そくしている魔獣よ！　闇と湿気を好むから、まず地上に出てくることはないはずなのに！　おそらく、これも巨人の仕業なのだわ……！」

　ミラベルが瞠どう目もくしつつ、驚きの声を漏らす。

　地下道で一匹に襲われただけでも脅威だったというのに、今やアスタロスは大通りに列を為なしている。しかも、路上のあちこちが弾はじけ、第二、第三の穴が穿うがたれては、新たなアスタロスが這い上がってくるのだ。

「いかん！　このままでは退路がふさがれてしまう！」

　ヴェロニカが焦燥感をあらわに叫んだときにはもう、その言葉は現実となっていた。

　次々と飛来するガーゴイル。

　市街地を闊かつ歩ぽするアスタロス。

　アッシュたちは完全に、魔獣の群れに包囲されていたのである。

　──駐艦場に至るルートは、どれも完全に断たれていた。
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　一方、巨人を相手に奮戦しているシルヴィアたちも、激しい焦燥感を覚えていた。

　──あの巨人め！　なんの意味もなく吼ほえているだけかと思っていたら……魔獣を呼び寄せる能力を持っていたとは！　なんたる不覚！

　ランスロットに騎乗したシルヴィアは、聖騎銃アロンダイトを連射しつつ、自分たちが窮きゆう地ちに陥ったことを痛感していた。

　このままでは、いくらヴェロニカやルクレツィアたちが奮戦したとしても、数の優位で圧されるのは目に見えていた。

　皆が駐艦場にたどり着く前に、全滅は必至だ。

　そしてシルヴィアたちもまた、全滅の危機を迎えていた。

　既にレベッカ、オスカー、マックスは、巨人の髪の毛にドラゴンもろとも拘束されて、身動きがとれない状況にあった。

　髪といっても、見た目は植物の蔦つたによく似ている。が、その強きよう靱じんさは植物どころか、鋼鉄に匹敵するだろう。ドラゴンが全力を出しても、引きちぎれないのだから。

　ただし、その〝魔髪〟の恐ろしさは──別のところにあった。

　レベッカも、オスカーも、マックスも、全身を拘束された途端、虚うつろな目になると、ぶつぶつとなにかをつぶやき始めたのだ。明らかに正気を失っていた。

「まさか、あの粉が元げん兇きようか!?」

　そう、巨人の魔髪からは、一定の間隔で鱗りん粉ぷんじみたパウダーが分泌されている。

　レベッカたちは、あの粉を全身に浴びた途端、正気を失った。そして、呆あつ気けなく拘束された。まだ意識はあるようだが、その双そう眸ぼうは明らかに、現実世界を見てはいない。

　レベッカとオスカーのつぶやきからは、「アッシュ」という名前が幾度となく聞き取れた。他方、マックスのほうは「僕のアシュリー！」と、何度も切なげに呼びかけている。

「もしや、自分が好きな相手の幻覚を見せられている……のか!?」

　だとすれば、とんでもない能力といえた。

　シルヴィアとて、いったん拘束されたが最後、甘美な幻覚を魅せられた挙げ句、戦意を喪失してしまうのではないか。

　シルヴィアが望む相手。それはもちろん、アッシュに決まっている。が、幻覚の中でアッシュと甘美なひとときを過ごしたところで、虚むなしいだけだ。

「あの粉に気をつけろ、ランスロット！」

　シルヴィアは聖騎銃を〝王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバード〟の形態に変えると、巨人の魔髪を一本、また一本と斬り落としていく。

　だが、次々と繰くり出される魔髪は無限に増殖を続ける一方で、なかなかレベッカたちには近づけない。

　刹那、巨人が叫ぶと同時に、その口から巨大な魔弾が吐き出された。

「しまった！」

　巨人の髪の毛と、幻覚を見せる粉にばかり注意を取られていたシルヴィアは、虚を衝つかれた。ランスロットも防御障壁を展開できずに、前まえ肢あしに魔弾の直撃を受けてしまう。

「ぐぉおおおおおおおおおっ……！」

　苦く悶もんの声を漏らしつつ、きりもみ降下を始めるランスロット。

「うわあああああああっ！」

　もはやシルヴィアはランスロットにしがみついて、転落を防ぐことしかできない。

　そこに、巨人の魔髪が容赦なく襲いかかる。細めの魔髪はシルヴィアの肢体に絡みつき、太めの魔髪はランスロットの翼と手足に巻きついた。

「しまった！」

　シルヴィアが叫んだときにはもう、あの怪しげな粉が放射され、シルヴィアもランスロットも全身に浴びていた。




「ここは一体……？」

　いつの間にか、シルヴィアは豪ごう奢しやな寝台に横たわっていた。

　王宮さながらの、絢けん爛らんたる寝室である。

「ここは確か、フォンティーン城の……？」

　そこまで考えて、シルヴィアは血相を変えた。

「ちょっ!?　アッシュ！　かっ、かかっ、顔が近い！　というか、どうしてお前が私のベッドに……！」

　そう、目の前にはアッシュがいる。既に上半身は裸だった。その逞たくましい胸板から、シルヴィアは目が離せなくなってしまう。

　アッシュはシルヴィアのうなじに唇を寄せると、甘ったるい愛あい撫ぶを始めた。

「はうっ！　んっ……！　だ、駄目だ、アッシュ……！」

　未知の快楽を覚えてしまい、シルヴィアはびくんびくんと身体からだを震わせる。

「シルヴィ。君が欲しいんだ」

「ええっ!?」

　アッシュに「シルヴィ」と呼ばれた。それだけでも嬉うれしいやら恥ずかしいやらで昇天してしまいそうなのに、目の前のアッシュは貪欲にシルヴィアを求めてきたのだ。こんなのはアッシュではないと思う一方で、こんなアッシュも悪くないかも……と、シルヴィアは悩ましい気分に陥った。

　その直後、アッシュの唇がシルヴィアの唇をふさぐ。

「ああ、アッシュ……」




　それが幻覚であることすら忘れて、シルヴィアはアッシュの逞たくましい腕に抱き寄せられていた──。
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　アッシュたちの奮戦により、一度は壊滅を免まぬがれたと思われた聖都エスパーダ。

　だが、今や聖ラファエラ広場には巨人が降誕し、ガーゴイルとアスタロスの群れが市街地に侵攻を始めていた。

　巨人を倒すべく立ちむかったシルヴィアたちは、巨人の魔髪に拘束されたまま、既に戦闘不能に陥っている。

「うおおおおおおっ！」

　魔獣の血と体液を全身に浴びながら、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを見せるヴェロニカ。頭上から舞い降りたガーゴイルを一刀両断したかと思うと、返す刃やいばでアスタロスの背中に斬りつける。

「今度こそ、この命に換えても姫様をお守りしてみせる！」

　ヴェロニカの傍かたわらでは、グレンが騎士剣を振るっていた。相パ棒ルが戦闘不能に陥っているため、今のグレンはただの騎士にすぎないが、獅子奮迅の戦いぶりを見せている。

「ふん。魔獣ごときの分際で、この〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉に刃向かうとは──笑止千万なり！」

　ルクレツィアも魔剣を轟ごう然ぜんと振るっては、魔獣を屠ほふっていく。

「諦めないわ！　なんとしても駐艦場にたどり着くのよ！」

　ミラベルも、今ではレイピアを手に立ち回っていた。

「ふふっ。アッシュ君に僕の活躍を示すチャンスだね。せいやっ！」

　ドラクロワ伯爵も、シェブロン王国の宮廷剣術を披露している。まるで剣舞のように華麗な戦いぶりだった。

「おらおらおらおらっ！」

　セレスも自慢のメイド服に仕込んでいた暗器を取りだしては、魔獣を効果的に駆く逐ちくしていった。

「遠慮は要らないわよ、クー！」

　アーニャもバジリスクに騎乗しつつ、得意の革鞭で魔獣を追い散らしていく。

「うわああっ！　こっちに来るな！　来るなよっ！」

　戦闘とは無縁だった要人たちも、今では必死の形相となって、投石という原始的な手段で対抗している。

　それでも、魔獣の包囲網を突破することはできなかった。巨人の咆ほう哮こうが繰くり返されるたび、魔獣は際限なく、どこからともなく涌わいてくるのだ。

　──こんな、こんなところで……俺たちは終わるっていうのか!?

　ルクレツィアの背後、いつしかアッシュは絶望的な思いに駆られていた。なによりも、これほどの危機的状況にありながら、護まもられてばかりの自分が情けなかった。

　そんなアッシュの無念とは裏腹に、身体からだは鉛のように重たく、頭はガンガンと割れるように痛み、折れた肋ろつ骨こつはずっと激痛を発している。

　意識を保つだけでも精一杯──それがアッシュの現実なのだ。

　盟主サヴォナローラが描いた盤上は、既に詰む寸前といえた。

　魔獣の包囲網はいよいよ狭まり、ヴェロニカたちの体力も限界に達している。

「はは……どうやら、私も焼きが回ったようだな。この程度の魔獣を相手に、遅れをとってしまうとは……」

　ついに、ヴェロニカが観念したのか、ドッと膝をついた。

「我が国の北部方面軍はなにをしているっ!?」

　そんなヴェロニカの背中を見て、ドラクロワが閣僚たちに向けて叫ぶ。

　そう、ボロディンもシェブロン王国の北部方面軍だけは警戒していた。その到着時間を計算した上で、あのデス・ゲームに「一時間」という時間制限を設けたのだから。

　王国人としては、祖国の軍隊に一いち縷るの望みを託していたのだろうが──。

「無理ですよ！　聖都の異変は察知しているはずですが、距離的に考えて……どんなに早くとも、あと十分はかかるかと！」

　あいにく、閣僚のひとりが返した返事は悲痛を極めていた。

「本当に……これまでなのか？」

　アッシュ自身、観念せずにはいられなかった。

　ルクレツィアとアッシュを乗せた機竜の前方には、ひときわ大柄なガーゴイルが立ちふさがっている。

　その骨張った右腕が、ルクレツィアの魔剣を無造作につかんだ。

「ぐっ！　魔獣ごときが、この私から剣を奪うか……！」

　ついには、ルクレツィアも絶望のつぶやきを漏らしていた。

　既に、その魔剣に搭載された竜綺華晶は、ただの石と化している。魔力を使い切ってしまったのだ。せっかくの魔剣も、そうなってはただの重剣にすぎない。むしろ規格外の重量は、ルクレツィアの体力を必要以上に奪っていた。

　いくらルクレツィアが武人とはいえ、ガーゴイルの力には抗あらがえず、魔剣は呆あつ気けなく奪い取られてしまう。

　そのガーゴイルは、ルクレツィアの魂ともいえる魔剣を無造作に放り投げると、生臭い息を吐いた。その禍まが々まがしい視線は、明らかにルクレツィアとアッシュを餌だと認識しているようだった。

　──すまない、エーコ……！

　己の死を覚悟したアッシュの脳裏に浮かんだのは、エーコの無邪気な笑顔だった。

　そんなアッシュの絶望を打ち払うように──。




「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」




　天をも砕かんばかりの勢いで、凄絶な咆ほう哮こうが響きわたった。

　それは、まるでアッシュの魂を鼓こ舞ぶするような、勇壮なる雄叫おたけびだった。

　あれほど猛威を振るっていた魔獣の大群さえもが、ビクッと怯ひるんだほどである。事実、魔獣の群れはアッシュたちへの攻撃を中断すると、いっせいに頭上を見上げていた。

「今の声って……!?」

　アッシュもまた、空を仰ぎ見る。

　そして、誰もが見た。

　豪華絢けん爛らんたる鎧よろいに身を包んだ巨竜の、神々しいばかりの威容を──。

「あれは、もしかして……うあっ！」

　アッシュの左腕に刻まれた〈星刻〉が、かつてなかったほどに灼しやく熱ねつし、激しい明滅を繰くり返している。

「アッシュ!?　その腕は……？」

　巨獣に目を奪われていたルクレツィアが、怪け訝げんそうにアッシュを振りかえる。

　その刹那、アッシュは目に見えざる力に引かれ、空間を跳ちよう躍やくしていた。
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「ど、どうなっているんだ？」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、周囲を眺めやった。

　懐なつかしい気がした。

　そこは、あの巨竜の頭上だったのだ。

「エーコ……なのか？」

　どこから見ても、アヴァロン聖竜皇の勇姿である。

　ただし、その巨きよ軀くはこの世のものとも思われぬ宝飾品で覆おおわれている。

　いや、確かに宝飾も顔負けの美しさだが、おそらくは装甲なのだろう。どことなく聖騎甲アークに通ずる雰囲気を感じさせるのだ。

　その装甲の中で唯一、アッシュに見覚えがあるのは、首元を飾る金属パーツだった。間違いなく、〈アヴァロンの腕輪〉の別形態である。

「お帰り、エーコ」

　魔導蛇ウロボロスの呪縛を解き放ち、エーコが帰ってきた。その事実だけで、アッシュは胸が一杯になった。かけてやりたい言葉は山ほどあったが、感極まってしまい、結局は、ありふれた一言しか口にできなかった。

『ただいま、アッシュ！』

　と、脳裏に雷らい鳴めいのごとくエーコの声が響いたので、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「エーコ!?　念話ができるようになったのか？」

　以前のエーコは、いったん竜化ドラグナイズしてしまうと、人語で意思疎通をすることはできなかったのだが、そういう点でも成長を果たしたようだ。

　そもそも、こんな形で騎乗させられたこと自体、初めてだった。

　ほんの数秒前まで、アッシュは聖都で魔獣に囲まれて、窮きゆう地ちに陥っていたのだ。竜騎士ドラグナーが相パ棒ルを召喚するのは珍しくもないが、その逆は聞いたこともない。

　激しい風が、アッシュの耳もとで轟ごう々ごうと唸うなっている。

　今ではもう、聖都はミニチュアのように小さく見えた。

　ただし、聖都の中央に君臨している巨人の姿は、嫌でも目についた。

「エーコ！　みんなの命と聖都を助けるために、力を貸してくれ！」

『はあ!?　なにをいってるのよ！　あたしはねぇ、そのために聖地の魔導結界をぶち破ってきたのよ！　アスクレピオスがいうには、懲役一千年に相当する大罪らしいけど……まあ、聖都を救えば帳消しよね！』

　懲役一千年と聞いてアッシュは愕然としたが、すぐさま苦笑を漏らす。

「はは……そうだな。行こう、エーコ！　俺たちの手で聖都を救うんだ！　俺にも聖騎甲アークを頼む！」

『解わかったわ！』

　次の瞬間、アッシュはエーコ謹製の聖騎甲アークに全身を包まれていた。怪け我がによる激痛が噓うそのように緩和して、鉛のように重かった身体からだに躍動感が満ちていく。左腕に限定されていた〈星刻〉が見る見るうちに広がって、全身の肌に波及した。

『──待って、アッシュ。その意気込みは立派だけど、市民と魔獣が入り乱れているこの状況は、とても厄介だわ』

　と、今度はナヴィーが念話を送ってきたので、アッシュは応じる。

「〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉なら、根っからの悪人以外は殺さずにすむんじゃないのか？」

『確かにね。だけど、都市は問答無用で吹き飛ぶわよ？　歴史と伝統を誇る聖都エスパーダを地図上から消してしまうのは、人類史に対する冒ぼう瀆とくといえるわ。竜族がそれをやってしまうのは、さすがにまずいんじゃないかしら？』

「……それは、そうだな」

『つまり、人命を保護しつつ、あの不気味な巨人と魔獣の大群だけを倒し、都市には傷を付けずにすむような──そんな攻撃をすればいいのね？』

　と、エーコが妙に自信ありげな口調で語りかけてくる。

『理論的には、その通りだけど……あなたにできるの？』

『できるかどうかは、問題じゃないわ！　やるのよ！　聖竜鎧アルマダを完成させたことで、あたしの技もレベル・アップしたんだからね！』

　エーコは念話を打ち切ると、その巨きよ軀くに蓄えた魔力を励起させる。全身を飾る装甲がまばゆく発光した。

　今のエーコを地上から眺めたら、もはや神が降臨したようにしか見えないだろう。

　その直後、アッシュの脳裏に聖都の詳細な状況が流れこんできた。あまりの解像度の高さに、アッシュは思わず圧倒されたものの、すぐに気を取り直す。

　これと同じ情報を、エーコとナヴィーも視みているのだろう。

　状況は、まさしく最悪といえた。こうしている間にも、アッシュの仲間をはじめ、大陸会議の参加者たちは追い詰められていく。

　巨人と戦っていたシルヴィアたちもまた、窮きゆう地ちに陥っていた。巨人の髪の毛に拘束されたまま、戦闘不能となっているのだ。

『照準開始……』

　と、エーコの声が頭に流れこんでくる。

　今や数百匹に達している魔獣に対し、エーコは一匹ずつ照準を定めていく。アッシュの脳裏にも、エーコの照準情報はしっかりと伝わってきた。

　アヴァロン聖竜皇家の家紋が、各魔獣の頭上に次々と表示されていくのだ。

　そして最後に、エーコは巨人の頭部に照準を定めようとしたのだが、アッシュは慌てて止めた。

『待ってくれ、エーコ！　あの巨人は、体内に超ちよう弩ど級きゆうの爆弾を取りこんでいるんだ。下手に刺激したくはない』

『なんですって!?』

『巨人は後回しにして、まずは魔獣だけを仕し留とめてくれ！　巨人の処理については……これから考える！』

『そっちは任せたわ！　それじゃあ、すごいのをお見舞いするわよっ！』

　既に魔力の充塡は完了し、エーコの鼻先には巨大な魔法円が構築されている。

　圧倒的な魔力の蓄積を、アッシュも肌で感じていた。

　そして──。

『聖竜皇家の息吹・星閃セイクリツド・ブレイズ・メテオライト』

　エーコの宣告と同時に、展開されていた魔法円が太陽のごとく輝いた。

　数百単位の〝星閃〟が、いっせいに発射される。光線タイプの魔導式誘導弾だった。放射状に広がったかと思うと、鋭いカーブを描きつつ、聖都をめがけて一気に推進する。

　光のシャワーが降り注ぐような光景に、アッシュは目を奪われた。





　　　　◇






「アッシュが消えた!?」

　啞あ然ぜんとして叫んだ直後、ルクレツィアはガーゴイルの拳を腹に食らい、機竜から転がり落ちた。

「がはっ……！」

　背中をしたたかに打ちつけて、ルクレツィアは息を詰まらせる。そのときにはもう、ガーゴイルの鼻先が眼前に迫っていた。

　ガーゴイルがあんぐりと口を開く。びっしりと並んだ牙が視界を埋め尽くした。牙と牙の隙間から、粘液質な涎よだれがダラダラと垂れ落ちて、ルクレツィアの武装を汚し始める。

　さらにはサーモン・ピンクの舌がねっとりと蠢うごめいて、ルクレツィアの身体からだをいやらしく舐なめあげた。

　さすがのルクレツィアも、「もはやこれまで」と観念したそのとき──

　聖都に、光の雨が降り注いだ。

　いや、それは雨のように見えて、追尾式の魔導弾であった。

　──ばしゅっ！

　その光こう芒ぼうは狙い過あやまたずに、ガーゴイルの額を撃ち抜いた。ガーゴイルは、自分がなぜ死なねばならないのかも理解できぬままに、がっくりとくずおれた。

「なんと！　あのドラゴンがやったのか!?　あれは一体……？」

　呆ぼう然ぜんとしつつも、ルクレツィアは身体を起こす。そして、聖都上空に現れた巨竜を眺めやった。

　光線タイプの誘導弾は、次々と魔獣のみを追尾して、その急所を的確に貫く。

　大陸会議の参加者や、逃げまどうエスパーダ市民には一切危害を加えることなく、ただただ魔獣だけを綺き麗れいに仕し留とめていくのだった。

「あのドラゴンは……間違いない、エーコだ！」

　ようやく魔獣の脅威から解放されたヴェロニカが、巨剣を杖つえ代わりにして立ち上がりながら、珍しく喜びの声をあげた。

「エーコだわ！　エーコが帰ってきたのよ！」

「ああ、間違いなくエーコだ！　ったく、なんてタイミングだ！」

　アーニャとセレスに至っては、完全に虚脱してしまったのか、大の字になって仰あお向むけに倒れた。ぼろぼろと泣きながら、エーコの名前を何度も繰くり返している。

　ヴェロニカたちのおかげで、ルクレツィアもようやく、あの巨竜こそが──噂うわさに名高いアヴァロン聖竜皇なのだと知った。

「なんという、神々しい姿なのだ……」

　ほとんど無意識に、ルクレツィアはつぶやいていた。

　あれほど喧けん騒そうに満ちていた聖都は、今ではもう、すっかり静まり返っている。

　路上を埋めつくしているのは、魔獣どもの屍ばかり。わずか一瞬にして、アヴァロン聖竜皇エーコの攻撃は、数百体にも及ぶ魔獣の大群を一掃してみせたのだ。人間にも、建物にも、なんの被害を及ぼすことなく。

　そして、ルクレツィアは見た。

　アヴァロン聖竜皇の頭上にて、白銀に輝く鎧よろい姿すがたをさらしている騎士の、勇壮なる立ち姿を──。

「アッシュなのか!?　いつの間に……！」

　遠目なので、顔までは見えない。が、アヴァロン聖竜皇に騎乗することを許された騎士といえば、アッシュ以外には考えられない。

　やがて、大陸会議の参加者のみならず、聖都の各地に避難していた市民たちも、天空に現れた救世主に対して、熱狂的なまでの大歓声をあげた。

　だが、まだ広場には巨人が残っている。喜んでばかりはいられなかった。

「なぜだ、アッシュ？　どうして、まだ巨人だけを残している？」

　不思議そうにつぶやくルクレツィア。

「おそらくは、あの巨人が〈ゲフィオン〉を取りこんでいるからだろう。下手に刺激して爆発することを、アッシュは懸念したのではないか？」

　ルクレツィアの背後から、ヴェロニカが声をかけてきた。

「なんと。これほどの状況で、そこまで思考が及ぶとは……」

「アッシュはそういう奴やつだ。なんといっても、私が認めた男なのだからな。来るぞ！」

　ヴェロニカが空を指し示した直後、エーコは大気を轟ごう然ぜんと震わせると、聖都に向けて一直線に降下した。





　　　　◇






　今まさに、アッシュとエーコは巨人と対たい峙じしていた。こうして向かい合うと、やはり驚きを禁じ得ない。異い形ぎようの巨人は、アヴァロン聖竜皇と同等の巨きよ軀くを誇っているのだ。

　それでもアッシュは自らを奮い立たせると、決然として巨人を睨にらみすえる。

　巨人の髪は植物の蔦つたのように伸びて、不気味に蠢うごめいている。その魔髪は、シルヴィア、レベッカ、オスカー、マックスを、相パ棒ルもろとも拘束している。

　一応、シルヴィアたちは目を開けているので、ちゃんと意識はあるようだが──どういうわけか、その表情は虚うつろだった。明らかに普通ではない。

『──大気中に、幻覚症状を引き起こす粉が撒さん布ぷされているわ。シルヴィアたちは、あの粉を吸ってしまったのね』

　ナヴィーの解説に、アッシュはうなずいた。

「まずは巨人の髪を斬り落とそう。みんなを解放するぞ！」

『了解よ！』

　エーコは猛然と突進する。反応した巨人が、すかさず強きよう靱じんな髪の毛を放射したが、エーコは意にも介さない。問答無用で突き進むと、次々とブレス攻撃を放つ。

「ぐぎゃうっ！」

　髪にも神経が通っているらしく、たちまち巨人は苦く悶もんを示した。

　やがて、シルヴィア、レベッカ、オスカー、マックスの四騎を捕らえていた髪も本体から切り離され、拘束力を完全に失った。

　ドラゴンたちも無事に解放され、エーコに感謝の意を伝えるように鳴いた。それぞれの主人を背に乗せると、戦線を離脱していく。この状況では、自分たちは足手まといにすぎないと察したのだろう。

　と、怒り狂った巨人が両腕を振り回し、エーコに殴りかかろうとしたが、

『あぁもう、鬱うつ陶とうしい！』

　エーコは魔導障壁を展開すると、巨人の猛攻を防ぐ。ますます巨人は憤怒をあらわにする。よく見ると、胸もとに埋めこまれた魔導工学式爆弾ゲフイオンが明滅を繰くり返していた。

『……まずいわね、アッシュ。あの爆弾、どうやら巨人の感情に連動しているみたいよ。このままだと、いずれ爆発するわ！』

　ナヴィーの念話を受けて、アッシュは戦慄した。

「くっ！　ここまで来たんだ。絶対に、聖都も皆の命も護まもりきってみせる！　エーコ、こいつの身体からだを地面から引き抜けるか？」

『ちょっ、本気なの!?』

「あいつの身体と地面の接合部を見てくれ。太い根が張っているだろう？　たぶん、構造的には植物に近いんだと思うんだ。木を引き抜くような感じで力を加えれば──」

『やってみるわ！』

　エーコは魔導障壁を解除すると、一気に踏みこむ。巨人の剛腕を回避しつつ、背後に回りこんだ。そして、巨人の体たい軀くを全力で抱えこむ！

「上う手まいぞ、エーコ！　そのまま上昇するんだ！」

　アッシュの鼓こ舞ぶに応えるように、エーコは翼をはためかせた。

　だが、エーコの巨体は一向に浮かび上がらない。

『ぐぬぬっ、びくともしないわよっ!?』

　エーコが苦く悶もんしている間にも、巨人の胸もとでは〈ゲフィオン〉の明滅が激しさを増していく。まるで警鐘のようだった。

『出力全開で飛ぶのよ、エーコ！　聖竜鎧アルマダに蓄えている魔力を、すべて飛ぶために利用して！』

　ナヴィーが若干の焦燥感をにじませつつ、念話を送る。

『んも～！　なんであたしばかり、こんな損な役回りを』

　苛いら立だたしげに念話を送ってきた直後、エーコが全身にまとった装甲が燦さん然ぜんと輝いた。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　壮絶な咆ほう哮こうとともに、エーコは全力全開で巨人の体軀を引き抜こうとする。

　その直後、ぶちぶちぶちっ……と、なにかが千切れるような音がした。

「ぐぎゃあああああああああああああああああっ！」

　巨人が断末魔の叫びをほとばしらせ、ジタバタと足あ搔がく。左の肘がエーコの脇腹に当たったが、絢けん爛らんたる装甲がしっかりと防護した。

　巨人の肘は、エーコにダメージを与えるどころか、逆に粉砕されて、だらんと垂れ下がってしまう。これではもう、左腕は使いものにならないだろう。

『舐なめるんじゃ……ないわよ！』

　エーコはさらに負荷を加えていく。

　めりめり、びきびき……と、さらに異音が続いたかと思うと、

　──ごばああああああああああああああああああっ！

　ついに、巨人の体軀は広場の地面から引き抜かれた。最後にしぶとく残っていた数本の根も、ぶちぶちと容赦なく引き千切られていく。

「よし、こいつを抱えたまま海に出るんだ！」

『どんだけ重労働なのよ!?　この戦いが終わったら、クレープ食べ放題を要求するわ！』

　エーコは文句を飛ばしつつも、全速力で飛ひ翔しようした。

　アッシュの指示通り、ぐんぐんと聖都から遠ざかる。聖竜鎧アルマダの効果なのだろう、五秒と経たたないうちに、エーコはエール半島をぐるりと囲む大海に飛び出していた。

　ちらりと大地を見下ろせば、もはや聖都はミニチュアと化し、エール半島の形状さえ確認できるほどだった。

　無論、これほどの速度で飛ぶのは初めてのことだ。

　いや、速度だけではない。高度にしても未知の体験といえた。

　海面があんなにも遠い。

　空気は異様なほど薄く、凍えそうなほど冷たくなっている。

　騎竜学院の校則で定められている速度制限や高度制限など、とっくに凌りよう駕がしていた。

　それでもアッシュは恐れない。

　エーコもアッシュを信頼し、高度も速度もますます上げていく。

『アッシュ！　間もなく爆発するわ！』

　ナヴィーが鋭く警告を発してきたそのとき、アッシュは決然と叫んだ。

「今だ！　仰角四十五度！　全力でぶん投げろっ！」

　エーコは宙空で構えを取ると、これまでの加速の勢いをも利用して、巨人を斜め上へと放り投げる。が、あまりの重量ゆえに、巨人が描く放物線は予想以上に低く、あっという間に落下を始める。

『まずいわアッシュ！　このままでは海面で爆発した挙げ句、津波が発生するかも！』

　ナヴィーが警告を発した直後、エーコの身体からだがぐらりと揺らいだ。

『くっ！　あたしの魔力も、もうすぐ尽きるわよ!?』

「大丈夫だ。最後は俺が決めてやる！」

　その時点で、アッシュは万が一にそなえて、聖剣エクスカリバーを顕現させていた。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　そして、アッシュは渾こん身しんの一撃を放つ。その剣けん尖せんから放たれた膨大な魔力エネルギーが、巨人の背中に直撃し、少しずつ上昇させていった。

『頑張れアッシュ！』

『その調子！　あと少しよ！』

　エーコとナヴィーの声援が、アッシュの胸を震わせる。

　そして──。

　アッシュとエーコに可能な限り、エール半島と海面から遠ざけられた巨体は、ついに大爆発を起こした。

　しばらくすると、星ほし屑くずと化した残骸が、次々と海上に降り注ぎ始める。あたかも、流星群さながらの現象だった。

『綺き麗れい……』

　エーコがうっとりした口調で、念話を送ってきた。

　ずっと離れていた時間を取り戻すように、エーコとアッシュはしばらくの間、その美しい光景を眺め続けるのだった。





"Stardust Symphony ～A.S.B.1366.05～" is closed.








エピローグ









　かくして、聖都エスパーダは壊滅の危機を免まぬがれた。

　今後の課題は、もちろん復興だ。当面は、大賢者アスクレピオスが教皇代理を務めることになった。本人は乗り気でなかったのだが、この混迷した状況下、エスパーダをひとつにまとめられる人物といえば、アスクレピオス以外に考えられなかったのだ。

　そして、今後も盟主サヴォナローラが聖都襲撃を目もく論ろむ可能性が捨てきれないため、王国軍と騎士国軍、そして帝国軍は、聖都に守備兵を派遣すると発表した。聖都を守るべく、王国・騎士国・帝国が結束したことは、歴史的な快挙といえた。

　なお、多国籍傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉の残党たちは、今も大人しく事情聴取を受けているが、状況は芳かんばしくなかった。ボロディンの副官を務めていたメイリンですら、〈デミウルゴス〉については大した情報を握っていなかったのだ。

　現在、敵方の旗き艦かんレクス＝ゴライアスは、完全に消息を断っている。その事実も不気味だったが、盟主サヴォナローラが今もどこかで暗躍を続けているのは間違いないだろう。

　……これらの報告を、アッシュはアーカム王立病院の個室で受けた。

　その名が示す通り、シェブロン王国の首都に位置する、世界屈指の医療機関である。

　あの日、海上で巨人を殲せん滅めつしたあと、アッシュはエーコとともに聖都に凱がい旋せんし、大歓声に迎えられたのだが──気を緩めた直後に、ぶっ倒れた。

　心配したオスカーは、アッシュを自国の魔導艦クラウ＝ソラスに運ばせた。さすがは女王陛下の艦だけあって、艦内には最新鋭の医療設備が整っていたのだ。その恩恵を受けたおかげで、アッシュは一命を取り留とめた。戦闘で傷ついたシルヴィアたちも、一緒に治療を受けた。

　一方、遅れて聖都に帰還したルッカとジェシカ、レイモンは、嬉うれしいニュースを報告してくれた。ルッカは聖天竜騎士アーク・ドラグナーに、ジェシカとレイモンは竜騎士ドラグナーに昇格したのだ。

　しばらくは、そんな風に穏やかな日々が続いた。が、聖都襲撃事件からちょうど一週間が経過した頃、オスカーの悪巧みが発動することになる。

　夜半、アッシュたちが艦内で眠っている間に、クラウ・ソラスは勝手に離陸してしまい──翌朝、一同が目覚めたときにはもう、王都アーカムに到着していたのである。





　　　　◇






「ところで、アッシュ？　クレープ食べ放題の約束、忘れていないでしょうね？」

　その日の昼下がり、アッシュはエーコとふたりきりの時間を過ごしていた。

　エーコは椅子に腰かけて、ベッドの縁に頰ほお杖づえを突いている。上目遣いでアッシュを窺うかがう仕草は、ドラゴンというより仔こ猫ねこのように愛らしい。

　アッシュにあてがわれた病室は、高級ホテルのスイート・ルームといわれても違和感がないほど、豪ごう奢しやなものだった。

　オスカーが女王特権を発動させて、アッシュのために手配してくれたのだ。

「クレープ？　ああ、そういえば……」

　ようやく、アッシュは思い出した。

　あの忌まわしき魔巨人と戦っていた、真っ最中のことだ。

『どんだけ重労働なのよ!?　この戦いが終わったら、クレープ食べ放題を要求するわ！』

　アッシュの無む茶ちやな要求に対して、エーコは憤然として、そんな念話を返してきたのだ。

　シェブロン王国といえば、誰もが絢けん爛らんたる芸術様式を思い浮かべるが、忘れてはならないのが「美食」である。

　特に菓子職人のギルドは有名で、常に世界の最先端を走っているという。

「オスカーのせいで、シェブロン王国に問答無用で連れてこられたのは癪しやくだけど、こうなったらシェブロン流のクレープを制覇してやるわよ！」

　すっかり乗り気のエーコとは対照的に、アッシュはがっくりとうなだれた。

「……ごめんな、エーコ。今の俺は医者から食事を制限されてる身だし、まだ街に出ることもできないんだ。俺の退院を待っていたら、いつまで経たってもクレープなんて食べられないし、いっそ姫様たちと一緒に──」

　その途端、エーコは不満げに頰ほおを膨らませた。

「この鈍感！　あっ、あんたと一緒に、屋台に並ぶのが……大事っていうか……」

「エーコ……！」

　最後のほうは小声だったが、エーコの気持ちは確かに伝わってきた。

　今ではもう、エーコのぷっくりとした頰は、すっかりピンク色に染まっている。

　アッシュはドギマギしつつ、そんなエーコに見とれた。

　心臓に悪いほど、今のエーコは可か憐れんだ。

　いや、単に可愛かわいらしいだけではない。大人っぽい色気も感じさせるのだ。

　聖地アルバレスでの厳しい修行を経て、エーコは格段に成長していた。

　年齢的には幼竜でも、もう幼竜呼ばわりはふさわしくないのかもしれない。

　相パ棒ルとしても、女の子としても、目覚ましい成長を続けているエーコ。

　そんなエーコを、アッシュは心の底から、愛いとおしいと思った。

　満まん身しん創そう痍いでさえなければ、ギュッと抱きしめていただろう。

「ありがとな、エーコ。怪け我がが治ったら、シェブロンの菓子職人パテイシエたちが作ったクレープを食べに行こう。約束だ！」

　アッシュは包帯でぐるぐる巻きにされた腕を伸ばすと、エーコの頭を優しく撫なでた。

「うんっ！」

　エーコはくすぐったそうに首をすくめながらも、満面の笑みを浮かべてくれた。




　アッシュの意志とは無関係に、世界は激動の時代を迎えている。

　──それでも、今はこのひとときを大切にしよう。

　と、アッシュは心に決めるのだった。





"The Ancient Bloodline III" is closed.







あとがき







　こんにちは！　ＴＶアニメ『星刻』の放映開始を間近に控えた瑞みず智ち士し記きです。

　自分の作品が映像化され、多くの人に視聴してもらえる──およそ作家という生き物にとって、これほどの幸せは他に考えられません。是非是非、ご視聴くださいませ！

　さて、いよいよ第十五巻に達した『星刻』シリーズですが、ようやくエスパーダ聖庁篇に決着がつきました。

　第十三巻以降、実に三巻分にも及んだ戦いの果てに待つものとは、果たして──!?




　ところで去る二月、瑞智士記は台たい湾わんを訪れていました。

　人生初の海外旅行先が台湾になったことは、とても幸せなことであったと、心から実感しております。現地で二日間にわたり開催されたサイン会にご来場いただいた皆様、誠にありがとうございました。日本語で「愛してる！」と声をかけてくださったときには、胸が熱くなりました。

　台湾の読者様の笑顔、そして頂いたメッセージの数々は、まさしく一生の宝です。第一巻の表紙を飾ったエーコを板に彫った作品をプレゼントして下さった方もいて、感激しました。今も執筆用デスクに飾っています！

　そして東立出版社の皆様には、宿泊や食事、案内、通訳……などなど、何から何までお世話になりまして、頭が下がる思いでした。特に、ご馳走になった台たい湾わん料理の数々はどれもびっくりするほど美お味いしくて、目の覚める思いでした。厚く御礼申し上げます。




　そろそろ紙幅も尽きてまいりました。今回も有意義な助言をたくさん頂きました、担当の池いけ本もとさん。美麗な聖竜鎧アルマダをデザインしてくださった〆しめさばコハダ先生。コミック第七巻を上じよう梓しされたＲＡＮ先生。専門店のスタッフ様方。多た田だ監督をはじめ、アニメの制作スタッフの皆様と、キャストの皆様。プロデューサーの吉よし沼ぬま様。ＭＦ文庫編集長の万ゆる木ぎ様。ブランド・カンパニー長の三み坂さか様。そして『星刻』シリーズのためにご尽力を賜たまわったすべての皆様と、第一巻からずっと見守って下さった読者の皆様。琵び琶わ湖このほとりから、尽きせぬ愛と感謝の気持ちを捧ささげます。

　最後になりましたが、十五巻をお待たせしてしまった分、十六巻は早めに出版できる予定です。激動の時代を迎えたアッシュたちが、どのように考え、どのように行動し、そして何を為なすのか……お楽しみに！





二〇一四年三月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　ＴＶアニメ『星刻』、いよいよ放映開始です




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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